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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　意識が戻った時、目の前には深い青が広がっていた。空とも湖とも違う不思議な青だった。

　背中に触れる地面の感覚で自分が横になっていることがわかったから、身体からだに力を入れてみたけれど、どんなにがんばっても起き上がることはもちろん、指一本動かすことさえできない。

　瞳の奥がずきずきと痛んで、目の前の青が、ゆらりと揺れる。

「あなたは、人ではありません。村がサルバドールであるために欠かせない、大切な『薬』になったのです」

　朦もう朧ろうとした意識の中、しわがれた声が聞こえてくる。

「違うわ。私は人間よ。母さまと姉さま、兄さまもいるもの。死んじゃったけど、父さまもいたわ。友達もたくさんいるのよ。たまたま真っ白に生まれたけど、それだけなの」

　思ったことを口にすると、突如、頰ほおに衝撃が走った。一瞬、燃えるように熱くなって、その後、じわじわと痛みが広がってくる。

　思わず滲にじんでしまった涙は、すぐさま何かで拭ぬぐわれた。おそらく、誰だれかの指。水気がほとんどなく乾いている、ごわごわとした肌だ。

「あなたは世界に七つしかない、貴重な薬。特別な力でたくさんの人を救うことができる。そのことを誇りに、そして幸せに思いなさい。そして、人に精一杯尽くしなさい」

　耳元で囁ささやかれているようでもあるし、遠くから呼びかけられているようでもある、奇妙な声だった。目の前の青の中に、語り手は見えない。

「かつて、村を救った癒いやしの聖者は《世界の救済》を自らの使命としていました。彼は死に、村の神となった。その使命を受け継ぐ者として、村は世界を導かなければならない」

　声は淡々と続ける。

「世界の救済とは、世界を動かしている大国を正しい方向に導くこと。あなたのお陰で、小さなこの村でもそれができる。いえ、小さいからこそ可能なのです。人々から隠れ、世界の裏に立ち、ひっそりと大国を動かすことができる」

　私はただの人間だ。そんな力はない。

　心の中にあるたくさんの思い出が、その証だ。

　記憶を辿たどろうとして、はっとする。意識を失う前のことをようやく思い出したのだ。

　最後に見た光景がまざまざと脳裏に蘇よみがえり、頭が真っ白になる。

「青が、見えるでしょう？」

　声の主が、笑っているのがわかった。

「今ははっきりと見えるはずですよ。その青は次第にあなたの目の前から消えるでしょう。そして、あなたの色になる」

　ゆっくりと、小さな子どもをあやすみたいな口調で、声は続ける。

「あなたが、トリア・ルーセントである証になるのです」












　頭上の枝が大きくしなって、軋きしむような音を立てた。

　ランスが肩を竦すくめると、漆しつ黒こくの髪の毛がふわりと揺れる。

（気味が悪い森だな）

　鬱うつ蒼そうとした森だった。生い茂る木々が太陽の光を遮っていて、昼間だというのに薄暗い。

　今まで訪れたどんな森よりも不吉な気配がした。

　せわしなく飛び交う色とりどりの発光虫、頭に長い飾り羽を持つ奇妙な鳥のけたたましい鳴き声、咲き誇る草花から漂うしつこいほどの甘い香り。全てが不気味だった。

　心を落ち着かせるために、意識して細く長い息を吐き、すっかり肺が空からになってから、大きく深呼吸する。どこもかしこも違和感たっぷりの森だけど、空気だけは澄み切っていて、疲れた脳みそをすっきりさせてくれる。

　懐中時計を開き、時間を確認する。約束の時間まであと少しだ。

（本当に来るのかな？）

　兄から命じられた極秘任務は、今日の取引で秘薬を受け取り、国まで無事に持ち帰ること。来ないはずはない。兄が噓うそをつく理由はないし、つくならつくでもっとまともな噓をつくだろう。




「深くは聞かずにこの命を受けてくれ。お前にしか頼めない」

　兄であるダミアンが深々と頭を下げた時、きらきら光るふわりとした金髪の真ん中に、左巻きのつむじが見えたのを思い出す。

（こんなところまで、ちっとも僕と似てないな）

　ランスはその時、場違いにもそんな呑のん気きなことを考えていた。

　金色の柔らかなくせ毛と同色の瞳、背がそれほど高くないこともあって、女性と見間違えられることもあるたおやかな容よう貌ぼうのダミアンは、まっすぐな黒髪と同じく漆しつ黒こくの瞳、細身だが男性らしい身体からだつきのランスとは、全く似ていない。ちなみにランスのつむじはダミアンとは逆の右巻きだ。

　尊敬する兄と似ていない箇所がまた増えたと、ランスは心の中で嘆たん息そくする。

「頼めるか？」

　ダミアンの切羽詰まった声にはっとして、わざとらしいほどの明るい声で取とり繕つくろう。

「もちろんですよ。兄様の頼みなら、どんなことでも喜んで」

　にっこりと笑顔を作ると、ダミアンはつられたように破は顔がんして、それから慌てて鹿しか爪つめらしい顔に戻してみせた。

「ルーセント、という薬の取引を任せたい。無事に国まで持ち帰ってくれ。父様を助けるためだ」

「かしこまりました」

「日は一カ月後の満月、場所はノンダス西部、ネムスの森。取引相手はサルバドールという」

「サルバドール様、ですね」

「一人で行け。取引後のことは、サルバドールの指示に従え」

「……承知しました」

「質問はするな。お前を信頼している」

　ダミアンは苦々しい顔でそう言った後、

「悪いと思っている」

　改まった声で、そう付け加えた。

「そんなこと思わないでください。一人の方が気楽だし、あれこれ自分で考えるより、出された指示に従うほうが性しように合っています」

　ランスがおどけたように言ってみせると、ダミアンは気の抜けたような顔をして、聞こえるか聞こえないかぎりぎりの声で「すまない」、そして、もはや口の動きを読まなければわからないほどの声で「ありがとう」と続けた。いつも険しい表情を維持しているダミアンには珍めずらしく、口元には静かな笑みが浮かんでいた。




「ランス！　今度の任務、聞いたわよ」

　ダミアンから指令を受けた次の日、部屋にやってくるなり勢いよくそう言ったのは、アーニャ・モンブランだった。胡桃くるみ色いろの髪の毛を後ろで細かく編み込み、細身のドレスを着こなしている。潑はつ剌らつとした美しさのこの少女は、国内有数の有力貴族であるモンブラン家の一人娘で、ランスと同じ一八歳。幼い頃から一緒に学問や武道を学んでいて、気の置けない間柄の、いわゆる幼おさな馴な染じみだ。

「さすがに情報が早いね」

　ランスが笑うと、

「あなたに関するものならね」

　アーニャはため息交じりに言ってから、翡ひ翠すい色いろの瞳でランスを見据えて、

「大丈夫なの？」

　心配そうな声でそう続けた。

「もちろんだよ」

　ランスはしっかり頷うなずきながら、昨日見たダミアンの柔らかな笑みを思い浮かべる。そして、その顔に瓜うり二ふたつの、姉の姿も。




　ジンドランには二人の王子と一人の王女がいる。

　まずは第一王子のダミアン・ジンドラン。第一王女であり、ダミアンの妹、アデラ・ジンドラン。そして第二王子のランス・ジンドラン。

　第一王子のダミアンと第一王女のアデラは双子の兄妹だ。性別の違いはあれ、二人の外見はそっくりで、太陽の光をぎゅっと集めたみたいな美しい金色の髪と瞳は、亡き王妃メリッサから受け継いだものだと一目でわかる。

　しかし、見た目は似ていても性格は正反対で、それゆえ見せる表情も全く違う。

　真ま面じ目めなダミアンはいつも険しい顔をしているし、大らかなアデラは柔らかく微笑ほほえんでいる。同じ日に生まれ、同じ環境で育てられたはずなのに、いつだって意見が食い違う二人は、正直仲がよろしくない。

　だけど、ランスにとってはどちらも同じくらい頼りになる、大好きな兄と姉なのだ。そして、二人とも次期王にふさわしいと思っている。

　ジンドランでは、王直系の子どもに王位が受け継がれる。つまり、王位継承権は、ダミアン、アデラ、ランスの三人ともにある。継承権には性別も年齢も関係しない。長男のダミアンも、女性であるアデラも、末っ子のランスも、王位につく権利を平等に持っている。民の意見を聞いた上で、最終的に国王である父、アッサムが決めた者に、王位は受け継がれるのだ。

　しかしながら、第二王子であるランスは兄と姉より一○歳も年が下で、知識も経験も民からの信頼も不足している。王位につくのはダミアンかアデラだと国民の誰だれしもが思っているし、ランスもそう思う。さらに言えば、そうあるべきだとも、そうであってほしいとも思う。

　ランスは兄と姉がそれくらい好きだし、実際二人との仲も、王族には珍しいほど良好なのだ。

　だけど、平和で良好な家族関係を、あれこれ邪推する人間は少なくない。

　ダミアンが指示したネムスの森は、ジンドランの隣国であるノンダス王国の西端にあり、所有するノンダスですら未だに手をつけていない未開の土地だ。

　ノンダスは広大で肥ひ沃よくな土地を持ち、さらにはそれを広げることに熱心な国だ。どんどんと増え続ける、多種多様な国民を統治するのに精一杯。辺境の森に手をかけている暇はないらしく、開発はいつまでたっても後回しになっている。結果、何十年も放置され続けた森は、今では怪しい噂うわさの宝庫となっていて、近隣の住民も滅多に近づこうとはしない不気味な森として知られている。

　辺へん鄙ぴな場所に一人で赴おもむく極秘任務は、うがった見方をすれば、ダミアンがランスを亡き者にしようとしているようにもとれるだろう。

　謎なぞの病で数カ月前から眠り続ける現国王のアッサムが未だに目を覚まさない今、王位争いを有利に進める目的で、長男のダミアンが次男のランスを殺そうとするのは、傍はたから見ればおかしなことではないのかもしれない。

　だからきっと、アーニャの心配もそこにあるのだろう。

「兄様は信頼できる人だ」

　心優しい幼馴染を安心させようと、ランスがにこやかに口にすると、

「違うわよ。ダミアン様を疑うなんて、そんなはずないじゃない。あなたたちは家族だもの」

　アーニャは呆れたように言う。

「……ありがとう」

　思いがけない言葉に、ランスは思わず嬉うれしくなる。アーニャは、ランス、そして、ランスの家族のことを、思っていた以上にわかってくれているらしい。

　そう、アーニャの言う通り、ダミアンとランスは家族なのだ。ダミアンがランスを敵だと思うはずはない。ランスは兄と姉の指示に忠実に従っているし、それなりに重宝されている、と思う。

　何より、ランスは王位に興味はない。その証拠に継承権もとうの昔に放棄していて、父アッサムもそれを認めているのだ。

　それなのに……。昨日、ついでのようにダミアンが続けた言葉を思い出す。

　──ところで、ランス。

　不自然に変えられた神妙な声こわ音ねに、ランスは途端に憂ゆう鬱うつな気持ちになった。ダミアンがこの声を出すのは、決まってある話題の時なのだ。

　──そろそろ王位につく決心はついたか？

　ダミアンは昔から、なぜだかランスに王位を継がせようとしている。以前はここまで顕著でなかったのだが、アッサムが臥ふせってからは、時には改まった口調で、時にはさり気なく、話の折にランスを説き伏せようとするのだ。

　事あるごとに衝突しているアデラとも、王位継承の件については、不思議と意見が一致しているから、困ったものだ。表に立たせて責任を被せるつもりでも、騙だまそうとしているわけでもない。二人は本気で、ランスを王に仕立てるつもりなのだ。

　ランスの才能を買ってくれているのだろうが、嬉しい反面、とても面倒だ。自分にダミアンやアデラを超える資質があるとは思えない。

　自分の意思で国を動かしたいなんて、全く以もつて思わない。自らの意見を持つよりも、ダミアンやアデラから下された任務をこなす方が性に合っている。どんな国が理想なのか、そのためにどんな対策をとるべきか、考えるのも面倒だ。

「つきませんね」困惑を隠さない苦々しい顔できっぱりと口にすると、ダミアンは眉み間けんに皺しわを寄せて嘆声を漏らした。

　ともあれ、そういうわけだから、ダミアンがランスを亡き者にしようと考える可能性はない。だからこれは本当に、単なる任務なのだろう。誰にも頼めない極秘任務。信頼はできるけれど、王位継承権を捨てた、変わり者の末っ子にしか頼めない裏取引。

「でも、じゃあ何が、『大丈夫？』なの？」

　アーニャがランスの家族について理解してくれているのは嬉しいが、それなら彼女の、心配です、と言いたげな強こわ張ばった表情は何を示しているのだろう。

「ダミアン様が謀はかったりしなくても、危険はあるわ。一人旅なのよ。しかも治安がいいとはいえないノンダス。盗賊なんかに襲われたらどうするのよ！　そもそもランスは……」

　身を乗り出して説教を始めるアーニャを手で制して、笑顔を作る。

「大丈夫だって。僕はそこまで弱くないし」

　いい歳した男が、一人旅くらいできなくてどうするのだ。

「だけど、私より弱いわ」

　居い丈たけ高だかに胸をはるアーニャに言い返すことができないのは、悔くやしいところだ。確かにアーニャの言葉は真実で、目の前の小柄な女の子より、ランスは弱い。だけど、大丈夫。

「君より強い盗賊なんて、そうそういないから」

　アーニャはそのかわいらしい外見に似合わず、とてつもなく腕が立つ。誰もが口を揃そろえて言う。武術に関して、アーニャは天才だと。幼い頃から共に武道を学んできた仲だけど、ランスは彼女に一度だって勝てたことはない。

　しかし彼女のおかげで、ランスは自分の剣が常人の域を出ないことを悟り、それからは常人なりに、何とか技を磨いてきた。だからランスは、天成の剣士には負けても、そこらの盗賊には負けないくらいの腕前には達しているつもりだ。

「でも、もしもってことがあるでしょ？　私が一緒に行って、守ってあげる」

「大丈夫だから。それに、アーニャがいくら強くても、モンブラン家のお嬢さんを連れてけないって」

「そんなこと言うなら、王族のランスが一人で行くのだって、変でしょう！」

　当然だ、そう言わんばかりに声を張り上げて抗議するアーニャは、優しい。

　ランスは王族だけど、兄や姉とは違う。一人で旅することを許されてしまう。それをアーニャもわかっているはずなのに。

「兄様が一人で行けって言ったんだよ。やり遂げなきゃ。わかるだろ？」

　それでも納得いかないと言いたげなアーニャを何とか宥なだめて、帰ってから彼女の好きな菓子をご馳ち走そうすることを約束する。

「またね」

　去り際にそう告げたアーニャは、やっぱり優しいのだ。




（なんだかなぁ）

　ランスは心の中で悪態をつく。

　五日もかけて辿たどり着ついたはいいものの、疑問点が多すぎる。

　サルバドールとは誰なのか？　なぜ取引場所にこんな場所を選んだのか？　そもそも、国一番の医者から手に負えないと匙さじを投げられたアッサムに効く薬なんて、本当にあるのだろうか？

　無数の疑問符が頭にひしめいて、未だにサルバドールとやらが来るのか、確信を得ることができない。

（時間だ）

　針が時を刻み、カチリ、機械的な音が響く。

　茂みから音がして、ランスは腰に下げた剣に手をかざす。

　取引と聞いているが、油断はできない。一人で来るよう指示するなんて、危害を加えると宣言しているようなものだ。

　深く呼吸をして気を引き締めると、軸足を一歩踏み込んで力を入れる。

（……来い）

　神経を尖とがらせていたランスは、ゆっくりと近づいてきた人影に目を見張る。

　人数は三人、全員が女性だった。腰の曲がった小さな老婆と、老婆より少しだけ背の高い、それでも小柄な少女、そして、ランスの背丈と同じほどの長身の女性。

　しかし、油断は禁物だ。

　小柄な老婆と少女はともかく、長身の女性はかなりの手て練だれだろう。細身だが引き締まった身体つきは、かなり鍛えられたものだ。背中には大きな弓矢を背負っているが、ゆったりとした外がい套とうには、他にも多くの武器が隠されているに違いない。武術全般に優すぐれた一流の戦士なのだろう。

（正直、厳しい）

　一瞬でそう悟ってしまう。戦わずとも、瞳でわかる。若草色の瞳には、いくつもの死線を乗り越えてきた者だけが持つ、戦闘への確かな余裕が見て取れた。女性の方も、自分の力量がランスに勝っていることはわかっているだろう。

（だけど、殺気はない）

　女性は短く刈りあげられた赤褐色の髪に手をやりながら穏やかに微笑んで、ランスに目礼した。

　その様子にほっとして、ランスも柄つかからゆるゆると手を離す。

（それにしても、どんな組み合わせ？）

　長身の女性はおそらく護衛だろう。

　老婆は、交渉相手だろうか。身に纏まとうのは薄汚れた襤ぼ褸ろ布ぬの。首には色とりどりの蛍石を連ねた豪華な飾り。ちぐはぐな印象を受ける奇妙な老女は、独特の存在感を放っていて、少し気味が悪い。

　では、少女は？　彼女の役割は何なのだろう。無表情で立ち尽くす女の子に、思わず目が釘くぎ付づけになる。

　少女の装いは、女性や老婆と違って至って普通だった。上等な布で仕立てられてはいるが、飾りのついていない簡素な長衣と、同じ素材でできた帽子。

　目を引く理由は服装ではなく、本人にある。

　まず驚いたのは、彼女の色だ。肌の色は抜けるように白く、髪の色も白に近い銀髪、着ている長なが衣ぎぬもしみ一つない真っ白、深い青色の瞳だけが彼女の唯ゆい一いつの色彩だ。

　年は一五、六だろうか。今年一八になるランスよりは年下だろう。アーモンド形の大きな目に、桜色の薄い唇。一いち文もん字じに結んだ唇と中空を見つめるうつろな瞳から感情は読み取れない。小柄な少女は、まるで飾り物の人形のようだった。

（……すごく、きれいだ）

　驚きのあと、少し遅れてそう気付く。少女はとても美しかった。

　ランスも男だから、女性を見てかわいいとか美人だとか、もちろん疾やましい感情を持つこともある。だけど、少女のそれは、見ているだけで悲しくなってしまうくらいの、どこか儚はかない美しさだった。そのせいか、表情はないのに、泣いているようにも見えてしまう。

　瞬きをした瞬間、消え失せてしまうのではないかと胸がざわつき、目が離せない。

「ランス殿でしょうか？」

　掠かすれた声にふと我に返り、視線をずらすと、老婆が皺だらけの顔をさらにくしゃくしゃにして、満面の笑みでランスを見ていた。

　応じるように慌てて笑顔を作って、

「ジンドラン国の第二王子、ランスと申します。サルバドール様でよろしいですか？」

　恭うやうやしく頭を下げると、老女はゆっくりとかぶりを振った。

「サルバドールとは、私たち全体の名前です。私は、サルバドールのただの婆ばばであります」

　言い切ってから、老婆は隣の少女に目配せする。

　少女は華きや奢しやな肩をピクリと震わせて、

「私が、トリア・ルーセント」

　小さいがよく通る澄んだ声で、そう名乗った。

　ランスと目が合うと、無表情のまま軽く会釈をする。

（ルーセント？）

　ダミアンは取引する薬のことを、確かそう呼んでいた。

「自分は護衛のロサです」

　最後に長身の女性が愛想良く笑いながら、深くお辞じ儀ぎをする。

　ランスは三人を順に眺めてから、もう一度、老婆に視線を戻す。

「……あの、大変申し訳ないが、取引に関して詳しい事情を聞いていないんです」

　詳細がわからない以上、正直に言うしかない。

「そういう、お約束だったのです」

　老婆は抑よく揚ようをつけてそう言うと、一旦言葉を切ってから、芝居めいた高らかな声を、諭さとすような柔らかい声こわ音ねに変える。

「サルバドールは世界を救う大きな力と、それゆえの秘密を持つ小さな民です。秘せられた存在であるため、本来はお取引のお相手ご本人に直接来ていただかなければならないのです。しかし今回は、特別な事情に配慮して、代理人を立てることを受け入れました。信頼できる人物であること、一人で来ていただくこと、そして何も知らせないこと、この三つが代理人の条件です」

　随分慎重なことだが、きっとそれだけ貴重な薬なのだろう。彼らはその薬を売ることで生計を立てているのだろうか。

　だとしたら、秘密がばれるのを防ぎたい気持ちもわからないではない。

「事情はわかりました。僕が代理人です。条件も満たしておりますので、ご安心ください」

　老婆はランスの言葉にゆっくりと頷いた。

「それは良かった。ダミアン様はわかっていらっしゃるようですね。ルーセントが、いかに貴重なものかを」

　一呼吸おいてから、老婆は続ける。

「それにしても、あなた方は運が良い。お金をいくら積まれても、無理な時は諦めてもらうほかないのです。お父様のご不運とルーセントの解放期が重なったのは、我が神がジンドランの繁栄を願っているという証でしょう。御国とサルバドールは、深い縁がありますからね」

　目を細めてにっこりと笑った老婆の表情を見て、なぜだか背筋が粟あわ立だった。

　一瞬、目の前にいる弱々しい老婆が、得体のしれない怪物みたいに見えたのだ。

「では、契約を致しましょう」

　老婆は言いながら、襤褸を纏った老人とは思えない優雅な動作で一歩前に出て跪ひざまずく。

「契約？」

　ジンドランでの契約は、契約内容を記した羊皮紙に署名をするのが通例となっている。

　しかし、目の前の老婆は何も持ってはいなかった。

「はい。こちらへ」

　遠い東の国では、酒を飲み合うことが契約の証となると聞いたことがある。サルバドールにも特有の契約方法があるのだろうか？

　ランスは言われるがまま一歩踏み出して、老婆に近づいた。

（同じように跪くべきなのかな？）

　黙ったままの老婆に困惑していると、彼女は両手で恭しくランスの右手を包み、ゆっくりと撫でまわす。水気の少ないごわごわとした感触は、爬は虫ちゆう類るいの皮ひ膚ふを彷ほう彿ふつさせた。

　わけがわからないまま所在なく老婆を見つめていると、彼女の頭がゆっくりとランスの右手に近づいてきた。

（え、何？）

　眉間に皺を寄せた瞬間、

「っ！」

　激痛が走って、手を引き戻そうと力を入れる。

　しかし、老婆はランスの右手をしっかりと握りしめていて、離そうとはしない。

　ぎょっとして目を見開くと、にったりと笑った老婆と目が合った。唇が紅を塗ったようにつやつやと光っている。化粧気のない老婆の顔を彩るのは、真まっ赤かなランスの血だ。

　嚙かまれたのだ。ややあって、そう気が付いた。

「何をするんですか！」

　不快感を示すために、意識して不機嫌な声を出して、手を振り払う。傷口は熱を持ち、徐々に痛みは強くなっていく。手の甲を眺めると、ドクドクと血が噴き出していた。

「契約ですよ」

　老婆は悪びれる様子もなく朗らかに言うと、再びランスの手を握りしめて、ゆっくりと傷口を撫でる。

　その嬉しそうな表情を見て、痛みより気味の悪さが勝った。

　背中に冷や汗がつらりと垂れてくる。逃げ出したいのに、金縛りにあったみたいに動けなかった。

　老婆はおもむろに懐ふところから真綿を取り出すと、ランスの傷口に当てがった。数秒のうちに、白い真綿が流れ出る血液を吸収して、真っ赤に染まっていく。

　ややあって、滴るほどの血液を含んだ真綿を小さな瓶に入れると、老婆は満足げに頷いた。

「これで、終わりです」

　くつくつと楽しそうに喉で笑いながら、小瓶を懐にしまい込む。

「報酬はもういただいております。契約も済みました。どうぞ、お持ち帰りください」

　ひきつった笑顔を浮かべて、ランスはゆっくりと手を引いた。

　言いたいことは色々ある。しかし、郷に入いっては郷に従えというのは、昔からの格言だ。最終的に薬が手に入れば問題ない。傷口は痛いし気味は悪いが、ダミアンの指令を完遂するのがランスの使命だ。相手が不気味な老婆であっても、嚙みつかれて不愉快でも、取引がうまくいけば良いのだ。深く呼吸をして心を落ち着かせ、何とか自分自身を納得させる。

（だけど、肝心の薬はどこにあるんだ？）

　辺りを見渡してみるが、薬らしきものは置かれていないし、老婆も少女も女性も素知らぬ顔で突っ立っているだけで、何かを差し出す様子はない。

（傷は痛いし、わけはわからないし、何なんだ！）

　思わず眉間に皺が寄りそうになって、力を入れて無理やり抑え込む。どうにか愛想の良い笑顔を作ってから、

「……薬は、どこに？」

　意を決して尋ねると、

「この子です」

　老婆は飄ひよう々ひようとした態度でそう言って、少女の肩を叩いた。

「あとのことはトリア・ルーセントに任せております」

　悠々と続けた老婆は横目でちらりと少女を見て、「祝詞のりとを」と囁ささやく。

　ルーセントと呼ばれた少女は老婆の言葉に頷くと、ランスにゆっくりと歩み寄る。

　ランスの目の前、木漏れ日が差し込んでいる場所でぴたりと立ち止まり、優雅な動作で深々と頭を下げると、不気味だった森の空気が、突如、厳おごそかなものに変わる。

「私は人が神から賜たまわりし、ルーセント。あなたは神の祝福を得られた幸せな方。私を得て、大きな救いを得るでしょう」

　仰ぎよう々ぎようしい物言いで少女が言ってみせた瞬間、一陣の風が吹き抜けた。周囲の木々が揺さぶられ、少女の上に真っ白な花びらが降り落ちる。

　きらきらと光る銀髪が風に流されて、花びらと一緒に宙を舞っている。日に照らされて神こう々ごうしいほどに輝いている少女に、ランスは思わず見とれてしまった。




　少女を引き渡した後、老婆は足早に森の奥へと消えた。

「さようなら、トリア・ルーセント」

　少女を鋭く一いち瞥べつし、重々しい声でそう残して。

　少女との別れを惜しむことも、見守るロサに声をかけることも、ランスに向かって詳細に説明することもしなかった。

　悠然とした態度で立ち去る老婆の背中に、声をかけることは躊躇ためらわれ、しばらく立たち竦すくんだまま見送ってしまった。

　残ったのは、トリア・ルーセントと、彼女の護衛、ロサ。

　老婆は、トリアにあとを任せると言っていた。

（二人を国に招いたらいいのかな？）

　よくわからないが、この状況から考えるとそうとしか思えない。

　しかし、美しい女性二人と旅するなんてある意味役得だ。兄が自分を任命したのは、女性の扱いのうまさを見込んでのことかもしれない。

　ランスは女の子が好きだし、一緒に過ごすことにも慣れている。

「えっと……ルーセント嬢じよう、お話によるとあなたが薬をお持ちだと聞きました。ロサ嬢と一緒に、お二人をジンドランにお招きしてもよろしいでしょうか？」

　微笑みかけると、少女はこくりと頷いた後、

「トリアと。敬語もいらないわ」

　無表情のままそう言った。

　大仰な口ぶりはやめてほしい、静かな瞳がそう告げている。どうやら誇り高き一族の高慢な姫、というわけではなさそうだ。

　畏かしこまった態度を崩していいならランスとしてもありがたいから、すんなりと了承する。

「わかったよ、トリア」

　国こく賓ひんに対する口調としては、少々ぞんざいかもしれない。だけど彼女も一応は王族であるランスに対して同じ態度をとっているのだから、気にすることはないだろう。

　年も近いことだし、もしかして打ち解けたいとでも思ってくれているのかもしれない。

「じゃあ、君も」

　トリアの後ろに控えるロサに視線を向けるが、

「自分は護衛ですので、そのように扱っていただくのは分不相応です。ランス様。敬称を付けていただく必要もございません」

　にっこりと笑顔で、断られる。

「でも」

「お心遣いはありがたいですが、恐縮してしまいますので」

　そんな中、ランスとロサの押し問答を気にする様子もなく、トリアがおもむろにランスの裾を引っ張る。

「どうしたの？」

　ランスが尋ねると、トリアは鞄かばんの中から小さく畳まれた羊皮紙を取りだして、無言でランスに手渡す。

　差し出された羊皮紙を受け取って丁てい寧ねいに広げると、近辺の地図にいくつかの印が付けられている。印の近くに文字らしきものが書かれているが、ランスには読めない。トリアの母国語だろうか？

「ドルミートの治療に、必要なの」

　トリアは小さな声でそう言って、地図に記された印を指し示す。

「ドルミート？」

「アッサム様の病やまい」

　アッサムの病気について国民には知らせてはいない。混乱を防ぐために、緘かん口こう令れいを敷いているのだ。

　トリアが知っているということは、おそらく彼女は薬くす師しか何かで、ダミアンから事情を聞いているのだろう。年下だというのに、あのダミアンから依頼を受けるなんて、大したものだ。目の前のトリアに思わず尊敬の念が湧いてくる。

「ジンドランでは初めての症例で、名前は付けられていないんだ。いきなり倒れて、それからずっと眠り続けている。熱もないし、脈も正常、顔色も悪くない。それなのに三カ月も起きないんだ」

　安らかな寝息を立てて眠り続けるアッサムの姿を思い浮かべる。

　一見健康そうに見えるが、近くで見ると、げっそりと痩やせてしまっているし、ランスとよく似た艶つやのある黒髪も随分伸びて、瞼まぶたを覆うほどになっていた。

「そう。それが、ドルミートよ。珍しい病気だけど、先例が全くないわけじゃないわ」

　トリアは淡々と説明する。直接見たわけでもないのに、やけに自信たっぷりだ。

　一方ロサは、何も言わずに、トリアを優しげな眼まな差ざしで見つめている。

「君、医者なの？」

　断言するくらいだから医学の心得があるのだろう。

　しかし、トリアは首をきっぱりと横に振った。

「違うわ。私は薬」

　きっぱりと否定するトリアはやっぱり薬師なのだろう、そう判断し手元の地図に視線を落とす。

「この文字読めないんだけどさ、つまりこの印のところに連れて行けば良いのかな？　ああ、この森にも付いてるね」

　付けられた丸印は四つ。

　ジンドランの王都マキシムから一番遠いのが、ここネムスの森の印だった。

　この森が取引場所に指定されたことが、ようやく腑に落ちる。つまり、薬のための材料集めを兼ねていたのだろう。少し遠回りにはなるが、ここから印の箇所を辿ると、一筆書きでマキシムを目指すことができる。三つ目まではノンダス、最後の一つはジンドランの国内だ。

　一番体力がないだろうトリアのことを考慮しても、一○日と少しあれば余裕を持ってマキシムまで帰ることができるはずだ。

「ドルミートってやっかいな病なの？　薬があれば治療は可能？」

　今のところ、アッサムの病態が急激に悪化する様子はない。

　トリアの薬が本当に効くなら、十分猶ゆう予よはある。

「難しい病気だけど、薬を飲んだら二、三日で良くなるわ」

　トリアの言うことを鵜う呑のみにするのは楽観的すぎるかもしれない。しかしランスの仕事は、ダミアンの命を忠実にやり遂げることだ。自分であれこれ考えることではない。

　命に従えば、ダミアンは必ずアッサムを救ってくれる。サルバドールのことは信じられなくても、ダミアンなら信じられる。トリアを信じる理由は、それで十分だ。とにかくランスは、ダミアンから命じられた通り、トリアの言うままに行動すればいいのだ。

「そっか、それなら安心だ」

　口にするのと同時に、頭上からけたたましい鳴き声が響いてくる。見上げると、ランスの体ほどもある大きな鳥が、くるくると頭上を旋回していた。

　この不気味な森に長居はしたくない。さっさと材料を回収して今日は宿でゆっくりしよう。

　それに、宿でゆっくり寛くつろげば、トリアの仏頂面も和やわらぐかもしれない。

　穏やかな笑みを湛たたえているロサとは対照的に、トリアは常に無表情を貫いている。機嫌が悪いのか、そもそもの性格なのかはわからないけど、彼女が笑ったらさぞかしかわいいだろう。

（よし、早く終わらせよう）

　不純な動機でやる気を出しながら、ランスはトリアに聞いてみる。

「で、この森では何が必要なんだい？　薬草か何か取れるの？」

　トリアは小さく頷いて、

「猫ねこ茸きのこ」

　言うと同時に口元が和らいだ、ように見えた。正確に言うなら、左側の口角だけが若じやつ干かん上がって、すぐに戻った。些さ細さいな変化だったけど、出会ってから彼女の表情が少しでも動いたのは初めてで、ついまじまじと見つめてしまう。

　気配を察したのか、怪け訝げんそうな顔でランスを窺うかがうトリアを誤魔化すように、復唱してみる。

「ねこきのこ？」

　聞きなれない単語であることを強調するため、意図的に語尾を上げる。

「猫茸とは、ノンダス西部、ネムスの森にしか生息してない珍しい茸。土には根付かず、動物の頭に生える。理由は不明だけど、発見された例では猫が圧倒的に多いから、猫茸と名前がつけられている。胞子が根付いた動物は太陽を避け、月夜に動くようになる。理由は茸の成長には月光が必要で、逆に太陽光には弱いから。両者に利のある共存関係で、動物は月が出る夜に森を回り茸に月光を注ぎ、茸は特別な毒で動物に寄りつく害虫を殺す」

　文献でも読み上げるかのようにすらすらと説明してくれたトリアに、思わず瞠どう目もくする。

　ネムスの森限定種ならランスが知らなくても当然だった。森の生態系は謎に包まれていて、文献も出回っていないし、調査すらほとんどされていない。

　詳しいトリアは貴重な存在だ。ジンドランの生物学者に紹介すれば、感謝されるかもしれない。

　豊富な知識に感心しつつも、とりあえずは材料の確保だ。

「ということは、今の時間、猫はお休み中かな？」

　トリアがくれた情報からわかるのは、そういうことだ。

　眠っているならば、当然襲われにくい場所に身を潜めているだろう。ならば、見つけるのは非常に困難だ。

　眉根を寄せたランスを見て、トリアはすぐにこう言った。

「そう。対象となる猫は大木の洞ほらに巣を作る性質があるの」

　察しの良さに呆あつ気けにとられて、そのまま頷く。

「とりあえず、洞のある木を探せばいいんだね。手分けして探そうか？」

　ロサとトリアは一緒にいてもらうとして、ランスは別行動した方が効率がいいだろう。

　木に洞があるか、そしてその中に猫がいるかなんて遠くからは判断できない。見つけるまでに、かなりの時間がかかってしまうだろうから。

「おそらく、その必要はございません」

　口を挟はさんだのはロサだった。

「え？」

　振り向いたランスと目が合うと、ロサは微笑みながら、トリアに視線を移す。ランスがつられてトリアを見ると、

「あそこ」

　トリアが言いながら、南西の方向を指し示した。トリアの指の向こうに目を凝らすと、はるか遠方に大きな紫し檀たんの木が見える。

　紫檀の木は、ノンダスの特産で、赤茶色の木目が美しく高値で取引される貴重な樹木だ。太い幹にびっしりと苔こけが生えていて、荘そう厳ごんな雰囲気が漂っている。

「猫がいる」

「本当？」

　ランスが目を細めても、猫はおろか、洞があるかどうかさえもわからない。ランスも目が悪いわけではないから、本当に見えているならトリアの視力は相当なものだ。

「トリア様は、すごく目が良いんです」

　驚くランスに、ロサがそう告げる。

「洞の中に三匹、寄りそって寝てるみたい」

　トリアの言葉にロサは頷うなずき、くるりと方向転換して示された方に歩きだす。残されたトリアも、ゆっくりとその後に従う。

　気がつくとぼんやり二人の背中を見つめていたランスだったが、すたすたと歩みを進めるロサと、覚おぼ束つかない足取りのトリア、道もなく草が生い茂った二人の進む先を順に見て、

「えっと……僕が先導するから、後ろを歩いて」

　思わずそう言って、トリアを追い越した。

　剣を抜き、茂みを切り開いて歩を進めると、トリアは言われた通りにランスの後ろに付き従う。

　後ろを振り返ることなくひたすらに突き進むロサを見て、ランスは思う。一体彼女は何を考えているのだろう。こんなに離れてしまっては護衛の意味がないし、それに……

「どうしてさっきから、草を切ってるの？」

　護衛なら、もっとトリアの身体を気遣うべきなのではないだろうか？

「刀かたな草ぐさって知ってる？」

　刀草とはジンドランの森にもよく生えている雑草で、葉の表面が鋭く、触れると肌を傷つける。この森には刀草をはじめ、危険な雑草がやたらと群生しているのだ。

　むやみに歩けば、男であるランスや、場慣れしていそうなロサはともかく、トリアの肌はすぐに切れて、血まみれになってしまうだろう。

「うん。でもどうして？」

「女の子のきれいな肌を守るのは、男の役目だから」

　冗談めかして言ってみると、トリアは目を丸くしてランスを見つめていた。

　喜ぶのでも照れるのでもない。純粋に驚いたという表情だ。

（えっ、無言!?）

　はにかんでほしいとは言わないが、無視されるのは辛い。軽口を叩く男だと嫌われたのかもしれない。旅の初日から、気まずい雰囲気になってはたまらない。

　沈黙に耐えながらひたすら歩を進めて、紫し檀たんの木の前で立ち止まると、早々と着いていたらしいロサが、木の根元でしゃがんでいる。

「三匹います。茸の色は赤と黄色と緑。どれにしましょう？」

　ロサがトリアに尋ねると、

「赤」

　トリアは素早く返してから、ランスに視線を向ける。

「ランス」

　いきなり名前を呼ばれたことに少しだけ驚いたが、変わらない口調を聞いて、ほっとする。先ほどの言葉で気分を害したというわけではなさそうだ。

「何？」

　明るい声で返事をすると、トリアは先ほどのやり取りなんてなかったみたいに、淡々と指示を出した。

「あなたが猫を捕まえて。ロサはこういうことが下へ手ただから」

　トリアは言いながら、横目でロサを一いち瞥べつする。

（猫捕まえるのに、上う手まいも下手もある？）

　洞を覗き見ると、中にいるのはまだ小さな子猫だ。捕まえて抱き留めておくのは、造作もないことのように思えるけど。

「自分は動物の扱いが雑なので、トリア様は不服なんです。お手を煩わずらわせて、申し訳ございません」

　ランスの気持ちを見透かしたかのように、ロサがぺこりと頭を下げる。

「ランス、お願いだから、優しくしてね。猫に痛い思いはさせないで」

　トリアから念を押されて、

「わかった」

　淡々とした口調の端々に、猫に対する思いやりが滲にじんでいるのが微笑ましくて、ランスは思わず口元を綻ほころばせる。

「私が茸を採るから、茸には絶対触らないで」

　ぜったいに、その部分を強調するトリアに、

「任せて」

　しっかりと頷いた。

　おそらく、戦闘に関して、ランスはロサに敵かなわない。こんな時くらい役に立とう。

　気配を消してゆっくりと手を伸ばし、

（よくもまぁ、こんなに小さな猫を見つけられたなぁ）

　感心しながら、手前の一匹をそっと抱き上げる。

「本当に茸が生えてるんだね」

　猫自体には変わったところはなく、ジンドランでもよく見る三毛猫だ。しかし、頭からは茸がポコポコと数本生えている。毒々しい真っ赤な茸は、ジンドランでは見たこともない、珍種だった。

　まじまじと見つめていると、ようやく目覚めたのか、猫は突然毛を逆立てて暴れ始めた。

「痛いって」

　容よう赦しやなく爪を立ててくる猫を、初めは軽い調子で窘たしなめていたのだが、老婆に嚙まれた傷口に爪が刺さって悶もん絶ぜつしそうになる。あやうく手を離しかけ、

「痛っ！」

　思わずランスが叫ぶと、

「ランス様、大丈夫ですか？　処分します？」

「ロサ！　だめよ。動物には優しくして」

　ロサの恐ろしい発言を、トリアがすぐさま咎とがめている。冗談なのか本気なのかわからないやり取りにぎょっとしつつ、

「いや、いいから。トリア早く！」

　我ながら情けない声で、トリアを急せかす。

「猫、ごめんね。痛くないから」

　トリアの白い手が茸を摑つかむと、ポスンと情けない音がした。茸を抜かれた猫は目を見開いて固まっている。その頭をトリアがここぞとばかりに、そっと撫でた。

「採れた」

　トリアが言葉を発するのと同時に、猫が再び暴れ出す。

　我慢できなくなって、手を離すと、三毛猫はランスを蹴り上げて軽やかに着地した。遠くからこちらを睨んでいた他の二匹と合流して、素早く走り去ってしまう。

　トリアは名残なごり惜しそうに猫を見送っていた。

「あー、痛かった」

　引っかかれた手をぶらぶらと振っていると、ロサが横から応急処置のための当て布を渡してくれた。礼を言って出血部分を押さえてから、

「一本で良かったの？」

　トリアに尋ねると、無言で頷いた後、鞄から麻布を取りだして、丁てい寧ねいに茸に巻きつけ始める。

　俯うつむいたまま真剣な表情で作業を続けるトリアに、

「それにしてもすごい色だ。うまいの？」

　冗談半分で聞いてみる。

　良薬は口に苦し、とは言うけれど、どう見てもうまそうには見えない。

「食べちゃ、だめ」

　トリアは表情はそのまま、顔を上げてランスを見る。

「何で？」

「死んじゃうから」

　あっさりと言うトリアを一瞥し、そのままロサに視線を移してみるが、

「本当です。トリア様は冗談は言わない方です」

　穏やかな笑顔で返される。

　色鮮やかなこの茸は、まずそうどころか、毒があるらしい。

「……薬になるの？」

　しかし、その毒をアッサムに飲ませるのか？

　不安に思って聞いてみるが、

「ドルミートの薬のためには、必要なの」

　トリアはきっぱりと言ってのけた。

「まぁ、毒を以もつて毒を制すと言うしなぁ」

　得体の知れない病には、同じく得体の知れない薬で対処するしかないのだろう。

　ランスが一人で勝手に納得していると、

「できたわ」

　布で覆われた茸を満足げに鞄に入れながら、トリアが呟く。

「この森で集めるのはそれだけ？」

　尋ねると、トリアは大きく頷いた。

　これで、一つ目の材料は手に入った。

　ダミアンは随分気にしていたようだけど、残る材料は後三つ。案外楽に集めることができそうだ。

「じゃあ、行こうか」

　来た道をそのまま引き返せば、数時間で森を抜けることができるだろう。

「どこに？」

　きょとんとした表情のトリアに説明する。

「森から出て少し歩くと宿場町がある。今日はゆっくり休もう」

　言いながら大きく背伸びして、ランスはゆっくりと歩き始めた。




　森を出て少し歩くと、宿場町ゼゼに着く。

　ノンダス有数のにぎやかなこの街では、大通りの両側に宿や土産みやげ物もの屋やが軒のきを連ねている。道幅は広いが、旅人でごったがえしていて歩きにくい。

　人ごみに流されてどんどん離れていくトリアを見かねて、ランスは肩にそっと手を添える。

（これくらいなら、大丈夫かな？）

　森で軽口を無視されてしまってから、ランスはトリアへの距離を測りかねていた。

　指先で柔らかな肌を感じながら、軽々しく触るのはよした方がいいだろうかと少しだけ悩んだ後、でもまぁこれは仕方ない、そう自分に言い聞かせる。そもそも護衛のロサがそういう配慮をしないから悪いのだ。横目でロサを見ると、彼女は穏やかな顔でこちらを眺めている。

　トリアの護衛であるはずのロサは、愛情たっぷりの眼差しでトリアを見ているくせに、見守るだけで行動は起こさない。トリアの全てをランスに委ゆだねているようにも感じられる。目が合っても、相変わらずの笑顔でかわされるだけだ。

「行きつけの宿があるんだ。今日はそこに泊まろう」

　ロサの真意を測るのは諦めて、トリアの顔を覗のぞき込こむ。頷くトリアの表情に変わりはなく、肩に触れられていることへの嫌けん悪お感かんは見られない。

（うん、良かった）

　ほっとしながら向かったのは、込み合っている中心街から少し離れた場所にある、ランスのお気に入りの宿だった。昨晩もここに泊まり、馬も預けてあるからちょうどいいし、

「トリアもきっと、気に入ると思うよ」

　きっと、トリア好みだ。

　ノンダス西部にあるゼゼは、どこへ行くにも便利が良く、国を跨またいで商売をする商人や友好国の外交官、また敵国の密偵までもが利用している。ランスも当然頻ひん繁ぱんに利用するから、街のことはよく知っているし、贔ひい屓きの宿もいくつかある。

　横を歩くトリアをちらりと一瞥する。

　ランスはこれでも自分の観察眼に自信を持っている。ダミアンやアデラの片腕として、正式な外交はもちろん、内密の取引や表ざたにはできない潜入調査もこなしたから、身のこなしや話し方で相手の素す性じようを探るのは、もはや癖くせになっているほどだ。だから、ロサの力量だって一瞬で察してしまった。

　だけど、トリアの身分や暮らしぶりだけは、未だに見当が付かない。

　彼女はただの無愛想な少女にも見えるし、腹に一いち物もつある策士にも見える。確かなのは、知識が豊富なこと、人ごみに慣れていないこと、それから多分、猫が好きなのだろう、ということ。

「ここだ」

　宿の大きな扉を開けると、呼び鈴の心地よい音が空気に溶けた。

　宿内の内装と調度品にはノンダス特産の紫檀の木が使われていて、赤茶色の木目が美しい。広間には華美な装飾や高価な美術品はない。簡素な帳場があり、数個の椅い子すが並べられているだけで広々としている。客層は裕福な商人や小金のある旅行者だ。

　安宿には手軽に稼ぎたいコソ泥が、貴族御ご用よう達たしの高級宿には腕に覚えのある盗賊が集まるから、中流階級向けの小綺麗な宿は危険が少なく案外穴場なのだ。

「素敵な宿ですね、トリア様」

「うん、きれいね」

　ロサの促うながしによってトリアが口にした、心のこもらない褒ほめ言こと葉ばに苦笑する。おそらく、トリアなりの社交辞令なのだろうが、興味のなさ丸出しで、ある意味潔いさぎよいくらいだ。宿の小綺麗さは彼女の心を引き付けてはいない。

（だけど、想定内）

　ランスの思おも惑わくは別のところにある。

　だだっ広い広間をきょろきょろと見回すと、

「あ、いた」

　目当ての影は、長椅子の下に潜んでいた。

「何？」

　ランスの視線を辿たどったトリアが、

「……あっ」

　先ほどとは違う感情過多な声で呟いた。途端に口角が上がり、慌てたように表情を戻すが、頰ほおは紅こう潮ちようしたままだ。

　この宿には看板娘ならぬ看板猫がいる。長椅子の下からランスを覗き見る猫はいつも与える乾燥小魚を催さい促そくしているのだろう、艶つやのある声で媚こびるように鳴いてみせた。

　おずおずと視線を向けるトリアに応じるように笑顔を作り、彼女の手に非常食の乾燥小魚を握らせる。トリアは小刻みに数回頷いて「ありがとう」と呟いた。小走りで駆け寄って、猫の頭を何度も撫でまわしている。

（あいつは人馴れしているから、逃げやしないだろう）

　女性が好きそうな豪華な宿も知っていたから、そちらに変えても良かったのだが、トリアは猫のいるこの宿を気に入る気がした。ただの勘でしかなかったのだけど。

　猫に夢中なトリアを見て微笑ましい気持ちになりながら、帳場まで歩き、顔見知りになっている美人の受付嬢に話しかける。

「三○一に泊まっているランスだけど、今日は連れも泊まらせてくれない？」

　愛想よく笑顔を作ったのにもかかわらず、

「ランス様、同室ですか？」

　彼女は心なしか冷たい笑顔でそう言って、長椅子の傍で蹲うずくまって猫を撫でているトリアと、その脇でトリアを見守っているロサをちらりと見た。

「できれば追加で一部屋頼みたいんだけど。ほら、彼女たちは別に恋人じゃあないんだ」

　ランスが言うと、受付嬢は貼り付けたような笑顔から一気に呆れたような表情になった。

　この宿には過去三回、女性連れで訪れた。三回とも友好国であるノンダスとの外交が目的だったのだ。親睦会に出るから同伴者が必要で、当時の恋人を連れていたのだけど、受付嬢は三回とも丁寧に対応してくれた。問題は同行した三人が猫好きではあるが、全く違う女性だったことで、とにかくそのせいで、ランスはこの受付嬢に女たらしと認識されている。

　つまり、今日の笑顔が冷たく見えたのもおそらく気のせいなんかではなく、「二人も女を連れてきやがってこの女好き」という悪意がこもっていたのだろう。続いて見せられた呆れ顔は「恋人未満の女を誑たらし込こみにきたのか？」という疑惑からだろうと推測される。

「彼女たちは大切なお客さんでさ。失礼な扱いをするわけにはいかないんだ」

　声を落として続けると、受付嬢はようやく納得したのか、それとも諦めたのかはわからないが、「確認します」と俯いて宿帳をぺらぺらとめくり始め、

「では現在お泊りの部屋の隣に、二人部屋をご用意します」

　言いながら、ようやく顔を上げた。

「うん、その部屋は彼女たちに使ってもらうよ」

　疑惑を解くために付け加える。いい加減、この受付嬢とも仲良くなりたい。顔見知りになって久しいのに、この冷たい対応。顔はランス好みの美人なのに。

「それは困ります」

　きっぱりと言ったのは、いつの間にか隣に来ていたロサだった。口を挟むまで、何の気配もなかったのは、彼女の実力ゆえだろうか。実に、恐ろしい。

「ランス様にはトリア様と同じ部屋に泊まっていただきたいのです。自分は一人で大丈夫ですし、何なら野宿でも構いません」

　穏やかな笑顔で言うロサを見て、受付嬢が呆れた顔をする。絶対にまた勘違いされている。

「……どうしてそういうことになるんだ」

　国こく賓ひんのトリアと、その護衛のロサ、案内人のランス。

　この顔ぶれで、どうしてランスとトリアが同室なのだ。ロサはトリアの傍にいたいだろうし、トリアだってその方が落ち着くだろう。ランスだって、初対面の女の子、しかも先ほど軽口をかわされたトリアと同室だなんて、気まずいことこの上ない。

「まぁ、どの部屋にどなた様が御宿泊されても、宿としては構いませんので」

　受付嬢は諦めたように言ってから、それでも丁寧な仕草でランスに鍵を渡す。

「ありがとう」

　仕方がないから笑顔を向けて、帳場から離れると、ロサに向き直る。

「一体、なんなのさ？」

　ため息交じりに尋ねると、

「自分はこの度、恐れ多くもランス様のことを入念に調べてまいりました。ジンドランの王族であるのに、謙虚でお優しく、文武両道の素晴らしい御方であり、国内外から厚い支持を得ているそうですね」

　ロサはすらすらと語り出す。

「えっ、あ、ありがとう」

　突然褒められて、思わず動揺してしまう。

　照れくさくなったランスが頭を搔かいていると、

「また、女性に関してお優しいことでも有名ですね。町娘から貴族のご令嬢まで、身分にとらわれず、どなたとでも深い『交流』をされると聞いております。噂うわさが多すぎて、どれが真実なのかは定かではございませんが、とにかくランス様に夢中になってしまった女性が数えきれないほどいらっしゃるのは確かなようですね」

　固まったランスを気にすることもなく、

「ランス様、トリア様を、どうぞ宜よろしくお願い致します」












　ロサはそう続けて、ランスの瞳をまっすぐに見つめる。

「……何を？」

　やっとのことで、ランスが力なく尋ねると、

「トリア様のお心を、溶かしてほしいのです。今まで数多くの女性と打ち解けてきたランス様なら、トリア様とも、『仲良く』していただけるかと」

　ロサは意味深な笑みを浮かべて、ゆっくりとそう言った。

「そりゃあ、今から一緒に旅するんだから、良好な関係を築きたいさ。だけど、どうして？」

　ロサの言う「仲良く」は、仲間としてうまくやるという意味合いではないだろう。男女の関係になれ、暗にそう言っていることは、ロサの表情から伝わってくる。

　ランスの噂は良いものばかりではない。自分でもわかっているくらいだから、ロサだって知っているはずだ。男女に関する噂なら、尚更だ。ランスは世間から女好きとして認識されている。その、女癖が悪いと言われる自分と大切な主人を二人きりにするなんて、彼女は何を考えているのだろう。

　ロサは猫と戯たわむれるトリアに視線を移すと、

「自分は、トリア様に恋をしていただきたいんです」

　小さな声で、そう付け加える。

（どういうこと？）

　わけがわからないままのランスを置いて、ロサはそのままトリアに近づくと、

「トリア様、ランス様と一緒のお部屋ですので」

　言いながら、トリアの肩をぽんと叩く。

「わかったわ」

　トリアは気を悪くする様子も、疑問を持つ素振りもなく、一回だけ頷いた。

「本当にいいの？」

　念のためにとランスも聞いてみるが、

「構わないわ」

　トリアはどうでもいいとばかりに、抱きしめていた猫に頰ずりした。




　一人隣室に入ったロサの背中を見送って、ランスは自分の部屋に入る。後ろに続くトリアに、躊躇ためらう様子は全くない。

「僕が一緒じゃゆっくりできないかもしれないけど、気にせずに寛いでね」

　手前の寝台に腰掛けて、何でもない風に言ってみると、トリアは深く頷いた。そのまま奥にある寝台まで歩くと、ころりと横になる。その無防備な姿はとても可か愛わいらしい。

　ランスは小さく息を吐く。ロサが変なことを言うせいで、妙にトリアを意識してしまう。

　若い男のほとんどがそうであるように、ランスは女の子が好きだ。だけど、時と場はわきまえるし、人だって選ぶ。いくら何でも兄が招いた国賓に手は出さない。

　そう、いくら可愛くたって、トリアに手を出したら大おお事ごとだ。彼女は大切な国賓なのだから。自分に言い聞かせて、改めてトリアを見る。透き通るような白い肌、澄んだ青色の大きな瞳に、華きや奢しやな肩に落ちるさらさらとした銀髪、裾から伸びた細い足。

（……まずい）

　無意識に目で追ってしまったことに気付き、慌てて視線を逸らす。小さく息を吐いて、心を落ち着かせると、鞄をまさぐって、革袋を取りだした。その中から小さな硝子ガラス瓶びんを手に取り、蓋ふたを開けると、鼻をつくツンとした匂いが漂ってくる。逆さにして、透明の液体を真綿に浸すと、手の甲にできた傷口に押し当てる。

「──ッ」

　ジクジクとした痛みに思わず声が漏れる。思ったより傷が深いのだろう。適切な処置を取らなければ、化膿してさらに悪化する可能性がある。

「……痛いの？」

　ランスの呻うめき声ごえが聞こえたのか、トリアが不安げな瞳でランスを見つめている。

「痛いけど、大丈夫。後遺症が残るような傷じゃないから」

　笑ってみせるが、トリアの表情は硬いままだ。

「これ、すごく滲みるんだ」

　おどけたようにそう言って、綿を押し当てたまま手をかざす。

　それを見たトリアはおもむろに立ち上がり、ゆっくりとランスに近づいてくる。彼女は有能な薬師らしいから、傷を見てくれるつもりなのかもしれない。

「え？」

　間の抜けた声を出してしまったのは、トリアが、近づくどころか、ランスのいる寝台にまで上ってきたからだ。さらには投げ出したランスの膝の上に跨またがり、すとんと腰を下ろす。

「……どうした、の？」

　自分の声が上擦っているのがわかる。ドクドクと心臓が高鳴り、身体が熱くなる。

　トリアは何も言わずにゆっくりランスに近づくと、そっと手首に触れる。そのまま丁寧に綿をはぎ取った。

（……これは、もしかして）

　ごくり、唾を飲んで、トリアの優雅な動きを見つめていた。

　手の甲にトリアの顔が近づいて、柔らかな唇が触れる。やがて、その隙すき間まから出た生ぬるいもの、トリアの舌が、ランスの皮膚に触れ、ゆっくりと動いていく。傷口に触れられているというのに、不思議と痛みは感じなかった。口元を動かす度に、ちらりと見え隠れする真っ赤な舌が、妙に艶っぽい。少女らしい清らかさがあるトリアだからこそ、妖よう艶えんな行動が際立って、色っぽく感じるのだ。

　たまらなくなって、思わず腕を伸ばして引き寄せると、トリアは驚いたように目を丸くして、ランスを見上げる。抵抗する素振りはない。

「いいの？」

　回した腕に力を入れて抱きしめる。トリアは何も言わないが、答えを聞かずとも、ランスは確信していた。

（トリアは、僕が好きなんだ）

　──トリア様に、恋をしていただきたいんです。

　先ほどのロサの言葉を思い出す。あの時はまさかと思ったし、もちろん自分から手を出すつもりはなかったけど、トリアがその気なら話は別だ。

　男慣れしている様子のないトリアがこうまでして誘ってくれているのに、断るのは逆に失礼というものだろう。トリアの容姿は好みだし、今は特別な女性もいないから問題はない。

　柔らかな身体を胸に抱いたまま、触り心地のいい銀髪を梳すいていると、

「傷は治った？」

　トリアが不安げな声で尋ねてくる。こんな状況でも、ランスの傷が気になるのだろうか？　でも大丈夫。片手が使えなくても、甘い時間を過ごすことは可能だ。ランスはとびきりの笑顔を作ってから、トリアを覗き込む。

「そんなことは気にしないで。それより……」

　そこまで言ってから、はっとする。先ほどまで感じていた激痛がなくなっていることに気づいたのだ。

（どういうこと？）

　回していた腕をゆるゆるとほどき、自らの手を見つめて、思わず呟く。

「治って、る？」

　深く抉えぐれていた傷口が、跡形もなく消えていた。触ってみても、傷一つない滑らかな肌があるだけだ。信じられずに、数回、瞬きを繰り返す。

「私が、治したの」

　頭が回らず、呆然としていたランスを覗き込んだトリアが、小さな声で告げる。

「君が？」

　言葉を理解できずに、呆けた声で返すことしかできない。

「うん。トリアは薬なの」

　トリアはきっぱりと宣言すると、考えるように首を傾げてから、自分の生い立ちを話し出した。
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　トリアが育ったサルバドールは、ネムスの森の奥に住む、総勢三○○人ほどの少数民族だ。

　サルバドールとは「救世主」という意味で、それは村の存在意義を表している。

　かつて森には、疫病が蔓延はびこった一つの村があった。サルバドールの元となった村だ。

　疫病を広めないためにと隔離され、周囲から完全に見放されていた村人が苦痛に喘あえいでいた時、一人の若い男がふらりと村を訪れた。村人は男にうつすことを心配し、入村を拒んだが、その男は構わず村に立ち入った。そして、あっという間に疫病を追い払い、村人を救ってみせたのだ。

　お礼がしたいと村人が懇こん願がんすると、男は自分の使命である《世界の救済》のために手を貸してほしいと話した。自分には、世界を救う特別な能力がある。だけど、一人では手が足りない。自分に付き従い、手足となってほしいと村人に要請したのだ。

　村人は恩人の彼に忠誠を誓い、役目を果たすことを約束した。それからは、巡礼に付き添って病人を介抱したり、病魔の研究をしたりと、精一杯力を尽くした。男は村人の力を借りて、多くの人を救った。

　初めは手当たり次第に病人を治療していた男だったが、ある王族を救ったことがきっかけで、次第に大国にも一いち目もく置かれる存在になっていった。そして、その力で各国を律するまでになった。しかし、男は長くは生きなかった。若くして死んでしまったのだ。

　世界は彼の死を悲しんだが、一通りの弔とむらいを終えると、直じきに忘れてしまった。忙しい日々を生きる人々には、いつまでも亡き者を心に留める余裕はなかったのだ。

　一方、村人は彼の死後も、追つい悼とうの意を込めて、「癒いやしの聖者」として崇あがめ続つづけた。弔った後は、村の神として祀まつることに決めた。そして、神の志を引き継ぐことにした。村の名前をサルバドールとし、彼の後を継いで世界を救済することを誓ったのだ。

　癒しの聖者の命が果てる時、信頼していた村人に授けたのが、ルーセントだと言われている。

　ルーセントは、聖者より力は劣るが、さまざまな病気を治すことができる万能薬。人を病魔から救うこの村の武器だ。

　人が最後に望むのは、金でも名誉でもない、生きることだ。この武器を使って各国の王族や重鎮と取引を行うことで、サルバドールは世界のゆく末を陰ながら正すことができる。恩人の願いを果たすため、今後もサルバドールは世界を救い続けなければならない。

　村には通常七つのルーセントがいて、一つが死ぬと、新しいルーセントが作られる。一つ一つに番号がつけられていて、番号によって瞳の色とその役割が異なっている。

　トリアは三番目。青色の瞳を持つ、トリア・ルーセント、三番目のルーセント。村に在住し、村人に尽くすことを定められたルーセントだ。

　ルーセントの役割は人を救うこと。一番目、二番目、三番目の三つは、村に常駐し、解放期までは村から出ることはない。村人や、時折森を訪れる病人や怪け我が人にんを治療するのだ。四番目は、サルバドールを保護してくれるノンダスに、その他の三人はルーセントが必要だと村が判断し、信頼できると認められた大国に派遣される。王族や要人だけを看護し、大衆を診ることはない。ルーセントは希少かつ貴重な存在であるため、世間からは隠され、大国から手厚く保護されている。大衆の目に晒さらされることはなく、秘密にされているのだ。

　ルーセントは、看護以外の時間を、膨大な知識を頭に詰め込むことに使う。ルーセントの身体はそれ自体が薬になるが、他の薬を併用することでより高い効果を得ることができるし、知識がないと病状や怪我の重さがわからずに自らの使用法を誤ってしまう場合がある。

　軽い怪我ならルーセントが舐めればすぐに塞がるし、軽い病はルーセントの体液を飲めば完治する。しかし、深い傷やひどい病であればあるほど、適切な判断と、しっかりした処置が必要なのだ。

　ルーセントは大切にされている。人ではなく、貴重な薬として。サルバドールが残した、最後の薬。世界を救済するための、大事な道具として。




　トリアが説明を終えると、ランスは真面目な顔で何度か頷いて、

「そっか……トリア、ありがとう。君、すごいんだな」

　柔らかな笑みを浮かべて、感嘆したような声でそう言った。

　トリアが人ではないと知っても、ランスは微笑んでくれた。トリアはそれが嬉しかった。

　それに、お礼を言われるなんて。人を救うのはルーセントとして当たり前のことなのに。感謝の意を込めて見つめると、ランスは突然はっとしたようにトリアを見る。ややあって、真っ赤になり、そのまま頭を抱えてしまった。

「え、じゃあ、うーわー」

　絞り出したようなうめき声を上げて、今度は打って変わって赤くなる。

「いや、本当に、……ごめん」

「何が？」

　トリアが首を傾げると、ランスはもごもごと口ごもり、沈痛な面持ちで頰を掻いた。

「……勘違いしてた」

「どこか悪いの？」

　青ざめてしまったランスのただならぬ様相が心配になって、トリアが手を伸ばすと、ランスは慌てて後ずさりし、首を振る。

「違う。大丈夫だから」

　一旦言葉を切って、少し間を置いたあと、

「そういえば、天然温泉の大浴場があるらしいよ。入ってきたら？　ロサを誘ってさ。少し片づけたら僕も入るし。そうだ！　風呂入って、少しゆっくりしたら、食堂で飯を食べよう。うん。ここの飯、うまいんだよ」

　ランスは堰せきを切ったように早口で言ってから、机に置かれていた案内用の羊皮紙を指差した。そこには、真っ白な湯気が立ち上る広々とした湯殿が描かれている。

　トリアは嬉しくなって、着替えの服を持って弾むように部屋を出ると、隣の部屋にいるロサを訪ねた。




　ノンダスやジンドランには、大きな浴槽につかり、湯あみを楽しむ習慣があるらしい。トリアがそう知ったのは、村にある文献で読んだからだ。地熱で温められた天然の湯には、泉質によって異なる効能があり、治療に使われることもあるという。

「楽しみですね、トリア様」

「うん」

　真っ直ぐな廊下を突き進むと、天井から下がる二つの看板が見えた。案内には青が男性用、橙だいだい色いろが女性用だと書かれている。トリアはルーセントだから性別も何もないのだが、自分の体つきが女性と同じであることはわかっている。

　看板の下を通って先へ進むと、小部屋が用意されていた。ほんのり暖かいその部屋で数人の女性が服を脱いでいる。格こう子し扉とびらで仕切られている部屋の向こうには、石造りの大きな湯殿が見えた。空色をした濁り湯からもくもくと白い湯気が立ち上っていて、幻想的な空間を作っている。

　周りの女性にならい、帽子を取って、長衣を脱ぐ。ちらちらと視線が刺さるのが少しだけ気にかかったが、トリアにとってはいつものことだ。

　ルーセント特有の抜けるような白い肌と、銀の髪色は珍しいらしく、嫌でも目立ってしまう。せめて髪色が隠せるようにと、婆が用意した帽子を被るようにしてはいるけど、風呂に入るのだから仕方ない。

「大丈夫ですよ。お傍におりますので」

　心を読んだかのようにロサがそう言って、にっこりと笑う。ロサは何に代えても、トリアを守るように言われているのだ。

　トリアは大切なルーセントだから。ありがたいことだと、トリアは思う。理由は何であれ、いつも傍にいて、トリアを気遣ってくれるのだから。

　足早に湯殿に近づくと、独特の香りが鼻をくすぐった。どきどきしながら、ゆっくりと中に入る。柔らかいお湯で、強こわ張ばっていた身体が解ほどけていく。

（気持ち良いなあ）

　一生入ることなどできないと諦めていた優雅な温泉の湯に肩まですっぽりと浸ったトリアは、すっかりご満悦だった。

（これでいつ死んでも、後悔はないわ）

　じんわりと身体と心が温まる。湯煙で視界が悪いせいか、服を脱いだ小部屋の中より人目が気にならない。

「きれいな髪ね」

　声の方を振り向くと、若い女性が微笑んでいた。栗色の髪の毛に、はしばみ色の瞳。年はおそらくロサよりも上、二十代の半ばほどだろうか。細身のトリアとは違って豊満な体つきの、美しい人だった。トリアが見上げると、女性はゆっくりと近づいてくる。一歩踏み出すたびに、水面がゆらゆらと波を立てた。

　彼女が近づくたびに、隣のロサが意識を尖らせるのがわかる。

「……ありがとう」

「生まれつき？」

　女性はトリアの隣まで来て、静かに腰を下ろす。小波さざなみがゆっくりとトリアに寄せてきた。

「そうよ」

「羨うらやましいわ」

　女性の言葉に思わず肩を竦すくめる。この銀髪はルーセントである印のようなものだ。

（私こそ、あなたが羨ましい。この色でなければ、人間でいられたのに……）

　ふとルーセントにあるまじき思いが湧いてきたことに気付いて、トリアは慌てて頭を振った。

「────ない？」

　目の前を走っていた幼女が転んだ拍子に泣き出して、女性の声が搔き消される。

「え？」

　トリアが聞き返すと、女性は「何でもないわ」と笑った。

　そのまましばらく湯につかっていると、膜を張ったように、頭がぼんやりしてきた。逆の上ぼせてしまったのかもしれない。女性に軽く会え釈しやくして、立ち上がって風呂から出る。

　身体を軽く拭いて、服を置いた棚の端に手を伸ばす。木製の古びた棚の中には、色とりどりの華やかな衣装が乱雑に置かれている。その中の、一番簡素な自分の服を手に取って、袖を通した。

　飾りはないけど、上等な生地の真っ白な長衣。トリアは服を一種類しか持っていない。ルーセントが着る服は、しきたりによって決められているからだ。

　帽子を被るべきか少しだけ迷って、濡れた髪の毛が乾いてからにしようと思い直す。

　火ほ照てった身体に、外の空気が当たって気持ち良い。トリアはふらつきながら、外に出る。

　後ろから近づく長い腕に、トリアは気が付かない。その掌てのひらに、鋭い刃物が握られているのも、当然知る由よしもない。
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　ランスがついた大きなため息に、隣で寛くつろいでいた老人が振り向いた。一瞬だけ怪け訝げんそうに眉を顰ひそめて、それから柔和な顔になる。きっと、将来とか友情とか恋心とか、若者らしい悩みを抱えていると思ったのだろう。

「本当に、最悪だ……」

　独りごちたあと、今度は小さく息を吸い込む。湿度の高い空気が、喉を潤しながら身体に入ってくる。

　トリアの話を聞いて青ざめた。トリアは不思議な力の持ち主で、ランスの傷を癒そうとしただけだったというのだ。純粋な優しさで自分を気遣ってくれたのに、ランスはあるまじき勘違いをして、ダミアン直々に招いた国賓に手を出そうとしてしまった。

　唯一の救いは、トリアがランスの意図に気が付いていないことだ。大きな瞳を見開いて、不思議そうに自分を見つめていたトリアを思い出す。大事な客人に、無礼を働いて帰られでもしたら、なんて考えたくもない。

（トリア、本当にごめんな）

　思わず項垂うなだれてから、先ほど彼女から聞いた話を思い出す。

　トリアが話したサルバドールとルーセントの話は、にわかには信じがたかったが、ランスの傷は目の前で消えた。百聞は一見にしかず、という奴だ。信じるしかない。彼女には不思議な力がある。

　しかし、ランスが気になったのは、能力うんぬんよりも、トリアの寂し気な表情だった。

　──私は薬。

　出会ってから彼女が何度も唱えていたその言葉の意味が、話を聞いてようやく理解できた。

　どうやらサルバドールでは、トリアのような特殊な能力者「ルーセント」を人間扱いしていないらしい。薬、つまり、単なる人の道具として扱われているのだという。

　他民族のしきたりに口出しする権利はランスにはないし、自分の価値観が絶対ではないことくらいわかっている。異なるものに対しても、そういうものだと割り切れるくらいには、世界を知っている。

　だけど、人として扱われず、それを受け入れようとする少女を目の前にして、考えずにはいられない。

（トリアは幸せなのかな？）

　トリアはいつも感情を押し殺していたように見える。怒った素振りを見せたり、苛いら立だって渋じゆう面めんをつくることもなかったし、気に入っているのだろう猫を見つけた時も一瞬の笑顔の後、すぐに元の無表情に戻ってしまった。

　トリアが無関係の少女であるなら、ランスがどうこう言う話ではないのだけど。

（もう、関わってしまった）

　トリアはダミアンに買われたのだという。ジンドランの王族が人を買う。それは、トリアがジンドラン国民になるということだ。つまり、狭い部族から飛び出す権利を得たということなのだ。

　アッサムの治療をした後、トリアに自由を与えてもらえるように、ダミアンに頼んでみよう。そうすれば、ジンドランで人間として生きることができる。

（その方が、幸せになれる）

　出会ったばかりの女の子に、ここまで入れ込んでしまうのはおかしいだろうか？

　知り合いが聞いたら、これだから女好きは、なんてからかわれるかもしれない。だけど、トリアの寂しそうな表情を見ると、どうにかしたいと思ってしまうのだ。

　先ほどの罪滅ぼしもかねて、世話を焼かせてもらおう。

「よし」

　小さな声で口にすると、先ほどの老人が口元に笑みを浮かべて、再びランスを見る。若者が、若者らしく決心を固めたと思っているのだろう。

（そうだよ、じいさん。僕は今決めたんだ。トリアを幸せにしよう）




　風呂から上がり、身体を軽く拭いて、服を着る。

　外へ出ると廊下の奥に、ふらふらと千鳥足で歩くトリアと彼女を支えるロサ、その背後を歩く栗色の髪の女が見えた。

（何だ？）

　思いつめた表情をした女の手にはナイフが握られていて、その手をゆっくりトリアに伸ばしている。

　ランスが踏み込もうとしたその時、トリアと女の間に素早く入り込んだロサが、女の手首を摑んで捻ひねり上あげた。ナイフが床に落ちて、カランと乾いた音を立てる。

「どういうつもりですか？」

　蹴り飛ばされたナイフが、床を滑って壁際まで飛んでいく。等しく口角が上がったロサは一見笑顔に見えるけれど、瞳は怒りに満ちている。

「トリア様に害をなす者は始末しなければなりません」

　冷たい瞳が女を射抜き、動きを封じられた女が青ざめていく。

「ロサ、やめて」

　止めたのは、トリアだった。

「さっきの人よね。私に何か？」

　トリアが尋ねると、女はすがるような目つきで、

「薬がほしいの……お願い」

　そう呟いた。

「赤ちゃんのためなの。今はお金がないけど、必ず払うから」

　必死な面持ちで女が口にする言葉の意味は、ランスには全く以てわからない。

「そうなんですか。しかし自分は、トリア様に刃物を向けた相手は、罰さないと気が済まないんです」

　冷静な口調で恐ろしいことを言うロサに、

「ロサ、私の命に従ってくれないの？」

　トリアが視線を投げる。

「……いいえ、トリア様の命は絶対ですので」

　トリアは、怯んだように肩を竦めるロサを一瞥してから、床に落ちていたナイフをゆっくりと拾い上げる。鈍く光った刀身をまじまじと見つめた後、刃先を自分の首元に向けた。

　ロサは黙って見つめるだけで、止めようとはしない。

　思わず息を飲む。

「トリア……何してる？」

　ランスが向かうより先に、トリアはナイフを動かした。

「やめろ！」

　叫んだと同時に、滑らかな銀髪がふわりと宙を舞う。

　ややあって、トリアが自分の髪の毛を切ったのだと気が付いた。

　なぜトリアが髪を切る必要があるのだろう。彼女の能力が関係しているのだろうか。

　ランスには全くわからない。

「ランス？」

　トリアは今気付いたとばかりに振り向いて、ランスに声をかける。

「彼女を部屋に招いてもいい？」

　落ち着いた声でそう続けて、自ら切った髪の毛を拾い上げてから、ゆっくりと女に歩み寄った。手首を握るロサの指を丁寧にほどいて、女を解放してから、庇かばうように抱きしめる。

「大丈夫」

　トリアがそう言うと、「ありがとう」震える声で女が呟いた。




「良いお部屋ね」

　ようやく涙を止めた女が、ぽつりとそう言った。栗色の髪の毛が華やかで、目鼻立ちもはっきり整った、色っぽい美人である。

「あなたのお部屋は違うの？」

「私は泊まってはいないわ。仕事の帰りに温泉だけ入りにきたの。ここのお湯は安産に良いと聞いたから」

「そうなんだ。そういえば、あなた、名前は？」

「ジェシカよ」

　和なごやかに会話するトリアとジェシカを横目で見ながら、ランスは思わずため息をつく。

　ジェシカが怖がるからと、ロサは自分の部屋に帰してある。危険はないとトリアは言うが、ロサがいないとなれば、いざという時にトリアを守るのはランスの役目だ。一いつ時ときも警戒を解くわけにはいかない。気を引き締めて、改めてジェシカを見つめる。

　連れであり、国賓であるトリアに刃物をつきつけるなんて。理由が何であれ許せないし、トリアが快く迎える理由もわからない。それに、自分一人が事情を摑めていないのも、面白くない。

　自他ともに認める女好きで、美人にはさらに甘いと自覚があるランスだったけど、いくら美人だといっても、ジェシカを庇かばう気にはなれなかった。

「事情を、説明してくれない？」

　ランスが憮ぶ然ぜんとした表情でそう言うと、女は躊躇ったように視線を落とし、ゆっくりと口を開く。

「髪の毛が欲しかったの」

　ジェシカは小さな声で言ってから、おずおずとトリアを見た。

「髪の毛？」

　ランスが尋ねると、ジェシカは頷く。

「私のお腹には、赤ちゃんがいるの。結婚して六年になる夫との、四人目の子どもよ」

　ジェシカは柔らかい表情でお腹を撫でてから、

「……三人目までは、全て死産だった」

　声を落としてそう言った。

　少しの沈黙の後、ジェシカはゆっくりと続ける。

「体質のせいだと、お医者様からは言われたわ。原因は不明、何度も挑戦するしかないのだと。何度も子どもを作って、授かったことを喜んで、生まれる前に失って、後悔して自分を責めて、それの繰り返しだった」

　期待した分、訪れた悲しみは深いものだったはずだ。淡々と話すジェシカの瞳には、絶望が見て取れる。

「あなたのことは、村に来た流れ者の商人から聞いたの。あらゆるものに効くという銀糸を売っていて、それは透けるように白い肌が美しい、人の形をした特別な薬の、銀色の髪の毛だと話していたわ」

「よく、信じたね」

　ランスは自分の目で見たから信じるしかなかったが、普通なら、単なる迷信か、もしくは新あら手ての詐さ欺ぎだと疑うだろう。よく知りもしない一商人の話を信じるなんて、驚いてしまう。

「初めは誰も信じなかったのだけど、不治の病を患わずらっていた老婦人が藁わらをも摑む気持ちで利用して、元気になったのよ。それからは、村人の間で取り合いになったわ。私も欲しかったのだけど、高価すぎて。お金を作ろうと頑張っているうちに、商人は村を去ってしまった」

　そこまで言ってから、ジェシカは小さく息を吐く。

「ここに来たのは偶然よ。仕事帰りに、温泉でも入ろうかと思っただけ。だけどあなたを一目見た瞬間、ぴんときた。真っ白な肌に、透けるような銀髪。そんな人、なかなか見ないもの。薬が、髪の毛が欲しかった」

　彼女にも譲ゆずれない事情があったのだ。先ほどの、縋すがるようなジェシカの瞳を思い出す。

「でも、それなら無理やり奪わなくても、話してくれたら良かったじゃないか」

　ランスはため息交じりに口にする。

　事情を話せば、トリアは髪の毛くらい与えただろう。

「お金がなかったの」

　ジェシカの声が尻すぼみになり、トリアが首を振る。

「お金は、いらないわ」

「……ごめんなさい」

　ジェシカの瞳にじわじわと涙が溜まるのを見て、ランスは慌てて手巾ハンカチを差し出した。

「いや、君にも事情があったんだし、こっちこそ、さっきは悪かったね」

　ランスは女性には弱い。美人にはもっと弱い。ジェシカに深い事情があったと知り、さらにトリアを傷つける気もなかったと知っては、強くは出られなかった。

「不育症、ね」

　その時、トリアが呟いた。小さいが、はっきりとした声だった。

「体内で赤ちゃんの発育が止まって、流産してしまう病のことよ。原因には色々あって、はっきりとは言えないけど……」

　トリアがジェシカに歩み寄り、お腹にそっと触れる。数回、撫でてから瞼を閉じて、額を軽く押し当てた。

「少し、良いかしら？」

　顎あごに手を当てて、少しだけ考えるような素振りをした後、ジェシカの服の裾を勢いよく捲めくり上あげる。












「わっ！」

　ランスは思わず目を逸らした。色気たっぷりな美人の肉感的な太ももは、目の毒だ。

「んっ！」

　ややあって、こもるようなジェシカの声が聞こえてから数分後、

「わかったわ」

　トリアの冷静な声を聞いて、ランスはゆっくりと視線を戻す。顔を真っ赤にしているジェシカを眺めながら、トリアは何やら納得した様子で、

「おそらく血液を固めている成分に異常があるのだと思うわ。血の塊かたまり、血栓ができやすくて、管をせき止めてしまうのよ。赤ちゃんに栄養がいかなくなって、死産してしまう」

　そう説明する。

「ルーセントの髪の毛は、血液を正常にするわ。これだけあれば大丈夫、赤ちゃんが生まれるまで、煎せんじて毎日飲むようにして」

　言いながら、先ほど切った自分の髪の毛を、麻布にくるんでジェシカに渡す。

「……ありが、とう」

　ジェシカは、切れ切れに言葉を紡つむぐと、床に膝をついて、もう一度頭を下げる。

「本当に、ありがとうございます」

　ランスは慌ててジェシカの体を起こし、肩を支える。

「ほら、妊婦さんは安静にしなきゃ」

　トリアはそんなジェシカを眺めながら、

「かまわないわ。それが私の役割だから」

　いつもと同じように、平然として言う。

「せめて何かお礼をさせて。たくさんは払えないけど、少しはお金を渡せるわ」

　懐ふところから巾きん着ちやくを取り出そうとするジェシカを、

「お金はいらない」

　はっきりと断るトリアを見て、ジェシカは少しだけ逡巡した後、控えめに言った。

「……じゃあ、髪を整えるわ。私、髪結いだから」

　鏡の前にトリアを座らせて、ジェシカは手際よく髪を整えていく。

「ランスさん、どうかしら？」

　顔の周りでふわふわ揺れた髪の毛が、トリアの優しげな顔立ちを際立たせていた。




　ジェシカが何度もお礼を言って帰った後、ロサを部屋に呼び寄せて、三人で夕食を食べることにした。

　本当は食堂でご馳ち走そうでも食べようかと思っていたのだけど、何だかどっと疲れてしまって、結局、部屋に食事を持ち込むことなった。顔なじみの食堂のおばさんから受け取ったひよこ豆の煮込み料理と香草パンをつまみながら、抱いていた疑問をぶつけてみる。

「サルバドールって、自分たちのことも、ルーセントの存在も、隠してるんだよね？　どこから情報が漏もれてるのかな？」

　サルバドールの婆は、自分たちのことを「秘せられた存在」だと語っていた。実際、ジンドランの情報通であるランスですら全く聞いたことがない、ということは、少なくともジンドランではルーセントは大衆に知られていない。

　しかしジェシカは、村に来た流れ者の商人から、ルーセントの存在を教えられたと話していた。聞いた限りでは、ジェシカの村は至って普通の農村だ。その農村に現れた商人が知っているくらいだから、ルーセントの情報は、ノンダスではある程度広まっているのかもしれない。

「サルバドールは秘せられた存在よ。ノンダスの協力もあって、森にはよそ者を入れないようにしてある」

　トリアの淡々とした言葉の後に、ロサが続ける。

「現在サルバドールでは、正教会という組織が全てを取り仕切っているんです。正教会の方針として、村の存在を隠して、内密に各国と取引をすることになっております」

「それは、村を守るため？」

　特別な能力を持つ存在がいると知られたら、狙われることは必然だ。信用できる相手とだけ取引したいというのは、もっともなことだ。

「そうです。村の目的である《世界の救済》のための方策もこの正教会が決めているんですが、ここ数十年のサルバドールの方針は、大国の重鎮と繋がり、貸しを作ることで、国々を正しい道へと促していくということになっています」

　ロサは一旦言葉を切ってから、

「サルバドールの存在が隠されているのは、村にとっても各国にとっても都合が良いことです。ルーセントを奪われてはたまりませんので、サルバドールが隠したいのは当然ですし、重鎮だけが利益を得ていることを国民に知られればもちろん反発されるでしょうから、各国も知られたくないわけです。加えて言うと、大国が直接ルーセントを奪おうとしないのは、村がなくなれば次のルーセントが生まれなくなってしまうからですね」

　慣れた口調で説明する。

「じゃあ、何で情報が漏れてるのさ？」

　ランスが尋ねると、

「最近になって、正教会に対立する組織が生まれたのです」

　ロサはそう言って、顔を顰しかめる。

「革新派と呼ばれる彼らは、正教会を潰つぶし、村の実権を握りたいと考えています。ルーセントの存在を隠し、密やかに大国と取引する正教会に反発して、ルーセントの情報を外部に流そうとしたり、手に入れた身体の一部を流れの商人に託したりしているらしいのです。ジェシカさんが知っていたのは、革新派のせいだと思われます」

　こほんと、咳をしてロサはランスを見つめる。

「革新派がどんなに企んでも、村人のほとんどは正教会の統治に満足していて、革新派に反対しています。大したことはできないと思っていたので、ここまで情報が漏れているのは、正直、自分にとっても驚きです」

　ルーセントは、大衆の目から隠され、国の重鎮のみが特権的に利用できるからこそ、価値がある。自国の民に彼らの存在を知られれば、王族への批判も多く出てくるし、彼らを今まで通り手厚く扱うことはできない。

　さらには、ルーセントの秘密を知れば、捕えて利用しようとする奴もいるだろう。命を救う薬なら、誰もが手にしたいと願うはずだ。

　だとすれば、ジンドランまでの行程で襲われる可能性も高いのではないだろうか？

「気を引き締めて、いかないとな」

　単なる盗賊なら、どうにでもなる。裕福な旅人に目をつけて襲ってくるような相手ならランス一人でも勝てる自信はあるし、ランス以上に強いだろうロサもいる。

　だけど、貴重な薬だと知って、狙ってくる相手だとしたら。それは、手ごわい戦士に違いない。こちらに護衛がいると知った上で、奪おうとする相手。それに、自分や自分の近しい者の命がかかっていれば、死に物狂いで手に入れようとする輩やからもいるはずだ。

　待ち受けているかもしれない困難を想像して、ランスは思わずため息をついた。












　天窓から差し込んだ朝日が顔に当たって、ランスは目を覚ました。ゆっくりと瞼まぶたを開くと、ぼやけた視界に、信じられない光景が広がっていた。

（いや、夢だよね）

　うん、絶対にそうだ。そう自分に言い聞かせながら、もう一度瞼を閉じて、昨晩のことを思い出す。

　はっきりと、思い出すことができる。昨晩は、それぞれの寝台で横になった。酒も飲んでいなかったから記憶は確かだし、疲れていたから何かを考える余裕なんてなくて、すぐに寝付いたし……つまり、トリアとの間には何もなかった。そもそも一度勘違いをして恥をかいているのだから、何もあるはずがない。

（うん、大丈夫）

　身の潔白を確認すると、次第に心が落ち着いてくる。小さく深呼吸して、もう一度、目を開ける。恐る恐る部屋の様子を眺めると、先ほど夢だと思った要因が、先ほどより鮮明に目に映る。

「……夢じゃ、ない？」

　天窓のちょうど真下、さんさんと降り注ぐ太陽の光を浴びながら、トリアが膝立ちしていた。瞳を閉じて空を仰ぎ、両の掌てのひらを合わせている。

　朝特有のさわやかな空気の中、一心に祈りを捧げている様子のトリアは、神聖な雰囲気を纏まとっていてとても美しい。












　だから、それだけなら何の問題もない。

「ランス、おはよう」

　ランスの呟つぶやきが聞こえたのだろう。トリアが目を開けて少しだけ頰ほおを緩ませ、すくと立ち上がる。

　きれいな銀髪は太陽の光を浴びて輝いているし、真っ白な肌はとても美しい。だけど、まっすぐに見つめることは躊躇ためらわれる。

「ああ、もう！　何て格好してるんだ！」

　思わず叫んでから、慌てて目を逸らすと、トリアは「どうしたの？」なんて呑のん気きに答える。

「とりあえず、何か羽織ってくれ！」

　問題はトリアの行動ではなくその姿、彼女が服を着ていないことにある。

　下着姿、というわけではない。何も、着ていない。彼女は全裸で祈っていたのだ。

　そして、そのまま恥ずかしがる素振りもなく、立ち上がって……つまり、今は、本来隠すべきところが、全て見えている状態だ。

「それはできないわ、まだお祈りが終わっていないもの」

　仁に王おう立だちしたまま、きっぱりと言うトリアに、

「じゃあ、ちょっと出てくるから！　風呂でも入ってくる」

　ランスは力なく言ってから、寝起き感丸出しのだらしない姿で、部屋を飛び出した。

　はぁ、小さなため息を一つ吐つきながら、

「はっきり、見えちゃった」

　嬉うれしいような悔くやしいような、複雑な気分で湯に浸かった。




　風呂から上がったランスが向かったのは、自分の部屋ではない。ロサの部屋だった。

「知ってただろ？」

　既に身支度を整えていたロサを睨にらむと、

「申し訳ございません、ランス様。言い忘れておりました」

　ロサは相変わらずの如じよ才さいない笑顔で言ってから、ぺこりと頭を下げた。

（……絶対、噓うそだ）

　ため息をつきながらもそのままロサを引き連れて部屋に戻り、ゆっくりと扉を開ける。昨日と同じ白い長衣姿のトリアにほっとして、

「何であんなことになってたの？」

　部屋に入ったランスに、トリアは堂々と言葉を返す。

「朝は毎日お祈りをすることになってるの」

　確かにトリアは祈っていた。それはわかるのだけれど。

「裸で？」

　そこが問題なのだ。

「生まれたままの姿で、神に向き合わなければならないから」

　トリアは平然として、そう口にする。

「……今までも毎日そうしてたの？」

「そうよ」

「村の、外でも？」

「村の外に出たのは、今回が初めてなの」

　トリアは自分の裸を見られても恥ずかしがる様子を少しも見せなかった。村の中では当然の行動だったのかもしれない。

（でも、年頃の、しかもとびきりかわいい女の子なのに）

　先ほどの光景を思い出して、ランスは思わず赤面する。誰だれかれ構わずあんなものを見せていたら、大変なことになる。

「今後は、裸でいる時は、人には見られないようにした方がいいと思う」

　村の外で生活するなら、そしてジンドランで過ごすなら、少しずつ外での常識を知ってもらわなければ。緩んでいた顔を引き締めながら、言葉を紡つむぐ。

「でも、これからもお祈りはしなくちゃ」

「お祈りは良いんだけどさ、誰かがいる時は避けるとか、一人になってからするとか、とにかく人前では裸にならないで」

　どうして真剣な顔をして、こんなことを諭さとしているんだろう？

　自分の言葉に呆あきれた気持ちになっていると、

「ランスの前でも駄目なの？」

「え？」

　予想外のトリアの言葉に、思わず思考が飛んでしまう。

「だって、これからジンドランまで一緒に過ごすでしょう？　それじゃあ、お祈りができないわ」

　続けられたトリアの主張にはっとして、

「…………僕は、できるだけ外に出ていくようにするから」

　ランスは尻すぼみにそう答えて、小さく息を吐く。答えた後に、少しだけ、ほんの少しだけ、勿もつ体たいなかったと後悔したのは、秘密にしよう。

　そして、ロサがランスの心を読んだかのように、くすくすと笑っているのも、気付かなかったことにしよう。

　悶もん々もんとしているランスを気にする様子もなく、

「今日はどうするの？」

　トリアが尋ねる。

　ランスは気分を切り替えて地図を開くと、

「次の目的地はここだよね」

　二番目の目的地を指し示す。

　トリアが頷くのを眺めてから、

「この場所はフィーロ。ここに行くには、ちょっとした下準備が必要なんだ。それも兼ねて、今から仕立屋に行こうと思う。それから、ついでと言っちゃなんだけど、その店でトリアの服を買いたいんだ」




「これはどう？」

「わかんない」

「これは？」

「えーっと」

　宿の三軒隣にある老舗しにせの仕立屋の一番奥、高く積まれた布に囲まれた狭せま苦くるしい空間で、ランスとトリアは、数枚の華やかなドレスを前に、額を突き合わせて悩んでいた。

　ロサは店の前で待機している。敵を警戒しているのか、二人きりにさせようとしているのか、おそらく後者だろう。

　トリアが今着ている真っ白な長衣は、もちろん彼女に似合ってはいるが、何しろ目立つ。トリアには色彩が少ないから、真っ白な服を着ると、周りから浮いてしまうのだ。人目を憚はばかりたい旅中の服装としては、非常にまずい。昨日のような厄介事に巻き込まれないためにも、特徴を隠して目立たないよう工夫した方が良いだろう。

　布から仕立てる時間はないから、適当な服を買って着替えてもらおう。そう目もく論ろんで、馴な染じみの店でドレスを見み繕つくろっているのだが……。

　まだ人気の少ない店内で店主と少しだけ談笑し、トリアに似合いそうな既製品のドレスを並べてもらった。そこまでは良かった。

　しかしトリアは、ドレスを目の前にした途端、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでしまったのだ。

（女の子というのは、衣服を選ぶのにあれこれ注文をつけて、それを楽しむ生き物だと思っていたんだけどなぁ）

　裾に小花が刺し繡しゆうされた桃色のドレスはかわいらしく、トリアの雰囲気に合っているし、繊細なレースを所々にあしらった空色のドレスも似合いそうだ。深紅のローブは人目を引く色合いだから道中には適さないかもしれないけど、その華やかな仕立ては女の子であれば心惹かれるのではないかと思う。

　しかし魅力的な衣服を前にしても、トリアは戸惑った様子で黙って見つめているだけで、手に取ろうとはしなかった。布地を確かめたり、身体にあてて意見を求めてきたり、ましてや「他にはないの？」なんて催促をすることもない。

　見かねたランスが良さそうな服をかざして意見を聞いてみても、トリアは一向に積極的にはならなかった。

「好きな色は？」

「……わからない」

　小さな声で呟くトリアに、ランスは思わず食い下がる。

「わからないことないだろ？　この中ではどれが好き？」

　しかし、いくら好みを聞いてみても、トリアは瞳をきょろきょろとせわしなく動かして、何も言わずに俯うつむいてしまうだけだった。

「もしかして、気に入るのがない？」

　この店は、ランスの見るところ、ノンダスで一、二を争う質の高い仕立屋だ。素材も良いし、縫製も良いから、年頃の女の子なら喜ぶと思ったのだけど。

（というか、女の子との買い物でこんな表情をされたことはないんだけど）

　女性の扱いは心得ているつもりだったが、この店に入ってからのトリアは、楽しむどころか、終始困り顔だ。

（昨日から的外れなことをしてばかりだ。うまくいかないもんだなぁ）

　昨日の失態を思い出し、ふつふつと後こう悔かいの念が湧き始めたその時、トリアがぽつりと呟いた。

「……ルーセントは選んではいけないから」

　その言葉にはっとする。

　トリアは自分のことを人ではないと思っている。

　サルバドールのしきたりは知らないが、もしかすると、今まで好みの服を選ぶことさえできず、好きな色すら考えられなかったのかもしれない。

　もしそうなら、いきなり好きなものを選べなんて言われて、困ってしまうのは当然だ。

　何も言えずにトリアを見ていると、

「ごめんなさい」

　消え入りそうな声で謝罪される。

　ランスの寂さびしげな表情を読んだのだろう。謝ることなんて何もないのに、申し訳なさそうに項垂うなだれるトリアを見て、思わずランスは唇を嚙かんだ。

　サルバドールを抜けた今、自分の意志を持って好きなものを選んで良いのだ。今ここで言ってしまうのもよいかもしれない。

　君は自由になったのだ、と。

　だけどそれは、そんな当たり前のことは、言葉で諭すべきではないのだろう。

　好きなものも好きなこともわからない、考えることすらなかった少女に、無理やり作れというのもおかしな話だ。感情は、意図して作るものではない、自然と湧き出るものだから。

　きっと、今のトリアは自分の意志や感情を理解するのに慣れていないだけだ。本当は好きなことがたくさんあるのに、埋うもれてしまって気が付かないのだ。

　その証拠に、猫を撫でているトリアの瞳は限りなく優しいものだった。

　自然と感じるようになればいいし、一緒に過ごす時間で教えられたらいい。

「じゃあ、ここは僕の好みで選ぼうかな？」

　しんみりとしてしまった場の空気を変えるために、口角を精一杯引き上げて言ってから、目の前の服を吟ぎん味みする。

「僕の一いち押おし。これを着てくれない？」

　トリアの瞳の深い青色を、少しだけ淡くしたような、空色のドレスを手に取って、トリアの前にかざしてみる。

「お目が高い。さすがでさぁ」

　奥に引っ込んでいた店主の親父が、いつの間にか店に出てきて、顎あご鬚ひげを触りながらまじまじとこちらを見ていた。

「今日はいつにもまして真剣ですなぁ。恋人に贈り物ですかい？」

　親父は人好きのする笑顔で言いながら、にこにこと近づいてくる。

「まぁね、この服、君はどう思う？」

　応じるように笑顔を作って、ランスは親父に尋ねる。

　道中で恋人のふりをすることは、トリアも了承済みだ。

　身分を隠して密やかに行動したいというランスの意向に、昨晩ロサも同意してくれた。ランスもトリアも年頃の男女だから、不自然さを隠すなら恋人同士を装うのが一番だ。

　正直嫌がられないか心配だったが、トリアは気を悪くした様子はなく、「わかったわ」と頷うなずいただけだった。

　ちなみにロサの役割は本来のものと同様、護衛だ。というか、大きな弓矢を背負ったロサの身なりではそれ以外に化けるのは無理なのだ。

　話し合いの結果、道中では、貴族の恋人と雇われた女護衛という設定で過ごすことに決まった。

「お嬢さんの可か憐れんな雰囲気にぴったりですな。でも、それだけじゃあ、寂しい感じがしますから、これなんてどうです？」

　親父は満面の笑みで、引き出しからブローチを取り出した。

　商魂たくましいが、見立ては確かで、小さな翡ひ翠すいがはめ込まれた銀細工のブローチは、ドレスの空色に華やかさを与えている。

「じゃあ、それも。あとは、何か被かぶり物ものが欲しいんだ。この子の髪が全部隠れるくらい、深く被れるものがいいんだけど」

　トリアの一番の特徴は、輝くような銀髪だ。

　昨日、ジェシカのために短くしたそれを見て残念に思ったりもしたけれど、これから旅することを考えたら、むしろ良かったのかもしれない。

（それに、今の髪型も似合ってるし）

　腰まで伸びていた重苦しい長髪よりも、肩にかかるくらいの長さで切りそろえられた軽やかな今の髪型の方が、むしろランスの好みかもしれない。

　そんなことを思っていると、

「このヴェールなんてどうです？　レースなんで、きれいな髪が透けて見えますし、どんな服にも合いますぜ」

　親父が棚の奥から、繊細な模様の被り布を取り出した。

「いや、見えない方がいいんだ。しっかり隠れるものはある？」

　確かにトリアに似合いそうだが、髪色が見えたら元も子もない。

「じゃあ、こちらは？」

　少し逡しゆん巡じゆんした後に親父が取り出したのは、ドレスと同じ空色の布地に凝った刺繡が施された、頭ず巾きん風ふうの帽子だった。裾の部分にはトリアの瞳と同じ、深い青のリボンが付いている。

「良いかも。トリア、被ってみてよ」

　トリアの頭にすっぽり被せて、リボンを結んで固定する。

　空色の布にくるまれたトリアは、浮世離れしたルーセントではなく普通の町娘に見える。

「似合ってるよ。これでいい？」

　トリアが頷くのを確認して、

「この帽子に合う服をあと二着ほど欲しいんだけど」

　親父と相談した末、数枚の服を見繕う。

「じゃあ、お嬢さん、あちらでお着替えしてくだせぇ」

　奥にある試着用の部屋で着替えるように、トリアに指示すると、

「ランスは来てくれないの？　一人じゃドレスの着方がわからないわ」

　不安気な瞳で見つめられる。

　今まで着ていた簡素な長衣と違って、リボンや釦ボタンがあしらわれているから、難しいのかもしれない。

「僕はちょっと……遠慮しとく」

　生着替えを拝めるのは嬉しい気もするけど、流石さすがに無理がある。

　中にはトリア以外の女性も入ってくるかもしれないし、というか、この場で開き直ってついていくのは、たとえ恋人と偽っていたとしても、変態の部類に入ってしまう気がする。

　首を傾げて不思議そうにこちらを見るトリアに、

「うちの家内が中にいるんで、手伝わせますね」

　親父がすかさず口を挟んで、大声で奥方に声をかける。やってきた奥方に連れられて、トリアは部屋へ歩いて行った。

「彼女、少し変わってるんだ」

　トリアが見えなくなってから、小さくため息をつくと、

「仲がよろしくてけっこうですなぁ」

　親父は商売人らしいそつのなさで、笑ってみせた。

　この店の良いところは、品物の良さだけではなく、親父の人柄だ。心の中で感謝しながら、世間話をしていると、

「ランス」

　ランスの選んだドレスと帽子を身につけたトリアが、足早に戻ってくる。

　爽さわやかな色合いの空色のドレスと帽子は、彼女の透けるような白い肌によく似合っていた。

　歩を進める度に、顎の下で小さく結ばれたリボンがゆらゆらと揺れる。

「似合ってるよ。トリア」

　ランスが言うと、トリアはドレスの裾を摘まんで少しだけはにかんだ。

「……ありがとう」

　小さな声で訥とつ々とつと言葉を紡ぐ。

「素敵な、ドレス」

　トリアがくるりと回ると、裾がふわりと広がった。

（喜んでる、のかな？）

　他の女の子みたいに大きな声で感嘆したり、にっこりと笑ったり、ありがとうと頰にキスしてくれることはないけど、トリアは嬉しいと思ってくれているのだろう。だって、今のトリアは出会ってから一番、笑顔に近い表情をしている。

　口角は上がっているけれど、眉尻は下がっていて、目元は戸惑うように伏せられている。はにかむようなその表情は、笑顔と言い切るにはぎこちないけれど、それでも、今までの無表情とは違う。

　嬉しくなって、思わずトリアに駆け寄り、頭を軽く撫でてみる。

　しかし、こちらを眺める店主の視線で、ふと本題を思い出して、慌てて親父に向き直る。

「ご主人、実はあなたに頼みがある」

　トリアのドレスを買うのも、この店にきた理由の一つではあるのだが、それ以上に大切な目的がある。頼みを聞いてもらうために、ここにきたのだ。

　声を少し落とすと、訝いぶかしげに眉を顰められた。

「申し訳ないが、上等な品物だ。値引きは勘弁してくだせぇ」

　呆れたように言われて、拍ひよう子し抜ぬけする。

（僕は贈り物をした相手の前で値引き交渉をするほどの、吝りん嗇しよく家かに見えているのか？）

　そもそもこの店で値切ったりなんてしたことはないのに。思わず肩を落とす。

　ランスは店にとっても有難い得意客のはずで、今日だって結構な儲もうけになったはずだ。

「そうじゃない」

　否定すると、

「失礼しやした。では、どんな御用で？」

　親父はにんまりと笑う。どうやら冗談だったらしい。

「仕入先を紹介してほしい」

「というと？」

　わかっているだろうに、にこにこと続きを催さい促そくする親父は、商売人の顔をしていた。うまく貸しを作ることができそうだと、赤茶けたその瞳が語っている。

「フィーロを見学したいんだ」

　借りでも何でも作ってやる。ランスの目的は、ダミアンの指令を遂行することだ。

　考え込むように黙ってしまった親父の目を見て、続ける。

「頼むよ」

　フィーロは、宿場町ゼゼの東にある小さな村で、繊維産業に特化して発展したことで知られている。元となる綿糸の栽培や動物や虫の飼育から、原料から糸を紡ぐ紡績、そしてその糸を織って布に仕上げる作業までを一気に行っているのが特徴で、規模は小さいが、独自の発展を遂げている。

　フィーロがここまで発展した理由は、作る品物の質が圧倒的に高いことにある。国内だけではなく、各国に愛好者がいて、フィーロ産の素材を使った衣服は、その希少価値も相まって高値で取引されている。

　どんな仕立屋も欲しがる布地ではあるのだが、手に入れられるのは一部の仕立屋だけだ。フィーロは小さくて閉鎖的な村だ。作られる布地の数量には限りがあるため、村長から信頼され、許可証を発行された一部の商人しか買い付けできない。

　そして、この店の店主は、許可を受けた商人の一人なのだ。

　ランスはトリアの地図を見てすぐに、印が付けられた二番目の場所がフィーロであることに気が付いた。

「別に密偵というわけではないよ。ただ、見てみたいんだ」

　親父が営むこの店は、ノンダスでは老舗に入る由緒ある仕立屋だ。同業者の間では顔が利きくらしいから、付き添いとして人を入れることくらいはできるだろう。

　親父とは付き合いも長く、ランスの身分も明かしてある。隣国の王族に貸しを作れるなら、このくらいの頼みは聞いてくれるはずだ。

「わかりやした。ちょうど明日の朝、仕入れに行くことになっておりやすので、一緒にどうですかい？」

　ややあって、親父はにこりとほほ笑んだ。

　交渉成立だ。

「ありがとう」

　頭を下げて、料金に少しだけ上乗せした銀貨を渡す。商品を受け取って店を出ると、親父は「お待ちしてやす」と頭を下げた。




「フィーロに入らないと何もできないし、今日も宿でゆっくりする？」

　ランスが聞くと、落ち着かない様子で服の裾を触っていたトリアは、

「今日も温泉に入っていい？」

　心なしか弾んだ声を出した。

「もちろん」

　わずかだが口元が緩んでいて、瞳からは喜びが見てとれる。

（昨日はどうなることかと思ったけど）

　軽口を無視されたり、仏頂面を貫かれたり、気があるのかと早とちりして手を出しかけて、勘違いだと気づいて青くなったり。

　出会って二日とは思えないほど色々なことがあったけど、ここにきてようやく、居心地の良い立ち位置を見つけることができた。

　トリアのことは、国賓である女の子として、大切に扱う。つまり、当初の目的通りに接したら、それで良い。

　ロサがあんなことを言うから妙に意識してしまっていたが、やましい気持ちを持つから空回りしてしまうのだ。大胆な行動に面食らってしまうこともあるけど、全ては村の外を知らないゆえの常識外れの行動というだけ。それを心に留めなければいけない。

「取れちゃった」

　帽子のリボンがほどけてしまったらしい。

「できないの」

　リボンの端を握りしめて、悔しそうに呟く。

　案の定、手を貸す様子のないロサを横目で見てから、

「僕が結ぶよ」

　仕方なしにそう言って、リボンを手に取った。

　トリアは口元を緩めて、くいと顎を持ち上げた。結びやすいように気を利かせたのだろうが、頼り切った瞳で見つめられて、まるでキスするみたいに唇を近づけられたら、一旦は押さえ込んだ疾やましい気持ちが再び沸き上がってしまう。

「そういえば、フィーロでは何を手に入れるの？」

　気をまぎらわすために、話題を転じる。

　綿か羊毛か、それとも絹糸か。糸や布地になるものは一通り作っているはずだ。頼めばなんでも買えるだろうが、薬になるものがあるのだろうか。

　今度は外れないようにきつく結んで、顔を離すと、

「蜘く蛛もの糸」

　トリアが答える。

「蜘蛛？」

　思わず顔がひきつる。

　蜘蛛とは、不気味な胴体に奇妙な八本足を付けた、あの昆虫のことだろうか。

「うん、蜘蛛の糸」

　トリアは何でもない風に言う。

（そういえば……）

　流行に敏感な知り合いの貴婦人から聞いた話を思い出す。

　品種改良された蜘蛛の糸で作られた生地が、最近は流行っているらしい。丈夫で軽く、伸縮性もある。通気性、保温性共に高い、まさに夢の素材だと評判なのだそうだ。新しい特産品にと、国をあげて力を入れているらしい。でも、薬効があるとは初めて聞く。

「蜘蛛の種類ごとに吐く糸の色が決まってるんだけど、必要なのは紫むらさきなの」

　トリアの言葉を聞いて、ランスは心の中でため息をつく。

（蜘蛛、ねぇ）

「ランス？」

　返事がないのを訝しんだトリアが、不思議そうにランスを見上げる。

「ああ、親父に言えば紹介してくれるさ。とりあえず、今日こそは、ゆっくり食堂に行こう。昨日は疲れて部屋で食べたから、今日はできたての熱々を食べよう」

　取り繕って笑ってみると、トリアは不思議そうに首を傾げたが、何も言わずに頷いた。

　実はランスは蜘蛛が嫌いなのだ、とは知らずに。




　次の日、朝から仕立屋を訪れると、店主は一人の少年と一緒に店の前に立っていた。

「旦那、これは私の息子です」

　年は一五歳ほどだろうか。おそらくトリアよりも年下だろう。

　少年の顔つきは父親とよく似ていた。親父のでっぷりした顎の肉と深い皺しわをそぎ取って、顔立ちを幼くしたら、少年になる。

「マルタです。ランス様、お話はかねがね伺っています」

　今日は父親の仕事を学ぶための付き添いというところだろう。年は若いが物腰は洗練されていて、親父が後継ぎとしての教育を施していることがわかる。

　しかし、丁寧な言葉使いとは裏腹に、マルタの瞳には、確かな敵意が含まれていた。

（……全部、知っているんだろうなぁ）

　以前、捕り物のために情報を集めた時に、親父には身分を打ち明けてある。

　誰にも言わないようにと口止めしてあったのだが、我慢できなかったらしい。お忍びの隣国の王子のご用達、というのは、店主にとって密かな自慢なのだろう。漏もらされたからといって困ることではないが、意味深な視線を向けられるのは面倒だ。

（商売人にしては口が軽いのが難点だなぁ）

　思わず嘆たん息そくし、ぼんやり前を向くと、マルタの視線は既にランスから外れていた。敵意は消え、代わりに熱のこもった一いち途ずな眼差しがトリアに向けられている。

（気付かれただろうか）

　一瞬ドキリとして、トリアの髪の毛が帽子で隠れているのを確認し、それからすぐに気が付いた。

（見み惚とれてるんだ）

　すっぽりと髪を覆い、顔すら半分しか見えていないトリアは、それでも十分すぎるほどきれいだった。

　ジンドランの美女を見慣れているランスだって、初めてトリアに会った時は同じように胸が高鳴った。トリアには見ている者をひきつける魅力がある。

　年若いマルタが見惚れるのは、仕方がないことかもしれない。

　一方トリアは、向けられた視線には気が付いていないのか、興味がないのかはわからないが、マルタのことを気にする様子はなく、いつもと同じ無表情でぼんやりと前を向いていた。

「市場を見て買い付けしてみたいと彼女から懇こん願がんされましてね。協力してくれて助かった」

　トリアの肩を親しげに引き寄せると、マルタがあらさまに顔をしかめる。

　美しい恋人のわがままを何でも聞き入れる考えなしの馬ば鹿か王子、というのが今日のランスが演じる役どころだ。正体がばれているのなら、それを利用してみせよう。

「ありがとう、マルタも、よろしくね」

　開き直って、馬鹿みたいな笑顔でマルタを見つめると、

「……そうですか」

　と目を逸そらされる。

（少し、大人げなかったかな）

　ランスが反省していると、

「今日は特別です。旦だん那なはお得意さんですから」

　隣で落胆する息子の気持ちを知ってか知らずか、親父が満面の笑みを浮かべた。

「でもまあ、見学希望の知り合いを連れて行く奴は、実は結構多いもんです。畏かしこまらずに楽しんでくだせぇ」

　がっはっはと豪快に笑い、親父は馬に飛び乗った。続いてマルタも、慣れた調子でよじ登る。

「私も、乗るんだよね？」

　こわばった顔で呟くトリアは、馬に乗るのが初めてらしい。大型動物に不慣れなのだと、トリアは昨晩、憂ゆう鬱うつそうに語っていた。

　苦笑いしながら頷いて、連れてきた馬に乗ってから、ランスはゆっくりとトリアを引き上げる。ランスの後ろに横乗りしたトリアは、背後からランスにしがみついた。

「できるだけゆっくり行くからね」

　押し当てられた柔らかい身体からトリアの大きな鼓動が聞こえてきて、彼女がどれだけ緊張しているかが伝わってくる。

「大丈夫、気にしないで」

　腰に回された腕が小刻みに震えていて、怯おびえているのは丸わかりなのに、トリアはそれでも強がって見せた。

「随分手慣れてるんですね」

　一方ロサは、親父に急遽用意してもらった初乗りの馬であるにもかかわらず、悠々と飛び乗って乗りこなし、マルタを驚かせている。

「そうでもありませんよ。馬が良いのでしょう」

　和なごやかに会話を続けている二人を横目で見やりながら、

「どれくらいで着くのかな？」

　親父に聞いてみる。

　時間がわかっている方が、トリアの不安も和やわらぐだろう。

「半日ほどですなぁ」

　親父はにこにこと笑顔を保ちながら、

「フィーロには宿もありますから、ご安心を」

　馬の手綱を引いて、先導し始めた。

　商人がこぞって使用するフィーロまでの一本道は、治安が良いので護衛をつける必要もないらしい。道は広く、舗装されていて、馬の足取りも良かった。

「トリア、大丈夫？」

　無言で震えているトリアに気を配ってみるが、返事はない。ややあって、首を縦に振るのが、背中越しに伝わってくる。

「酔ったらすぐ言うんだよ」

　手綱を引きながら言ってみるが、相変わらず震えは収まらず、身体からだも離れる様子がなく、密着したままだ。

（でも、これは役得だな）

　怖がっているトリアには悪いが、背中に伝わる温かな温度が心地よい。やましい思いは抱かないと昨日誓ったばかりなのに、自然と胸が高鳴ってしまう。

　用意した携帯食を食べる以外はたっぷり馬を進めること半日、太陽が一番高く上って、少し落ち気味になった頃、一行はようやくフィーロに到着した。




「これが、フィーロか」

　フィーロは村全体が石造りの外壁で覆われた、小さな村だった。外壁と言っても高さはランスの腰ほどで、越えようと思えば簡単に乗り越えることができる。赤茶けたごろ石は一寸の隙すきもなく積み上げられているというより、子どもが遊びで組み立てたような乱雑な作りで、そのせいか、厳格な感じはせず、むしろ間の抜けたおかしな印象を受ける。

「おかしな村です。入場制限のためにと、形だけ整えてるんでさぁ。安っぽいけど一応囲われてますから、役に立ってるみたいですぜ。もともと安全な村なんです」

　ランスの心中を察したのか、親父が解説する。簡素ではあるが越えようと思えば目立つ。牽けん制せいにはなるだろうが、これで事足りるのだろうか。

「盗賊とかいないの？」

　盗賊に襲われれば一たまりもないはずだ。高級素材の生産地ならば、成功すれば必ず利益があるだろうし、狙われる可能性も高いのではないだろうか。

「特別保護区ですから」

　親父はランスを一瞥して、にこりと笑った。

　特別保護区とは、ランスの母国ジンドラン、ここノンダス、そしてジンドランの南にあるアガの三国が国際的に有益だと判断し、保護している地域のことだ。認定は独自の厳しい基準で行われ、価値があると判断された地域にのみ与えられる。自ら名乗りをあげることはできないし、勝手に認定された上に特別税まで取られるのだが、その効力は絶大だ。問題を起こした者は三国が総力を上げて討伐する。通常、犯罪の逃げ道となる高飛びも、これでは無意味だ。襲おうとする者はまずいない。

「それは、安全だな」

　トリアがこの場所で襲われることはないだろう。ほっとして初めて、ランスは気が張りつめていたことに気が付いた。

「安全ですな。この村ではどんな荒くれ者だって行儀よくしてますぜ。あの黄色い旗の南門が入口、反対側にある青旗が立つ北門が出口です。そこから以外は、誰も出入りできやしません」

　親父の言った通り、前方の門には鮮やかな黄色い旗がかざされている。

　ランスの背丈ほどの小さな門は、外壁とは違って煉瓦を積み上げて作られた頑丈なものだ。上品な紺色の外套を着た門番に馬を預けて門の中に入ると、門番と色違いの、緑の外がい套とうを着た眼鏡めがねの青年が机の向こうに座っていた。

　親父が手慣れた様子で青年に証明書を見せる。どうやらこの青年が入村審査をするらしい。

「並んでいただけますか？」

　指示通りに横並びになると、青年は眼鏡をくいと動かして、ランス、トリア、ロサ、マルタの順で顔を流し見て、書類に何やら書き込んでいく。その作業を数回繰り返した後、ふわりと微笑ほほえんだ。

「ようこそ、フィーロへ」

　門をくぐりぬけると、視界いっぱいに天幕を張った市場が広がっていた。

　色とりどりの布が荒縄で括くくりつけられた露店はとても開放的で、見ているだけでも気分が高揚する。

　ジンドランにはない光景だ。

「ここの市場は買い付け用です。まっすぐ歩くと宿や食堂が並んでいるところがあって、いちばん奥には綿の畑や蚕かいこ屋や、羊を育てる牧場があります。頼めば見学させてくれるはずでさぁ」

　説明してくれる親父の声を聞きながら、前方に広がる市場を眺める。

「蜘蛛糸がほしいんだ。一房ほどで良いんだけど、市場のどの辺りにあるのかな？」

　見たところ、市場は思ったより広い。ぎっしりと並んだ店を一軒一軒見て回るのは、時間がいくらあっても足りないだろう。市場を見て歩くのは楽しそうだけれど、目的は早めに果たしておきたい。

「ああ、最近流は行やりのやつですね。良い品を揃えているお店が数店ありやすから、紹介しましょうか？」

　当初、村に入ってからは、親父とは別行動をする予定だった。入村検査があるのは入口の南門だけだというから、中では自由に行動しても問題ないと説明を受けていたのだ。

「お願いしようかな」

　勝手を知った相手に案内を頼めるなら、ありがたい。さっさと用を済ませて、市場見物を楽しもう。

「わかりやした。では旦那、少しだけ待っていてくれやすか？　今日の出店を確認してきやすんで」

　市場に出る店のほとんどは各々で製品を作っていて、その関係で不定期に店を閉めることがあるらしい。門前で公開されている営業店舗の一覧を確認する必要があるのだと説明して、親父は門の方へ向かっていく。

（まぁ、親父に案内してもらえるのはいいんだけど……）

　背後で交わされる嬉々とした話し声が耳に入り、ランスはちらりと後ろを見る。

「こんなお店、初めて見たわ」

「フィーロは糸の村だから。丈夫な村の糸を編みあげた布で店を作ってるんだ」

「雨が降っても潰れないの？」

「よほどの豪雨じゃなきゃ大丈夫。少しの雨なら歓迎してる」

「どうして？」

「この程度じゃ潰れませんっていう宣伝になるからさ」

　ランスが親父と横並びで話していたのを好機とばかりに、マルタがしきりにトリアに話しかけていた。トリアは仏頂面こそ相変わらずだが、天幕の市場が珍しいのだろう、興奮気味らしくいつもより饒じよう舌ぜつだ。

（まあ、楽しそうなのは良いことだけど……）

　ランスを隣国の王子と知っているにしては、大それた行動だ。おそらく自分たちは恋人に見えているはず、何しろ、そう見えるように計らっていたのだから。

　いくら子どもだといっても、人の恋人を奪おうとするなど許されないと知らないわけではないだろう。

（もしかして、深い事情まで知っているのかもしれない）

　ランスの生い立ちは隠された話ではないから、ジンドラン国民に聞けばすぐにわかることだ。女好きだという噂うわさも、国では生い立ちと併せて語られているから、それを知っているなら、あの態度も納得できる。

　それに、マルタのあからさまな興味は、明らかにトリアの外見に興味を持ってのことだ。稀まれに見る美しい少女に、のぼせ上がっているだけ。傍から見ても、すぐにわかる。

（まぁ、僕も人のことは言えないけど）

　出会った当日にやらかしてしまった失態を思い出して、思わず苦笑いする。

（でも、ロサはそれで良いのか？）

　疑問に思いながら、後方でにこにことご機嫌にトリアを眺めるロサに歩み寄って、

「あれは、良いわけ？」

　小さな声で聞いてみる。

　昨日までは明らかにランスとトリアの仲を取り持つ様子だったくせに、アレを止めてはくれないのか。

「そうですね……トリア様が年下好きという可能性も無きにしも非あらずなので」

　微笑むロサに、

「君は、誰に、何を、させたいんだ？」

　ため息交じりに聞いてみる。

「以前も申し上げましたけど、自分はトリア様に恋をしていただきたいんです。心を揺さぶってくださるなら、ランス様でもマルタさんでも、どちらでも構いません」

　にっこりと笑うロサに、ランスは思わず愚痴をこぼす。

「君はよくても僕は困る。恋仲どうこうは置いといて、マルタにトリアを連れ去られたら、僕の父様はどうなるんだ？」

　トリアは確かにかわいいし、親しくなれるならランスだって嬉しいが、そもそもの目的は、彼女をジンドランに連れ帰ることだ。ダミアンの指令を完遂することが、何よりも優先されるべきなのだ。

（こっちは人の、しかも、ジンドラン国王、アッサムの命がかかってるんだぞ）

　絶対にないとは思うけれど、万が一、トリアがマルタに惚れて、ジンドランに行くのを嫌がったらどうするんだ。もしそうなっても無理やり連れていくつもりだし、人を助けることにかけては誰よりも熱心なトリアのことだ、そんな可能性は万が一どころか億が一にもないと思うけど。

「ご安心ください。トリア様はアッサム様を治療することを一番に考えていらっしゃいます」

　ロサは一旦言葉を切ってから、

「トリア様に恋をしていただきたいと、自分が勝手に願っているだけです」

　そう続けて、視線を後方のトリアに移す。その切なげな表情に、ロサはトリアのことが本当に大事なのだと、改めて思う。

　恋をしてほしい。それは、人間らしい感情を取り戻してほしいという意味なのかもしれない。

（でも、好みの服さえ選べなかったトリアが、今、人に恋することなんて、あるのだろうか）

　恋をするなら、もっと順序を踏んで、心を育ててからだろう。そうすれば、ロサにお膳立てされなくても、自然に好きな相手くらいできるはずだ。

　トリアだって年頃の女の子なのだから。

　出会って、徐々に仲を深めて、逢おう瀬せを重ねた相手のことを、愛いとおしいと思うようになるだろう。

　そんなことを考えてから、ランスはしかめ面でロサを見る。

「というか、相手は誰でもいいの？　マルタや僕がとんでもない男だったら、どうするんだ？」

　ロサにとってはランスもマルタも、出会ったばかりの、性根の知れない人物のはずだ。大切なご主人様の相手の本性を、見極めなくても良いのだろうか？　見境がないにも程がある。

「そうですね。できたら誠実な殿方が望ましいですが、どんな方でも、この際構いません。緊急を要しておりますので」

　さらりと答えるロサに、

「何それ？」

　ランスが眉根を寄せた時、

「旦那、お待たせしやした。一番良い店が開いてましたんで、案内しやす」

　戻ってきた親父が、驚いたようにランスの顔を見る。

「ああ、ありがとう」

　慌てて笑顔で取り繕うが、親父はキョロキョロと周りを眺めてから、何かを悟ったとばかりに頷いて、

「おい、マルタ。こっちにきなさい」

　マルタの肩を叩くと、自分の元に引き寄せる。どうやら、気を利かせてくれたらしい。

　小さな声で耳打ちしている内容までは聞き取れないが、おそらくお小言だ。ランスの気分を損ねた原因が、自分の息子にあると考えたらしい。

　配慮してくれたのはありがたいが、何だか居心地が悪い。心に澱おりのようなものが溜まり、重くなっていくのがわかる。

　トリアとロサと三人でいる時は、忘れていた感情だ。

「ランス様、こちらです」

　父親から諭されたのだろう、ふてくされたマルタが先導して市場を歩き始め、ランスが後に続く。後ろでは、親父が気遣うようにこちらを窺っていた。そのまた後ろでは、トリアとロサが天幕を見上げて楽しげに話している。

　天幕と天幕の間の小道は迷路のように入り組んでいたが、迷うことなくマルタは突き進む。お互い無言だったが、変に気遣われるよりも楽だ。

　マルタは後ろを振り返ることもせず、しばらく歩いた後、急に立ち止まると、

「蜘蛛糸はここです」

　不機嫌そうな表情で、吐き捨てるようにそう言った。ランスが礼儀としての微笑みを返してみても、応じてはくれない。

（なんていう奴だ。これじゃあ商売人にはなれないぞ）

　ランスのことが気に食わないのは仕方ないが、後継ぎのマルタがこれでは老舗の将来が心配だ。いくら品質が良くとも、マルタの接客では気のいい親父が築いた客筋も途絶えてしまうに違いない。心中で悪態をついていると、

「御用ですか？　お客様」

　売り子が満面の笑みで話しかけてくる。これこそが商売人だろう。

「紫の蜘蛛糸が欲しいんだが……」

　ランスが返すと、

「試作品に使うので、一房ほど」

　隣で見ていた親父がすかさず口を挟む。

　フィーロの市場は業者相手だから、購入の単位は大きいのが基本だ。一房なんて小さな売買は不自然なのだろう。ランスが親父に視線を向けて感謝を示していると、

「……紫、ですか？」

　売り子は戸惑ったように眉根を寄せてから、おずおずと答える。

「ああ、珍しいですね。紫は」

　親父の笑顔には、少しだけ驚きが滲にじんでいた。

「少し、待ってくださいな」

　言ってから、売り子は店の奥に走り去ると、上等な生地を重ねた豪華な衣装で着飾ったふくよかな中年女性を連れてきた。

　中年女性は値踏みするように、ランスを上から下までじろじろと眺めて、

「事情は深くは聞きませんけど、それなりの身分で信頼できる御方かと思います。隣国にはお世話になっておりますし」

　含みのある笑顔でそう言った。どうやらランスがジンドランの王族だと気付いたらしい。ランスの顔は国王であるアッサムそっくりだし、見る人が見ればわかるのだろう。

　ジンドランの首都、マキシムの民なら、ランスの顔を知っている者も多い。ノンダスでは稀だろうが、特別保護区の幹部なら知っていてもおかしくはない。

「ですから、正直に申します。紫糸の販売はしておりません。布地に使うこともできません。それでも必要であれば、飼育小屋に案内いたします。どうされます？」

「ええ、……では、お願いします」

　きっぱりと宣言されて、わけもわからないまま、ランスは了承する。

「明日の朝、飼育区画の蜘蛛小屋の前で」

　約束を取り付けると、中年女性はくるりと踵きびすを返し、足早に店の奥へと戻っていく。

　親父と二人で呆然とその後ろ姿を見送った後、

「すまなかったね。せっかく案内してもらったのに」

「いえ、それにしても、何だったんですかねぇ」

　親父に市場の外に連れ出してもらう。今しがた通った道だというのに、すでに辿るのが難しい。

　先ほどのやり取りの真意は、どうやら親父にも摑めないらしい。蜘蛛の紫糸は、取引に精通した親父でさえも見たことのない珍しいものらしいが、それでも開発中だというという噂話は聞いたことがあるようだ。

「旦那のご身分には、気付いているみたいでしたが……」

　外に出るなり、親父が顎に手を当て、怪訝そうに呟いた。

「まぁ、明日聞いてみるさ。君たちには迷惑がかからないよう取り計らうから、安心して」

　おそらく、お忍びで視察にきたとでも思われたのだろう。

　開発途中の紫糸は商人には見せられないが、技術力を見せつけるため、権力者には見てほしい。おそらく、そんなことだ。

　どんなに勘かん繰ぐられたとしても、ランスは祖国のジンドランに背くようなことはもちろん、ノンダスに刃向かうことだってしていない。堂々としていればいいだけだ。

　ランスが頼みこんだのだと言えば、親父たちが責められることもないだろう。

「今日はありがとう。また寄らせてもらうよ」

　今回、親父には世話になった。ジンドランに戻ったら、知り合いにでも宣伝しておこう。

「こちらこそありがとうございやす。宿はランス様のお名前で村一番の部屋を予約しています。この道をまっすぐ行って、初めにある大きな宿です。二人部屋と一人部屋の二部屋です」

　至れり尽くせりの親父に、もう一度礼を言う。

　離れた場所に佇むマルタにも軽く会え釈しやくをしてみるが、やはり顰しかめ面つらで返されてしまった。予想通りすぎて逆に笑えてしまうが、先ほどまで感じていたあからさまな敵意は消えて、若じやつ干かん険が抜けた、ふてくされたような表情になっているのが気になるところだ。

（トリアに振られでもしたのか？）

　まだ幼くはあるが、マルタは将来良い男になるだろうと思われる、精せい悍かんな顔つきをしている。親父のように太りさえしなければ、の話だが。

　だけど、そんなものはトリアには通じない。見てくれだけで好意を得られるはずがない。

「随分と気に入っておられましたね？」

　ロサがにこやかに尋ねると、トリアが頷く。

「サルバドールの外には、いろんな場所があるのね」

　市場とは打ってかわって整備された大通りを少し歩くと、豪華な宿が見つかった。

　看板を見て確認していると、扉の横に立っていた案内係らしい若い男が、「いらっしゃいませ」とにっこり微笑む。男に連れられて中に入り、受付嬢に名前を告げる。

　手続きを終えたらしい受付嬢から鍵を二つ受け取って、指定された部屋の前まで歩くと、

「ランス様とトリア様、今晩もお二人でお楽しみください」

　ロサがにこりと笑って、ランスの手から一人部屋の鍵をひょいと持ち上げる。

「だよね」

　笑顔で応じながらも、心の中で嘆息する。

　トリアと二人でいるのは、とにかく心臓に悪いのだ。

　何しろトリアは、異性と二人きりだというのに、思いっきり肩を寄せてくるし、躊ちゆう躇ちよせずに服を脱ぐし、全裸で堂々と歩いてくるし……それなのに、ランスに気があるわけではないのだから。

（目のやり場に困るんだよなぁ）

　部屋に入ると、トリアが小さく声を上げた。

「すごく、きれい」

　文句の付けようがない豪華な部屋は、壁一面が硝子ガラス張ばりになっていて、夜市の美しい風景を見ることができるようになっている。硝子に走り寄って、一心に外を眺めるトリアは、頰が紅潮し、とてもかわいらしい。

（マルタが惚れても仕方ないよなぁ）

　ふと彼女に執着していたマルタのことを思い出す。しかし、マルタはどうしてランスを毛嫌いしていたのだろうか。

「トリア、今日マルタと何話したの？」

　窓際に立ち、食い入るように景色を眺めていたトリアが半身をこちらに向ける。

「この村のこととか、仕立屋の仕事のこととか、あとは……」

　言葉に詰まったトリアが窺うかがうようにランスを見つめている。

「あとは？」

「変な勘違いをしてたから、訂てい正せいしたの」

「勘違いって？」

　トリアは少しだけ迷った素振りを見せて、それから観念したかのように言葉を続ける。

「恋人のふりをしてたでしょ？　それで、よくわからないんだけど、ランスが私を無理やり恋人にしたって」

　黙ってしまったトリアに、視線で続きを催促する。

「マルタはランスが王子ってことを知ってて、それで、王子が身分の低い女を捕まえて無理やり言うことを聞かせようとしてるって。ああいう奴の子どもなら、女好きに違いないって言ってた」

「……そっか」

　マルタの瞳から感じた侮ぶ蔑べつの色合いは、そのままの意味だったというわけだ。ようやくマルタの態度が腑ふに落ちて、ランスはむしろすっきりとした心持ちになる。

「ごめんなさい。違うって言ったんだけど。トリアはルーセントだからそもそも人の恋人にはなれないし、でもルーセントのことは秘密だから言えなくて」

　トリアは見当違いな言い訳をして、それがまたマルタを怒らせたのだろう。ランスが口封じをしているように思ったに違いない。

（そんなことなら、正直に、彼女の護衛だって言えば良かったかな？）

　少しだけ思ってから、慌てて考え直す。トリアの正体がばれては彼女に危険が及ぶ。それを思えば自分がマルタに嫌われることくらい何でもない。

（それに、慣れてるし）

　トリアの表情に陰りがあることに気付く。心配してくれているのだ。

　ランスが王族だから気遣っているのではない。トリアはランスが王族だと知っても一切媚びることはなかったし、村から出たこともないというトリアは、ランスの複雑な生い立ちをそもそも知らないだろう。

（知ったら、何て言うだろう？）

　少なくとも、トリアは、刺々しい目つきでランスを見て、罵ることはない気がする。呆れ顔で嫌味を言うことも、きっとない。

（変わらずにいてくれる）

　そう思ったら、なぜだか確かめずにはいられなかった。

「僕はさ、庶子なんだ」

　ひょいと眉を持ち上げて、軽快な口調で言ってみる。

　何でもないことだと思ってるみたいに。

「ジンドラン国王アッサムには、三人の子どもがいる。だけど、正妻のメリッサとの子どもは二番目まで。僕だけが、愛人の子ども」

　国の誰もが知っているこの事実を自ら言葉にするのは、もしかしたら初めてかもしれない。

「といっても、王の寛大なお計らいで、王位継承権も与えられたし、宮廷で育てられた。正妻によって、他の子どもたちと同じように」




　そう、ランスは庶子であるにもかかわらず、異常なほどの厚遇を受けたのだ。

　赤子であったランスには知る由もないが、王アッサムはランスが生まれた時、堂々と自分の過あやまちを認め、ランスを隠すようなことはしなかったらしい。ランスの生みの母親が出産してすぐに死んだこともあって、アッサムは国民とメリッサに潔く頭を下げたのだ。

　清廉潔白な王様の初めての不品行に国民は驚き、なじるような声もあったが、アッサムの正直さと真しん摯しな態度には、〝欠点もあることを知って人間味を感じた、むしろ親しみやすい〟という声も出たほどだ。

　その後、正妻であるメリッサが王の過ちを許して、子どもを自ら育てることを宣言すると、非難の声は日に日に少なくなっていった。非難すべきは、王を誑たぶらかした今は亡き卑いやしい愛人だと、罪の全ては死者になすりつけられた。

　一つの過ちを犯したが多大な功績をあげた王様と、過ちまでも受け入れた寛大な妃のことを、誰もが称たたえたのだ。

　その通りだとランスは思う。アッサムの統治は国を豊かにしたし、メリッサは素晴らしい妃であり母である。付け加えると、半分血の繋がった二人の兄姉も、素晴らしい王の子どもだ。庶子であるランスを差別することなくかわいがってくれた。家族にはランスを見下す者はいなかった。

　しかしいくら家族が優しくても、外に出れば、好奇の視線にさらされた。

　──あの子が例の子どもなのか。王様そっくりだな。

　──素敵な王妃がいるのに王をたぶらかした女の血が入っているんだろう？

　──庶子なんか、見放してしまえば良かったのに！

　取り巻く貴族や、世話をする使用人からさえ、ランスは値踏みするようにじろじろと眺められた。

（卑しい血が何だって言うんだ。僕は家族の一員だ。家族と並んで立てる、立派な王族になって、皆を見返してやる！）

　眼まな差ざしの意味を理解するようになったランスは、そう決意するようになった。

　勉学に励み、得意でなかった武道も手を抜かなかった。ランスだって紛れもない王族だと、大好きな家族の一員だと、周りから認めてほしかった。毎日、必死に努力した。

　文武両道の優秀な子どもだと一いち目もく置かれるようになるまでに、時間はそれほどかからなかった。ランスは自らを誇りに思い、家族だって喜んでくれた。

　だけど、周囲の反応は期待していたものとは違っていた。

　──庶子のくせに、王位を狙ってるのかしら？

　──卑しい血筋が入った者に、国を任せるわけにはいかない。

　──優秀なのは認めざるを得ない。うまく利用すれば、我が家の地位を押し上げられる。

　周囲はランスの優秀さは認めても、王族の、家族の一員だとは認めてくれなかったのだ。

　アッサムの後継者はダミアンだと、それまで誰もが信じていた。王女のアデラも優秀ではあったけど、権利は認められてはいても、今まで女性が王位を継いだ例はなかったから、ダミアンの方が有力だと考えられていた。先手を取った有力貴族の一部は、ダミアンを支持し、徒党を組んでいた。

　そして、彼らと対立する一派から、ランスはダミアンの対抗馬として無理やり祭り上げられることになった。ランスはダミアンのことが大好きだったのに、庶子であり、努力したというだけで、ダミアンを追い落とそうとしていると見なされてしまうようになったのだ。

　噂話は蔓まん延えんしたし、大好きな兄に対してランスの名前で抗議文が届くこともあった。

　努力すればするほど、周囲は見当違いの勘繰りをする。家族は徐々にぎくしゃくし始めて、次第に溝ができていった。

（家族と同等になりたいとは、思わない。せめて、邪魔にならないように）

　ランスは王位継承権を自ら放棄した。母と兄姉は止めたけれど、アッサムは了承してくれた。

　家族が大好きだった。迷惑をかけるくらいなら、同じ立場なんていらなかった。良いように使われて、便利な捨て駒になっても構わなかった。その立ち位置にいれば、家族が平穏にいられるのなら、喜んで受け入れたいと思ったのだ。

　そして、今まで反発していた、皆が言う「卑しい血」を肯定するようになった。

　王を誑かした、見たこともない母親の卑しい血、それが自分にも流れている。女の子に声をかけて、適当に遊んで、いい加減に楽しく過ごす。仕事はしっかりこなしたけど、それ以外はふらふらと下町で過ごした。見栄を張る必要もなくて権力争いとも関係のない、かわいいだけの女の子と遊ぶのは案外楽しくて、そう思う度、自分の中に流れる血を実感した。

　女好きで庶民派、優しい王のお情けで王族になった、ランス王子。身分に合わない継承権は捨てて、高貴な兄姉の便利屋として使われている。ランスの思惑通り、すぐに貴族の間でそう囁ささやかれるようになり、そのうち貴族だけではなく下町の住人すらも、ランスを軽視するようになった。

　だけど、下町の住人はランスを嫌っているわけではない。王族とは違う、自分たちと同じ庶民として、気軽に接するようになっただけだ。貴族間の腹を探り合う社交に疲れていたランスには、それがむしろ、心地良かった。

　王位に就くのは、優秀な兄か姉のどちらかだ。ランスは尊敬する兄姉の手足になれれば、それで良かった。




「まあ、王位継承権は自分で放棄したから、今はただのランスだ。仕事はこなすけど、私生活はだらしない、王族には相応ふさわしくないはぐれ者。王を誑かした厭いやらしい女の子どもだから、国民も納得してる。変な目で見られても、仕方がないさ。マルタもそう思ったんだろう」

　マルタはランスのことを、権力を笠に着て、好きな女を思いのままにする馬鹿王子と見ていたらしい。

　ジンドランではともかく隣国のノンダスにまで評判が知れ渡っているなんて、知らなかった。だけど、大丈夫。自分でもわかっていることだ。

　マルタの態度は商売人としてはまずいけれど、倫理感のある少年としてはむしろ普通なのだ。

「まぁ、と言うわけだから、あれこれ言われるのには慣れてるんだ。トリアも気にしないで」

　トリアの瞳は寂しげに揺れていた。窓から入る松明たいまつの炎を映して、橙だいだい色いろの暖かな光が差している。彼女の表情の変化はどんな時でも微々たるものだけれど、瞳だけは別だとランスは気づき始めていた。

　喜びも悲しみも、同情の心も、瞳を見つめれば簡単にわかる。

（僕はそれを確かめたかったんだな）

　話す必要にかられたわけでもない生い立ちを口にした自分に苦笑して、そんなことを思う。

　一緒に過ごすうちにわかったのだが、トリアは医療の知識は溢あふれるほどあるが、世情には疎うとい。サルバドールで人外だと言われてきたせいか、人に対して少しの偏見も持つことがない。

（だから、安心できるんだ）

　トリアの前でほっとするのは、自分を作る必要がないからなのだ。ぼんやりと感じていた居心地の良さに、理由を見つけて納得する。

「ちゃんと否定したわ。ランスはそんな人じゃないって」

　トリアの両の掌てのひらは固く握りしめられている。

「ランスは私を無理やり連れてきてはいない。むしろ、私のために同行してくれるのだと。それに私はランスと一緒で嬉しいわ」

　早口で言ってから、小さな声で「言ってはいけないことかもしれないけれど」と付け加える。

「一緒で、嬉しい？」

　彼女の言葉尻を、ゆっくりと復唱すると、

「ごめんなさい」

　トリアは小さな声でそう言った。

「何で謝るの。僕だってトリアと一緒にいると嬉しいし、トリアがそう思ってくれたら尚更嬉しいのに」

　思わず、声が大きくなる。

「そうなの？」

「そうだよ。当たり前だ」

　言いながら、自然と笑顔になってしまう。トリアの一言で、マルタに悪く思われたことなど、すっかりどうでも良くなってしまった。

　トリアはしばらく中空を見つめた後、

「本当に、嬉しいの」

　ランスに応こたえるように、ぎこちなく微笑んだ。

　左右の口角は等しく持ち上がってはいないし、頰は弛し緩かんしている。若干ひきつってはいるけど、見ていて温かな気持ちになるその表情は、確かな笑顔だった。

（もしかして、好き、なのかも）

　心の真ん中が熱くなって、じわじわとその温かさが体中に広がっていく。

　彼女の傍を心地よく感じるのは、自分を作る必要がないという理由以上の、気持ちがあるからかもしれない。

　仕事であれ私生活であれ、取り繕ってきた自分を解放できるトリアに、好意を感じているからなのかもしれない。

　そして、目の前の笑顔からは、トリアがランスに好意を感じていることも伝わってくる。

　一昨日は勘違いだったけど、今日は違う。きっと、トリアもランスに好感を抱いている。

　ゆっくりと近づいて、トリアの肩を抱いてみると、トリアは潤んだ瞳でランスを見る。

（これは、いける！）

　ごくりと唾を飲んで、さらに距離を縮めようとしたその時、トリアが柔らかい声で呟いた。

「こんな風に感じるのは、随分久しぶりだわ」

「……そう？」

　言いながら、そのままゆっくりと身体を離す。

（昔の、恋人のこと？）

　ルーセントとして道具扱いされていたらしいトリアに、支えてくれる存在があったことを、喜ばなくてはならない。

（だけど、今、ここで？　こんなにいい雰囲気なのに？）

　さりげなく拒否されてるのかも……不安になったランスが、トリアを覗き込むと、

「昔ね、私がまだ人間だったころ、父さまといた時の感じと似ているわ」

　トリアはふわりと笑って続けた。今度は、自然な笑顔だった。

「……そっか」

　自分の顔が引きつるのがわかる。

（また、勘違い）

　動揺を悟られないように、ゆっくりと距離を取ると、

「傍にいると嬉しくて、何だかほっとした。ランスといる時も、同じように感じるの。嬉しくて、ほっとする」

　今度はトリアから身体を寄せてくる。

　至近距離でまっすぐに見つめられると、

「僕も、ほっとするよ」

　自然と言葉が溢れ出る。

　種類はどうあれ、同じ気持ちを抱いている。それが嬉しくて、邪よこしまな気持ちはいつの間にか消えていた。












「トリア様とは、随ずい分ぶん打ち解けていらっしゃるようですね」

「……」

　トリアが朝の祈りとやらを捧ささげている間、ランスとロサは先に部屋を出て、食堂でトリアを待っていた。きれいな食堂で飲む美お味いしいコーヒー、目の前には穏やかに微笑ほほえむ美しい女性、そこまでは良かったのだが。

「さすがランス様ですね。トリア様があれほど積極的に人と関わろうとするのは、久しぶりです。ですが、自分の意見としては、あの雰囲気なら一気に進展することも可能だったかと思います」

　部屋を出た瞬間からロサに淡々と持論を語られて、ランスは既にうんざりしていた。

「……というか、何で知ってるんだ？」

　ロサは隣の部屋にいたはずだ。

　起き抜けのトリアの表情は柔らかく、初めはその顔を見てランスとの仲が深まったのを察したのかと思っていたのだが、ロサの口ぶりは詳しすぎる。まるで、その場にいたかのような……

「自分は耳が良いもので、耳を澄まして意識を集中すれば、隣の部屋の物音くらいは聞くことができます」

「……！」

　口に含んでいたコーヒーを思わず噴き出しそうになる。

　こほんと咳せきをして、息を整えると、

「やめてくれ……」

　小さく呟つぶやいた。

（最悪だ。でも、見られてないのは不幸中の幸いかも）

　会話だけなら、ランスが二度目の勘違いをして百面相する様子はわからなかったはずだ。あれを見られていたらと思うと、ぞっとする。

「それにさ、さすがも何も、僕はトリアから父親のように思われている。彼女と恋仲になるのは無理だ」

　なぜ自らこんなことを言わなければならないのか。情けない気持ちになりながら、ランスが宣言すると、

「大丈夫です」

　ロサはにっこりと笑う。

「父親はトリア様にとって、愛しさの象徴ですので」

「君の言ってること、よくわかんないんだけど」

　実のない話をだらだらと続けているうちに、祈り終えたらしいトリアがやってきて、三人で朝食を取る。

　歯ごたえのあるパンの上に焼いた卵と燻くん製せい肉にくが載っている食堂一押しの朝食は、とてもおいしい。会話もせずに黙々と食べてから食堂を出て、受付嬢に蜘く蛛も小屋の場所を聞いて、出発する。

（早いとこ蜘蛛糸を手に入れよう）

　沢山の蜘蛛を眺めるなど、ランスにとっては地獄のようなものだ。

　宿からの一本道をしばらく歩くと、前方に蜘蛛小屋が見えてきた。天幕の市場とは違って、華やかさの欠片かけらもない古びた木造の建物の前に、昨日の女性が立っている。

「お待ちしておりました。ジンドラン王国第二王子、ランス様。私は村長補佐のナターリアと申します」

　歓迎の声音で迎えてくれたのは、昨日約束をした中年女性だった。

　彼女を、正確には彼女の肩にへばりついているある物体を見た瞬間、ランスの顔から血の気が引いた。

「明るい場所で見ると、国王様にますます似ておられますわ」

　ナターリアが一歩進み出る度、顔面蒼白のランスは後ずさりする。

　彼女の右肩には小型犬ほどもある大きな蜘蛛が乗っていた。鮮やかな黄色と黒のまだら模様のその蜘蛛は、一見作り物のようだが、ナターリアが歩みを進める度にもぞもぞと動いている。

「ランス、大丈夫？」

　貼り付けたような笑顔を浮かべたまま無言を貫くランスを、隣に立っていたトリアが覗のぞき見みる。

「…………だい、じょう、ぶ」

　やっとのことで言い切った瞬間、今まで傍ぼう観かんしていたロサが、ぽつりと呟いた。

「ランス様は蜘蛛が苦手なのですね」

　横目でロサを睨んでから、ランスは意を決して勢いよく視線を上げたが、すぐにやや下方へと逸らして、ややあって、力なく呟いた。

「よろしく、お願い、します」

　いつもならなめらかに出てくる社交辞令も一切出ない、弱々しい口ぶりだった。

「ご案内いたしますわ」

　蜘蛛の紫糸はまだ開発中で売りだせるような段階ではなく、奥の小部屋で実験的に飼育されているのだという。提案された工場内の蜘蛛の見学を丁重に辞退して、薄暗い廊下をのそのそと歩いていると、

「ランス様のことは信頼しておりますわ」

　ナターリアが唐突に口にする。

「はあ、ありがとうございます」

　いつもならいくらでも軽口を叩いて会話を弾ませられるのだが、ランスはあいにくそんな気分ではなかった。この施設には蜘蛛が大量に飼育されている。いつ物陰から飛び出てくるかわからない。

「ジンドランは生物学に精通した著名な研究員が多くいらっしゃいますね。派遣していただいたおかげでフィーロは何度も救われておりますわ」

　しかしここまで聞けば、本調子ではないランスにもわかる。つまり、フィーロは紫糸の開発に行き詰まっていて、ジンドランの研究員に支援してほしいのだろう。

　ノンダスは広大な土地の恵みを、最大限生かした王国だ。気候は温暖だし、土地も肥えている。農作物も家畜も手をかけなくても育つし、自生する木々は質の良い材木になる。ノンダスが大国なのは土地が豊かで、資源も豊富だからだ。

　一方、ジンドランは気候こそ温暖だが、土地自体は粗末なものだ。山が多く傾斜が激しい上に、年に数回火山の灰が降り注ぐから、独特の土質で樹木は育たない。狭い国土のほとんどが、畑にも畜産にも向かない土地なのだ。首都であるマキシムだけは火山から遠く、透明な湖に豊かな緑と美しい街ではあるのだが、国としての資源はないに等しい。だから、アッサムが王位に就くまでは、何の特徴もない弱小国だった。

　アッサムは資源がない国をどうにかしようと、私財をなげうって教育に力を入れた。国民こそが最大の資源だという主張だ。遠方の国々に頼み込んで学者を派遣し、教えられた技術を持ち帰らせた。あらゆる国の技術を学び、改良し、磨き上げて、学問大国、そして技術大国へとのし上がったのだ。ノンダスから資源を輸入、加工して付加価値を付けて、国土の大半が海に面した貿易大国であるアガに輸出する。ジンドランの国としての収益は、そうして生まれている。

　ジンドランが繁栄しているのは、資源豊富なノンダスと、貿易大国のアガが隣にあるからこそだ。二国との関係は重要だから、要請されれば、すぐさまジンドランの優秀な技術者を派遣している。アガもノンダスも、技術は突出して高くはないから、ジンドランの助けはありがたいはずだ。利害が一致した両国との関係はおおむね良好だ。

「紫はノンダスの貴族にとっては特別な色です。質の高い糸なら高値で売れます。特に、蜘蛛糸の紫は目を見張るほどの、本当に美しい色です。売りだせれば大きな利益に繋がります」

　ジンドランに正式に援助を求めるなら、ノンダスの上層部に要請しなければならない。要請費用だけで出費がかさむ上、特別区域とはいえ、たかが一つの村の利益のためにノンダスが動くかどうかわからない。お忍びで訪れた隣国の王子をうまく利用したいのだろう。

「わかりました。僕の一存で決めることはできませんが、力になれるかもしれません。話してください。現品もいただければ助かります」

「ありがとうございます」

　つきあたりにある頑丈そうな扉に、ナターリアが鍵を差し入れる。

　するりと一周回してから扉を押すと、ギギギッと耳につく音がして、中の光が漏れてくる。薄暗い廊下と違って、室内は随分明るいようだ。

「………うっ」

　ランスは思わず口を押さえて後退りする。壁に背中を密着させて、目を大きく見開いた。全身が粟あわ立だち、冷や汗が垂れてくる。

「たくさん、蜘蛛がいるのね。あ、桃色の蜘蛛だわ」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、トリアの弾んだような声が聞こえる。

「本当ですね、トリア様。あっちには、緑と赤の縞しま模様の蜘蛛がいますよ」

　年頃の女の子が嬉々としてする会話とは思えない。ランスはがくりと項垂れた。

　目の前には、無数の蜘蛛。数匹どころじゃない、数百匹はいる。

　小部屋は大きな硝子の板で仕切られていて、その向こうが飼育部屋となっているらしい。

「紫糸用の蜘蛛たちですわ。硝子ガラスの仕切りから出すことはできませんので、残念ながら触っていただくことはできません」

　全く残念ではない。むしろありがたい。

　言葉も出ないまま、心を落ち着かせるために、深呼吸を繰り返す。その空気すらも無数の蜘蛛と共有していると思うと、泣きたくなる。

「そうなんだ」

　トリアが呟くと、

「残念ですね、トリア様」

　心底気の毒だとでも言いたげに、ロサが眉根を下げた。

（僕は絶対に慰なぐさめないぞ！）

　ランスが心の中で突っ込みを入れていると、

「この子なら大丈夫ですわ」

　ナターリアがそう言って、肩の上の蜘蛛をゆっくりとトリアに手渡した。

　トリアの真っ白な手の甲の上に、毒々しい色の大蜘蛛が八本のいびつな足を、のそのそと進めていく。

「─────ト、ト、トリアッ！」

　優しげに蜘蛛を撫でるトリアを見て、ランスはそのまま蹲うずくまった。

「いい、来ないで！　大丈夫だから、さ……」

　駆け寄ろうとしたトリアを上ずった声で制すると、トリアは不思議そうに首を傾げた。

（やばい。かっこ悪すぎる）

「ランス様……腰が抜けたのですか？」

　ロサに突っ込まれ、情けない気持ちになっていると、ナターリアが溢れんばかりの笑みを浮かべて口を開く。

「蜘蛛が苦手なランス様、そのままで構いませんので、お聞きください。ここなら誰にも聞かれませんので」

　一旦言葉を切ってから、ゆっくりと続けた。

「蜘蛛が作る紫糸には、毒があるのです」

「……毒？」

　それどころではなかったが、やっとのことで口に出す。

「御存知なのかと思っていましたが」

　ナターリアは意味深に微笑んでから、ゆっくりと続ける。

「触れただけで、最悪死んでしまうほどの毒ですわ。毒を除こうとすると、美しい紫も消えてしまいます。問題はどうやって、色を抜かずに毒を排除するか。それができれば、この紫で布を作ることができる」

　ナターリアは、硝子の仕切りの向こうに張り巡らされた、キラキラと輝く紫糸を指差した。光の加減で淡いすみれ色にも深い桑の実色にも見える紫は、言われた通り、他に見ないほど美しい色だ。

「現物をお渡ししますが、ランス様に危険があっては国際問題になります。決して直接触れぬようお気を付けください。それと、この蜘蛛はこの村で稀まれに生まれる突然変異体です。商売敵に情報が漏れてはいけませんので、ご配慮ください」

　ナターリアは懐から小さな木箱を取りだして、トリアに手渡す。

「中には布で巻いた糸を一房入れてあります」

　少し考える素振りを見せてから、

「何に使われるのかはお尋ねしませんから、ご安心を」

　密やかな笑みが口元に浮かんでいた。秘密を共有したという顔だった。

　ナターリアは、紫糸が持つ猛毒の噂を知ったランスが、よからぬことに利用するために訪れたと考えているのだろう。秘密を守り、協力する代わりに、研究を手伝えということだ。

（ま、いっか。というか、また毒なのか？）

　どう勘繰られようが、手に入るならそれでいい。糸は確かに美しいし、知り合いの昆虫学者に協力を要請するのも構わない。彼なら喜んで引き受けてくれそうだ。

　ランスの独断で約束はできないが、フィーロとの結びつきを深めるのは、ジンドランにとっても良いことだろうし。

（でも……何はともあれ、早く外に出たい）

　蠢うごめく蜘蛛たちを眺めながら、ランスは大きなため息を吐いた。





　　　　　☆






　来た道を速足で戻って小屋を出る。ナターリアに簡単に挨あい拶さつを済ませ、そこを離れると、ランスはようやく柔らかな笑顔を取り戻した。

「ああー、まだ昼だけど宿に入らない？　もう今日は疲れた。休みたいし、湯に浸かりたい。背中がぞわぞわする」

　言いながら、ランスは両肩を自身の腕で抱きしめて、身震いした。

「昨日の宿で良いかな？」

　そう尋ねるランスに、トリアは首を傾げて尋ねてみる。

「ランス、蜘蛛が嫌なの？」

　──ランス様は蜘蛛が苦手なのですね。

　──蜘蛛が苦手なランス様。

　ロサもナターリアも、ランスが蜘蛛が苦手だとすぐに気づいたようだけど、トリアには、いまいちわからない。ルーセントにとって、人が何を苦手とするかを見極めるのは、とても難しいことだ。好き嫌いを推し量ることすら簡単ではない。

　ランスは顎あごに手を当てて少し唸うなった後、両手を上げて観念したように口を開いた。

「苦手だし、大嫌いだ。できれば絶滅してほしい」

　ややあって、慌てたように付け加える。

「蜘蛛だけだからね。全ての虫が駄目とかじゃないよ。蝉せみとか蝶ちよう々ちようならいける。てんとう虫も大丈夫だ。蜘蛛は、蜘蛛だけは、嫌な思い出があるんだ」

「大丈夫です、ランス様。虫が苦手な男性は確かに情けない部類に入るかもしれませんが、情けない男性を好む女性もいるものです」

「ロサ、中途半端に慰めないでくれ」

　ランスとロサの掛け合いを聞きながら、

「嫌な思い出？」

　気になった単語を拾ってみる。

「ああ、昔、五歳くらいの頃かな？」

　ランスがトリアに向き直り、話し始める。

「武術の試験に合格できなくて、落ち込んで部屋に閉じこもってた。出てこいって何度も言われたけど、返事もせずに引きこもってたら、姉にいたずらされたんだ。まぁ心配してというか、どうにか部屋から出てこさせようとしたんだと思うけど」

　当時を思い出したのか、ランスは大げさに顔を歪ゆがませる。

「姉様、アデラ第一王女から突然部屋に蜘蛛を投げ入れられて、これは悪魔の使者だから、出てこないと地獄に連れて行かれるわよって。で、その時初めて蜘蛛を見て、あまりに気持ち悪いからぞっとしたわけなんだけど」

　ランスが一息ついたところで、「元気の良い王女様ですね」ロサが相あい槌づちを打つ。

「で、入れられたのはまぁ、百歩譲ゆずって良いとして、その蜘蛛、卵を抱えてたんだ。姉様が扉から投げ入れた拍ひよう子しに、腹が弾けて、何百匹という蜘蛛がざわざわーって……」

　ランスが、げんなりした様子でそう言って、大きくため息をつく。

「扉付近は蜘蛛まみれだし、逃げ場はないし、もう怖くて怖くて、窓によじ登ったら、そのまま落ちて死にかけた。流石さすがの姉様も部屋の惨さん状じようを見たら青ざめてたよ。あんなに謝られたのはあれ一度きりだ。あの高こう慢まんな人が、償つぐなうために一つだけ言うことを聞くとまで誓ったんだ。もったいなさすぎて、まだ何もお願いしてないけどね」

　ランスは乾いた声で笑いながら、トリアを見る。

「ふーん」

　状況を想像してみるが、やはり、ランスの気持ちは理解できなかった。

「ちょっと、何その反応」

　肩を落としたランスの気持ちは、トリアにはわからない。

「嫌いってどういう感じなのかなって思って」

　トリアには、負の感情が乏とぼしいから、ランスからいくら説明されても、いまいちぴんとこないのだ。

　トリアが首を傾げたのを見て、ロサが寂しそうに笑う。

　ロサは幼い頃からいつも一緒にいてくれた、トリアに一番近しい従者だ。だけど、トリアはそのロサの嫌いなものでさえも、今は正確に判断することができない。それはきっと、トリア自身が、「嫌い」という感情を忘れてしまったからだと思う。

　選より好ごのみしてはいけません。これはルーセントになって一番初めに、婆ばばから教えられたことだ。特別好きだと思うことも嫌いだと思うことも、ルーセントには禁じられている。

　ルーセントは人ではない。感情はいらない。人の指示に従うだけの、道具なのだから。何度もそう言い聞かせられるうちに、かつては感じていたはずの感情にすっかり疎うとくなってしまった。

　それでも、きれいな花を見たり、お風呂に入ったり、治療が上う手まくいって感謝された時は、心が浮き立つ。口にすれば咎とがめられるだろうが、言わなければばれないから良いだろう。その気持ちが「好き」ということで、その時の心が温かくなる感じが「幸せ」なのだろうと、トリアは理解していた。

　ランスとの旅の途中、何度も幸せな気持ちになった。心が温かくなるのは、ランスが好きだからだとそう気づいた。だけど、口にするのは憚はばかられた。ルーセントにとっては禁じられていることだから。

　ランスは優しいから婆みたいに怒ったりはしないかもしれないが、困らせるかもしれないと思ったのだ。それでも、マルタに言いがかりをつけられて、黙ってはいられなかった。

　──王子だからって、思い通りになることはない。嫌がる君を恋人にするなんて最低だよ。一緒に逃げよう。

　そう言ったマルタに、本当のことを知ってほしかった。ランスはトリアなんかの恋人ではなくて、すごく優しくて、ルーセントであるトリアでも、傍にいたいと願ってしまうような人だと、教えてあげたかった。

　だけど、アッサムの治療については秘密にしなければならない。

　どこまで話して良いものか判断しかねて、でもどうしても、ランスを侮ぶ辱じよくするのをやめてほしかった。だから、言ったのだ。

　──私はランスと一緒にいるのが嬉しいの。

　それきりマルタは黙ってしまったから、トリアはほっとした。

　だれど、ランスに直接言ってしまうと、罪悪感で押しつぶされそうになった。ランスを困らせてしまうと思うと、悲しくてたまらなかった。

　だけど、ランスは喜んでくれた。嬉しいと思うことを許してくれて、自分も嬉しいと、そう言ってくれたのだ。

　役立つと言われたことなら、何度かあったけれど、嬉しい、は初めてだった。幸せだった。心が温かくなった。

　でも、苦手や嫌いは未だにわからない。だから聞いてみた。それだけなのに。

「トリアにも嫌いなものあるだろ？」

　ランスは当然のようにそう言った。

「ないわ」

「あるさ」

「ないの」

「……緑豆」

　押し問答の末、ランスが反はん駁ばくする。

「今朝の朝食で食べた時、顰しかめ面つらしてたじゃないか」

　緑豆は、ぱさぱさして食べ辛い。味も美味しくない。それだけだ。

　隣のロサがくすくすと小声で笑うのが、聞こえてくる。

　少しだけ考えて、

「嫌いじゃないわ」

　言ってから、ランスから顔を背そむける。

　そう、嫌いではないのだ。美味しくないと感じただけ。

「じゃあ、今日も食べる？」

「…………」

「ほら、それが嫌いってことだ」

　嫌いとは、食べたくないことなのだろうか？

　釈然としないまま、考えていると、

「マルタのことも嫌いだろ？」

　ランスが、試すような口ぶりで聞いてくる。

「嫌いじゃないわ」

「じゃあ、もう一度話したい？」

「…………」

　話したくなどない。マルタはランスを馬ば鹿かにしたのだ。

（話したくないことが嫌いの証なのかしら？　もう、わかんないわ）

　頭が混乱してきて、縋すがるようにランスを見ると、

「ほらね」

　ランスが得意げに言う。

「嫌いっていうのは、嫌だと思ったり、避けたくなることだよ。つまりトリアは、緑豆もマルタも嫌いなんだ」

「トリア様、完敗ですね」

　慰めるように肩を叩くロサも、何だか嬉しそうだ。

　宿に入って、手続きをしてくれたランスの後に従った。

「では、今日もこの部屋割りで。がんばってくださいね、ランス様」

「……ロサ、頼むから今日は聞き耳を立てるなよ」

　部屋の前まで来てランスとロサが話しあった結果、昨日と同じ部屋割りに決まったらしい。

　ロサは昔から、トリアを男と二人にさせたがる。何の意図があるかは未だにわからないけど、その時、男には決まって「がんばってください」と声をかける。

　機嫌よく隣の部屋に入るロサの背中を見送ってから、ランスの後に従って部屋に入る。昨日と同じ眺めの良い部屋に足を数歩踏み入れた時、ランスがいきなり振り向いた。

「好きなものも嫌いなものも、もっと教えてよ」

　ランスが唐突に言った言葉が、先ほどの会話の続きだとわかったのは、しばらく経たってからだった。

「いいの？」

　恐る恐る、聞き返す。

　だってそれは、ルーセントにとって、禁じられていることだ。

「もちろん」

　迷いのない口調で言い切るランスに、

「ルーセントなのに？」

　トリアが聞くと、ランスは困ったように微笑んで、トリアの髪をくしゃくしゃと撫でまわす。

「僕にとってはただのトリアだよ。君のことがもっと知りたいんだ」

　ただのトリア。今までそんなことを言われたことはなかった。

　トリアは、いつだってトリア・ルーセントだった。三番目のルーセント、それ以外ではありえない。

（ただのトリアのことを話すなんて、許されることなのかしら？）

　ルーセントではないトリアに、価値なんてないのに。

「トリアは昨日の僕の話を聞いて、どう思った？」

　ランスは昨晩、自分の生い立ちを話してくれた。トリアはルーセントだけれど、人間にとってそれが辛いものだということは、何となく理解できた。ランスは笑っていたけど、とても悲しそうに見えたから。

「ランスは、ランスよ」

　ランスは嬉しそうに微笑んで、少し前かがみになる。目の前にあるランスの瞳には、トリアの姿が映っている。

「それと同じだ」

　王子だろうと庶子だろうと、ランスは人間だけれど、トリアはルーセントだ。

　だけど、サルバドールの村ではあれほど厳しく指導されたことが、ランスと話すと、意味のないことのように思えてくる。

　ランスの瞳の中では、トリアはただの少女だった。真っ黒な球面に映る自分は、銀色の髪も真っ白な肌も、目立たない。トリアには、ただそれだけのことがとても嬉しいのだ。

「この窓から見える、夜景が好き」

　篝かがり火びに照らされて、天幕が色とりどりに輝いていた。昨晩の美しい光景。

「ランスがくれた空色のドレスが好き」

　動く度にひらりと風に舞う、花びらみたいなきれいなドレス。

「温泉が好き」

　温かくて柔らかに身体を包み込んでくれる、気持ちが良いお風呂。

「ロサが好き」

　いつも隣にいて、守ってくれる優しいロサ。

「……ランスが好き」

　ルーセントだということを忘れられる。一緒にいると幸せな気持ちになれるランス。

　柔らかな微笑みを湛たたえていたランスは、一瞬目を見張って、ふわりとトリアを抱きしめた。髪の毛がランスの指で梳すかれていく、その感触が気持ちいい。

「好きじゃないものは……私の髪の色」

　言葉を続けると、ランスの指がピタリと止まるのがわかった。

「それから、肌の色」

　これがなければ、トリアはルーセントでなく、人間でいられたのに。

　トリアはルーセントである自分が好きではなかった。

　ルーセントが尊い道具であることはよくわかっているし、治療して元気になった人を見ると、誇らしい気持ちにもなる。だけど、自分がルーセントじゃなかったら、そう考えずにはいられない。

「僕は、好きだけどね」

　ランスの大きな手が、トリアの背中を優しく撫でる。

「……どうして？」

　ランスもルーセントであるトリアが好きなのだろうか？

　当然だ。トリアの価値はそこにあるのだから。

（でも、ただのトリアだって言ってくれたのに）

　頭では理解できても、心が割れるように痛む。

　きっとこれが、「嫌」ということなのだ。すとんと心で理解した。何度も感じたことがある気持ちだった。今までトリアは、気が付かないふりをすることに慣れていたのだ。

「きれいだから」

　ランスの口から出たのは、思いもよらない言葉だった。

「銀髪も、真っ白な肌も、すごくきれいだから」

　何も言うことができなかった。ルーセントである以外に、評価されたことがなかったから。ルーセントの特徴がきれいだなんて、思ってもみなかったことだ。

　ルーセントの身体は、人間にとって薬になる。今まではそれだけがトリアの価値だった。

「きれいなものは、それだけで価値があるんだ。知ってる？」

　ランスは腕を緩めてトリアの顔を覗き込むと、茶目っ気のある笑顔でそう続ける。

　つまり、ランスはこう言ってくれたのだ。

（ただのトリアにも、価値がある）

　嬉しくて、自分がそう思っていることを、ランスに知らせたかった。

　ルーセントではなく、ただのトリアとしてお礼を言いたかった。

　ランスのような優しい笑顔を作りたかったけど、顔の筋肉がこわばって思うようにいかない。そのうち一筋の涙が溢れ出て、ますます笑顔から遠のいてしまった。

　ルーセントになってから、初めての涙だった。抑えようとしても、次から次に溢れてしまう。頰を伝って口に入った涙はしょっぱくて、懐かしい味がした。かつてはよくこの味を感じていたのに、すっかり忘れてしまっていた。

「……あり、が、とう」

　やっとの思いで言葉を紡いだけど、伝わったのかどうかはわからない。だけど涙が涸れるまで、ランスは背中を撫で続けてくれた。
















　　　　　☆






　翌日、朝早くに宿を出た。初日に教えられた北門へ向かう。鮮やかな青い旗が風に揺らめいていて、とても美しい。

　門番に軽く会釈をして、外に出る。親父が言った通り、出村の時には取り立てて確認手続きはないらしい。預けておいた馬を引き渡すと、門番は笑顔で旅立ちを見守るだけだ。

　ランスとトリアはジンドランからランスが連れてきた馬に、ロサは仕立屋の親父からそのまま買い取った馬に乗って、小さな美しい村から離れていく。

　早朝であるせいか、人はほとんどいなかった。舗装された道をしばらく歩き、分岐点で立ち止まる。村道は終わりだ。

　ここからは襲われる可能性も高くなる。チラリと後ろを見て、トリアの帽子を確認する。小さな頭はすっぽりと布に覆われて、髪の毛はもちろん、瞳も隠れていた。

「襲われそうになったら、駆け抜けるから」

「かしこまりました。戦う時は参戦します」

　これからのことは昨日のうちに話してある。ロサが軽快にそう言って、トリアが頷くのを確認し、馬を歩かせる。




　────その、たった数分後のこと。

「最悪」

　ランスは馬を走らせながら、小さく独りごちていた。四人のむさくるしい男どもが、下品な言葉を口にしながら追いかけてくる。

　トリアは言いつけどおり、身を小さくしてランスにしがみついていた。

「待ってたぜぇ」

　諦めの悪い男どもを一瞥して、ランスは小さくため息をついた。

　相手の馬は、尋じん常じようではないほど足が速い。瞳は充血し、唾を吐き散らしているその様子から見て、薬か何かを飲まされているのかもしれない。これでは追いつかれるのは時間の問題だ。

「逃げていてもきりがない、か」

　相手は四人。見たところ、そこまで強くなさそうだ。

　刀を抜いて構えると、トリアがしがみついていることを確認し、一気に馬を加速させる。まずは一人、顎あご髭ひげを蓄えた男の後ろに回って背後から斬りつける。

　男が馬から落ちたのを見届けると、横から振ってきた刃やいばを受けて薙なぎ払はらう。別の男がランスの後ろに近づいていた。相手に向き直って刀を交えると、キィンと固い音がする。太た刀ち筋すじを変えて、横から脇腹を刺す。男が怯ひるんだ隙に、馬を前方に走らせた。

　残りの二人は少し遠くでロサが相手をしてくれているから、ランスはこの二人を片付ければ良いのだけど。

（トリアを守りながら二人を相手にするのは、きっついなぁ）

　殺してすむならその方が楽だけど、なるべくなら傷つけたくない。戦意を削そぐ方法はないだろうか。そんなことを考えていると、

（えっ？）

　遠方から、一本の矢が飛んでくる。

「……っ！」

　勢いよく飛んできた鋭い矢は、目の前の男の喉にずぶりと突き刺さった。

　男の体がぐらりと傾いて、崩れ落ちる。同時に、男が乗っていた馬が大きく嘶いなないて、そのまま地面に蹲うずくまった。

　喉から血を噴き出した仲間の様子を見て、ランスに剣を向けていた髭男が慌てふためく。

「な、な、何だ！　待ってく」

　言い終わらないうちに、髭男の喉にも、ズブリ、矢が突き刺さる。

「な、何なんだ……」

　呆然としているランスの前に、

「ランス様、ご無事ですか？」

　馬に乗ったロサが、いつもと変わらない穏やかな表情で、悠々と近づいてくる。

（あんな遠くから、命中させたのか？）

　しかも喉のど真ん中、よほどの腕がないとできない芸当だ。

　腕が立つとは思っていたけど、ここまでとは。

　馬から降りて、倒れている男たちを抱きかかえる。脈は既に止まり、瞳どう孔こうは開いている。一瞬で絶命したらしい。

「何も、殺さなくても……」

　瞼まぶたを下ろしてやりながら、そう呟くと、

「敵に情けをかけるのは、危険です」

　ロサは当然のように言ってから、馬から降りると、ランスを立ち上がらせる。

「ランス様がお気になさる必要はございません」

（確かに、ロサは悪くはない）

　悪いのは男たちの方で、盗賊行為をする者への反撃は正当防衛だ。殺してしまっても、処罰は受けない。

（だけど、殺したくはなかった）

　ランスの心を読んだのか、自らの意思なのかはわからないが、トリアもふらつきながら馬から降り、倒れている男たちを見下ろす。

「……ルーセントにも、死者を生き返らせることはできない」

　トリアは呟いて、眉根を寄せている。

　ややあってしゃがみこみ、傍に倒れている馬の呼吸を確認すると、

「馬は何とかなる、かも」

　言いながら、おもむろに指先を嚙んで、血を垂らす。

　ロサは男たちだけではなく、馬の脚も矢で射ていた。口から泡を吹き出している馬たちは、やはり興奮剤か何かを飲ませられていたのだろう。向かってこられたら危険だから、馬の動きを止めたロサの判断は正しい。

「動物には優しくするようにと、先日言われたばかりですので」

　処置を施すトリアの様子を眺めながら、ロサが呟いた。

「人はいいのか？」

　尋ねると、

「盗賊を殺すのは正当防衛です。トリア様だって、仕方がなかったと思ってくださいます。そもそもルーセントには、善人しか助けてはならないという掟もありますし。だけど、馬には罪はありませんから」

　ロサはにっこりと笑う。

「終わったわ」

　視線を向けると、倒れていた馬は、いつの間にか以前よりも元気そうに駆けまわっている。

　ゆっくりと馬に乗り、トリアを自分の馬に引き上げる。

　手綱を引いて馬を進めながら、四人の男の亡なき骸がらを一いち瞥べつする。

　知らない男共だ。ランスだって、悲しくはない。人を殺そうとして、自分が殺されるのは、自業自得という奴だ。

　ロサははなから男たちを殺すつもりだったのだろうし、トリアだって気の毒そうな顔はしながらも、仕方ないことだと諦めている。

　だけど、ランスだけは、殺してはならなかったのに。

　小さくため息をついて、意識を切り替える。

（やはり、情報が漏もれているのだ）

　トリアは一昨日帽子を買ってから、外ではずっと被かぶっていた。傍はた目めにはルーセントだと気付かれるはずはなかった。

　──待ってたぜぇ。

　男の言葉を思い出す。知られていたのは、ルーセントの存在だけではないのかもしれない。

（僕たちの行先を知っていたんじゃないだろうか？）

　トリアの持つ地図の詳細が漏れていれば、待ち構えるのは簡単だ。何しろ、フィーロの出口は一つしかない。一本道の村道で襲うのは特別区だから無理だけど、分岐点で待っていれば必ず捕まえることができる。

　思考を巡らせていると、

「トリア様、見えてきましたね」

「ランス、今日はあの村に泊まるの？」

　目を凝らすと、前方に小さな村が見えた。

　初めの印がネムスの森、次の印がフィーロだということは、地図を見てすぐに気が付いた。しかし、三番目の印には思い当たるところがない。そこで何を得るのかさえ、ランスはまだ知らない。

　今日はとりあえず、印に一番近い村に宿泊することに決めていた。トリアの心が落ち着くのを待ってから、ゆっくり話を聞いて、美お味いしいものを食べよう。

　ランスはそう意気込んで、馬を走らせた。




　村に着いたのは、日が大分沈み、夕刻というには遅すぎる時間になってからだった。

　寂れた村の薄暗い街並みを見て、ランスが初めにしたのは食堂を探すことだ。

　繁華街ならこれからという時間なのに既に明かりが消えつつある、どこもかしこも閑かん古こ鳥どりが鳴いた村だった。これ以上遅くなれば食事を取ることができなくなる可能性が高い。ランス自身疲れていてすっかり空腹だったし、ロサだってそうだろう。特に、旅慣れないトリアはしっかり食べて力を蓄えてほしいから、食べ損なうのは避けたかった。

　閉店間際の食堂を見つけて慌てて中に入ると、

「こんなところによく来たねぇ」

　心の底から驚いたとばかりに、店主が声をかけてくれた。嫌がられている様子がないのにほっとして、名物だという豚肉の煮込み料理を注文する。

　出された料理をかきこむと、腹にじんわりと温かさがしみ込んできて、ようやく一日を振り返り、これからを考える余裕が出た。

　一息ついて、肉の横に添えられた緑豆を皿の端に器用に寄せているトリアを眺めながら、ランスは思わず苦笑する。

（完璧に僕のせいだな）

　嫌いではないと豪語していた先日まで、平気を装って、それでも隠せない苦々しい顔でトリアは緑豆を口にしていた。しかし、ランスが言い当て、トリア自身も嫌いだと認めてからは当然のように残すようになってしまった。

　安価で栄養のある緑豆はノンダスでは添え物として定番で、基本的にどの料理にも付いてくる。ジンドランに着いてしまえば出会うことも少ないが、ノンダス滞在中は避けては通れない野菜なのだ。

（僕が、残すなって言うのもなぁ）

　嫌いなものを教えてくれと言った、そして嬉々として指摘した自分が、注意するのはおかしい気がする。

（それに、嬉しいんだよな）

　徹底して自分を律していたトリアが本来の自分を見せ始めてくれているということが、ランスには嬉しかった。全てを嫌わないことは確かに立派だが、とても悲しいことだ。

　昨日の一件以来、トリアは少しずつではあるが、笑顔を見せるようになった。渋じゆう面めんをつくったり、頰を膨らませたり、眉尻を下げて怖がったりもした。人間らしくなった、とも言えるかもしれない。少しは心を開いてくれたのだろうか？

　視線を感じたのか、ふとトリアが視線を上げた。

「ごめんなさい」

　眉尻を下げて、悲しげにランスを見る。

「いや、怒ってないよ。僕も緑豆はそんなに好きじゃないし」

　ランスは慌てて首を振る。視線に咎めるような色を込めたつもりはなかったけど、トリアにはそう見えたのだろうか。

　トリアは首を傾げてから、

「盗賊が来たのは私のせいでしょ？」

　訝しげに眉を顰ひそめた。

「ああ、そっちね」

　ランスは頷くと、

「それは良いんだ。ああいう輩やからから君を守るのが僕の役目だし、ほとんどロサに任せちゃったし……」

　少し言いい淀よどんでから、トリアとロサを順に見て、思い切って口に出す。

「サルバドールが君たちを連れ戻そうとしてるってことはないよね？」

　地図の情報が漏れているかもしれないというのは、昼間考えた可能性の一つだ。

　ジェシカの件からルーセントについて噂うわさが広まっていることは知ってはいたが、トリアの持っている地図の情報まで知られているのは、それとは別問題だ。

　革新派がルーセントの情報を漏らすのは、実権を持つ正教会への反発が理由だと聞いている。しかしそれなら、地図の情報を漏らすなんて、全く意味がない。彼女の居場所を知らせても、ルーセントの存在を広めることにはならないからだ。

　そうなると、考えられるのは、誰かにトリアを捕らえさせようとしているということ。

　その点を鑑みると、ランスから言わせれば、革新派というより正教会の方が怪しい。ダミアンがいくら払ったかはしらないが、ルーセントを手放すのが惜しくなって、連れ戻そうとしている可能性もある。

　高い治ち癒ゆ能力を持つルーセントならいくらでも欲しがる人がいるだろうし。ジンドランの王族を敵にまわすのはいくらなんでもやっかいだから、盗賊のしわざに見せかけて襲おうとした。これが真相なら、ランスを殺してトリアを連れ去るのが目的だろうから、トリア自身が傷つけられることはない。

（もしくは、殺そうとしている、とか）

　実際はこちらの方が有力だ。

　盗賊はトリアを殺そうとしていた。少なくとも、トリアを見る彼らの瞳には、殺意が宿っていた。ランスと剣を合わせながら、縮こまっていたトリアを一瞥した髭面の男の顔をランスはしっかりと思い出すことができる。

　そう考えるなら、目的はアッサムを確実に殺すことだろうか。情報を知った敵対国や国内の反対勢力から取引後に金を積まれた可能性もある。

　故郷の村がトリアを殺すというのは考えたくはないが、トリアから聞く限り、村での彼女の扱いは丁重だが、冷たいものだ。人間ではなく、単なる道具として扱っていたなら、殺すことに躊躇ためらいはないのかもしれない。

　しかし、いくらなんでもトリアに直接告げるのは憚られる。

「ないと思う」

　トリアは迷うことなく即答し、

「ありえません」

　ロサも同意する。

「そう？」

（ない、のだろうか。全く？）

　納得できない様子のランスを見て、トリアは続ける。

「今サルバドールに戻っても、意味がないの。トリアはもうすぐ役立たずになるから」

　少しだけ、ほんの少しだけ、トリアの瞳に陰りが宿る。

「どういうこと？」

　ランスが尋ねると、

「トリア様、自分からお伝えしましょうか？」

　ロサが口を挟はさむ。やけに真剣な口ぶりだ。

　トリアはロサを横目で見てから、かぶりを振って、

「大丈夫。私が話すわ」

　ランスの目をまっすぐに見つめて、話し始めた。

「ルーセントが万能な薬だって話はしたでしょう？」

　トリアの顔を、ロサが心配そうに見つめている。

「だけど、期限があるの。ルーセントの力は一八年を境に徐々に弱くなるわ。私は今一七年と一一カ月を過ぎていて、あと少しで一八年になる。一八年経った時、私は日付が変わった直後に生まれたらしいから、その瞬間からどんどん使い物にならなくなっていく。そうじゃなきゃ、サルバドールはルーセントを売らないわ」

「そうか」

　確かに納得できる話だ。そして、もう一つの線が濃厚になる。

　躊躇いつつも口を開こうとした瞬間、ロサから先を越された。

「ランス様はどうしてそう思われたのですか？」

　もしかしたらロサは、勘付いているのかもしれない。

「地図の情報が、漏れてるのかと思ったんだ」

「私の地図？」

　首を傾げたトリアを一瞥し、ロサは小さく息を吐く。

「ランス様の考えられている通りです」

　ランスが頷くと、ロサはまっすぐにランスを見て、

「自分から詳しくお話しいたします」

　そう宣言して、話し始める。

「以前、正教会と革新派が対立しているということを申し上げましたよね？」

　サルバドールの存在を隠そうとする正教会に反発して、革新派が情報を漏らしているという話だ。

　ランスが頷くのを確認してから、ロサは続ける。

「あの時は説明致しませんでしたが、革新派はただ理由もなく反発しているわけではありません。正教会の、各国の重鎮のみを助けるという方針に反対しているのです。世界の救済と言いつつ、自分たちが利益を得たいだけではないかという主張です。

　サルバドールの正教会は、各国の重鎮を救うことで、多額の金銭を得ています。それらはもちろん研究資金にもなりますが、村の生活にも当然使われています。サルバドールの民は総じて裕福な生活をしていますし、特に正教会の幹部の暮らしは各国の王族以上に贅ぜい沢たくです。それに対する反発ですね。

　癒いやしの聖者は、分け隔てなく人を救っていた。確かに王族も救い、力を得たけれど、あくまで平等に人を救っていた結果としてそうなったのだ。今のサルバドールが権力者しか救わないのはおかしい、というもっともな言い分です。たった七人のルーセントで全人類の治療を請け負うのは無理があるので、ある意味理想論ですし、村の恩恵に与あずかって苦労のない暮らしをしている若者が言うのは少し笑えますが、言っていることは正しいんです」

　ロサは、小さく息を吐いてから、付け加える。

「まぁ自分に言わせれば、癒しの聖者が残したとされる言葉が、曖あい昧まいすぎるからこんなことになるんですけどね。《世界の救済》なんて、どうとでも取れる言葉ですから。

　ともかく、正教会はジンドランとの取引を重要だと考えています。契約も終えた今、ランス様たちの邪魔をすることはあり得ません。ですので、今回、盗賊を雇ったのは言わずもがな革新派です」

　手を顎にあてて考える素振りを見せて、

「この機会に、何とかトリア様を手にしたいとでも思っているのでしょう。自ら行動することができないので、盗賊を雇ったのでしょうね。たとえ死んでしまったとしても、ルーセントの亡骸には価値がありますので、抵抗されるくらいなら殺した方がいいと思っているのかもしれません」

　言ってから、眉を顰める。

　ジンドランでの後継者争いを思い出して、ランスは思わずうんざりしてしまう。

　どんな集団でも、人が集まれば、さまざまな意見が出てしまうものなのだろう。

「志は立派でも、殺そうだなんて考える奴らに、トリアは絶対に渡せない」

　きっぱりと言い切ると、ロサが顔を歪めて隣のトリアを見る。視線を向けられたトリアはというと、所在なさげに下を向いて、残された緑豆をつついている。

「どうしたの？」

　ランスが尋ねると、

「それに関しては、革新派が悪いというわけじゃないの」

　トリアは困ったように笑って、

「トリアはルーセントだから」

　小さな声で続けた。

「ルーセントでも何でも、死んでもいいなんて、おかしいだろ？」

　道具扱いだとしても、ルーセントは丁重に扱われているはずだし、一八になって薬としての価値はなくなってしまっても、学んだ膨大な知識は役に立つのだから、革新派以外は殺そうなんて思いもしないだろう。

「一八になったら、ルーセントは邪魔になる。ルーセントは七人しか存在できないわ。一人がいなくならないと、次は作れない。昔からそうなの」

　トリアは半分ほど残っていたグラスの水を一気に飲み干してから、ランスと視線を合わせないようにして躊躇いがちに口を開く。

「一八になれば、ルーセントは死ななければならない。私も一八になる瞬間、自害することになっているわ」

　何も言えずにしばらく呆然とした後、やっとのことで、口を開く。

「……君は、一八になったら死のうと思ってるの？」

　トリアは、ランスをまっすぐに見つめていた。透き通った青い瞳には、強こわ張ばったランスの顔が映っている。それを見て、ランスはようやく、自分は怒っているのだと気が付いた。

　ややあって、トリアが口を開く。

「とりあえず、アッサム様を助けるのが先だから、今は考えないようにしていたのだけれど、納得はしていたわ。仕方のないことだと」

　トリアの声は尻すぼみに小さくなった。

　トリアの最後の一言、掠かすれたような声で語られた彼女の覚悟に心が揺れた。

（納得、していた？）

　本当に、自害するつもりだったのか？

　自分の幸せを求めることなく他人のためだけに生きて、好き嫌いを考えることさえ許されずに、最後は命を自ら絶つことを強要される。

　人ではない、ルーセントだから。それだけの理由で。

「今も、そう思うの？　死んでも良いと思ってる？」

　トリアは緑豆を残すようになった。誤って口に入れたら、驚いたようにびくついて、それから顔をしかめるようになったのだ。

　ランスがそれを見て笑うと、つられたように笑顔になる。多少のぎこちなさは残っているけど、顔をくしゃくしゃにしてさもおかしくてたまらないといったふうに笑っていた。

　美しい夜景が、綺き麗れいなドレスが、温かな温泉が、ロサが、そしてランスのことが好きだと言った。目の縁に涙を溜めて、照れくさそうにはにかんだ。

　生きるのを楽しんでいる表情だったのに。

　それなのに。

「……死にたくない」

　花びらに溜まった夜露が、ぽとりと滴したたるような静かな声だった。

　その声を聞いて、ランスが言葉を口にするより先に、

「……トリア、さま」

　勢いよく立ち上がって、上擦った声を上げたのは、ロサだった。

　顔を見ると、

「ロサ、泣いてるの？」

　両目から大粒の涙が流れ落ちる。

　ゆっくりトリアを抱きしめると、唇を嚙みしめて、

「今まで、何度聞いても、ルーセントとしての義務を全うすると仰おつしやられていたトリア様が、そのように感じられるなんて」

　小刻みにしゃくりあげながら、ロサはトリアの頭を撫で続ける。

「ロサ……」

　トリアはロサを見つめながら、

「ありがとう」

　小さく呟いた。

　──恋していただきたい。

　ロサは繰り返しそう言っていた。あれは、トリアに生きる意志を持たせるためだったのだろうか？

「昔は、死ぬつもりだったの？」

　尋ねてみると、トリアは困ったようにランスを見る。

「昔、他のルーセントが死にたくないって逃げ出したことがあって、私は彼女のことを馬鹿みたいって思ったの。同じルーセントとして恥ずかしいって、そう思った。その時は、ちゃんと割り切っていたのにね。最近、思うの」

　トリアはぼんやりと中空を見つめていた。

「生きていたい」

　静かな店内に、ロサが鼻をすする音だけが響く。

　トリアは静かに微笑んでいた。

「……トリア」

　思わず呼びかけると、トリアは我に返ったように、

「でも、アッサム様は助けるから安心してね」

　早口でそう続けた。

　その言葉にロサがぴくりと反応し、トリアを見つめる。

「それはありがたいけれど、僕が言いたいのはその後のことだよ」

　一旦言葉を切ってから、じろりとトリアを睨みつける。

「トリアは生きるんだ」

　それは決定事項だ。言い聞かせるように、ゆっくりと低い声を出した。

　命令を下すときの父アッサムの、有う無むを言わせぬ声音に、自分でも驚くほどよく似ていた。

　トリアは何も言わずに数回瞬きをして、ランスを見つめる。瞳は揺らいでいた。

　彼女は迷っているのだ。根付いているサルバドールの価値観と、芽め生ばえ始はじめた自分の意志の、どちらを優先するか。

　彼女の故郷が掲げる価値観を間違っているなんてはねつけることは、ランスにはできない。彼らの言い分は、大多数を救うという面では確かに正しいのだろう。

　だけど、ランスは他でもないトリアに幸せになってほしいのだ。会ったことのないその他全てを犠牲にしたとしても。

　生きていて、欲しい。

　きっとロサだって、そうなのだろう。

　だから、ここで主張を曲げるわけにはいかなかった。

「話を聞いてわかったのは、トリアをサルバドールには返せないってことだ。正教会だの革新派だの、関係ない。死ねと言う奴らなんかに、君は渡せない。トリアは僕と一緒にジンドランに行って、そのままそこで生きるんだ。少し前から考えてた。ひどい仕打ちをした村には帰らずに、ジンドランで幸せになればいいって。そんな話を聞いたら尚更だ」

　小さく息を吐いて、気持ちを整える。

「僕にとっての君はただのトリアだ。ルーセントの力があってもなくても、生きてくれなきゃ困る。たとえ、サルバドールに害があってもだ」

　言い切った瞬間、トリアはランスから視線を逸らして、きょろきょろと視線をさまよわせてから、弱々しく笑ってみせた。

「……ありがとう」

　彼女が紛れもない、幸せに人生を全うする権利を持つ人間だという証拠は、その表情だけで十分だ。迷いと恐れと罪悪感、そして驚きと湧き上がる喜びを併せ持った、ぎこちない笑顔は、感情ある人間にしかできない顔なのだから。




「物騒だからやめときな。はい、これおつり」

　縮れた髪を後ろで一つに結んだ宿の女将が、険しい顔で数枚の銅貨をランスの右手に載せる。治安が良いとは言えないこの村では、無銭宿泊の被害も多く、前払いが通例なのだという。

　食堂の店主に聞いた、これと言って何の特色もなさそうな数軒の宿の中から、ここを選んだのは、女将がおしゃべりであるということを聞いたからだ。一番目と二番目、そして四番目の目的地は、指し示す場所がすぐにわかった。それくらい有名な土地だった。

　だけど、三番目の目的地はわからない。ランスが愛用している詳細な地図で調べると、モジストという工業都市で、この村からは馬を走らせれば半日もかからない距離だ。

　地図の情報は数年前のものだし、何も知らない未知の土地だ。危険があってはまずいから、まずは地元で情報収集を、と目もく論ろんだのだ。気負わずに話してくれる宿屋のおばちゃんは、うってつけの相手だった。

「数年前に大きな工場が爆発したのさ。土地はすっかり汚染されて、降ってくる雨まで毒の水って噂だよ。今じゃ誰も寄り付きやしない、ゴーストタウンさ」

「誰も？」

　驚いたふりをして尋ねると、得意げに腕を振り上げて話してくれる。

「堅かた気ぎはね。最近は不ふ逞ていの輩がこっそりねぐらにしてるよ。七人組のね」

「そりゃ大変だ。ちなみに、そいつらはどこを根城にしてるんです？」

「工場の横にでっかい倉庫があってね、そこが巣窟になってるらしい」

「お詳しいですね」

　にっこりと愛想笑いをする。

「奴ら、この村の出身だからね。昔は随分困らせられたもんさ」

「ご忠告ありがとうございます。美しいご婦人」

　会釈すると女将は満足げに頷いて、ややあって、思い出したように口を開く。

「一○に満たない子どもが十数人ほど行方不明でね。奴らにさらわれたのかもしれない。もし見かけたら、連れ帰ってくれないかい？」

「わかりました。ありがとうございます。明日までお世話になります」

　こういう時は、ランスの人好きのする容姿といくらでも口を衝いて出る社交辞令が役立ってくれる。




　与えられた部屋は、狭い寝台が三つと、小さな机と同じく小さな長椅子。必要最低限の物が備えられた簡素な部屋だった。

　ランスは窓際の机に地図を広げ、モジストへの道のりをトリアに説明していた。

「明日は何を手に入れるの？」

　地図に付けられた印は数年前に爆発したという例の工場の近くにある、巨大な建物に付けられていた。そこに何があるのか、地図に書かれた文字が読めないランスにはわからない。

「カエルラ・ゼラニウム」

　トリアは窓から景色を見ていた。

　フィーロと違ってさびれたこの村の夜景は、ただただ真っ暗で少しも美しくはない。それでも、トリアは目を輝かせて窓際に立っている。

「……カエルラ・ゼラニウムって」

　ランスの声音が変わったのに気付いたのか、トリアが半身を捻って振り返る。

「赤い花を咲かせるルーベル・ゼラニウムの変異体。毒を多く含む土で育てて花弁を青くした品種のこと。毒性と依存性があって麻薬の原料になるの。普通は人が入るには危険な地にしか生えないから、ここでは人為的に作られてるんじゃないかな。単独で咲く花なのに、群生してるみたいだし」

「……そっか」

　トリアが駆け寄ってきて、すとんと隣に座る。

「大丈夫？」

「うん。だけどごめん。今回は私情で動く」

　普段のランスなら、盗賊の巣窟を見つけても、そこに麻薬栽培が関わっていたとしても、任務のみを優先させたはずだ。情報だけはノンダスに知らせる必要があるが、討とう伐ばつは専門の機関に任せれば良い。

　だけど、今回だけは別だ。

（カエルラ・ゼラニウム）

　それはランスにとって、愛いとしい人の敵だった。

　愛しい人、ランスの義母、メリッサが死んだのは三年前、ランスが一五歳になったばかりの夏のことだった。

　アッサムがランスの存在を知らせた時、メリッサは自分が育てると宣言した。しかし、体裁を整えるために口ではそう言っても、感情が伴わないのは仕方がないことで、ランスに嫌けん悪お感かんを持ったところで、誰に責められることもなかっただろう。

　血の繋がりが一切ない、夫とその愛人にできた子ども、ランスのことを、メリッサが憎んでもおかしくはなかった。

　しかし、メリッサは溢れんばかりの優しさでランスを育ててくれた。実の子どもと変わらないくらい、いやもしかすると、より深い愛情を注いでくれていたのかもしれない。

　ランスはメリッサが好きだった。見たこともない実の母なんてどうでも良くて、複雑な事情を抱えながらも愛してくれる優しいメリッサに感謝していた。

　彼女の愛は本物だったと思う。今でもランスはそう思っている。だけど……

（彼女を追い詰めた原因の一つに、僕が関係しているのは確かだ）

　メリッサが寝込んだ初めのきっかけは覚えてはいない。多分、気分が悪いとか風か邪ぜ気味だとか、少し休めば回復する程度の病だったはずだ。

　それでも王妃の不調を聞きつけた貴族や要人は見舞いにかけつけて、政治に利用されるのを嫌がったメリッサが言い訳をして断ると、今度はたくさんの贈り物が届けられた。

　そのうちの一つに、「カエルラ・ゼラニウム」があったのだ。

　ジンドランの国花は、「ルーベル・ゼラニウム」、ルーベルとは赤という意味だ。深紅の花弁が鮮やかなこのゼラニウムは、不毛な土地でも耐え抜く力を持った強く気高い花で、メリッサも好んで城に植えていた。

　品の良さと華やかさの両方を持っていて、メリッサのお気に入りの花だった。

　ルーベル・ゼラニウムと全く同じ形の青い花、情熱的な深紅ではなく、冴さえ冴ざえとした青色が美しいその花は、植物に詳しいメリッサでも、初めて見る花だったらしい。メリッサは一目見て気に入って、その花を青いゼラニウム、「カエルラ・ゼラニウム」と名付けることにした。

　数ある見舞いの品、豪華な果物の詰め合わせとか、滋養に良い茶葉だとか、肌触りの良い寝間着なんかには少しも興味を示さずに、カエルラ・ゼラニウムだけを大切に抱きしめた。

「素敵ね」

　美しく微笑んだメリッサの表情を今でも覚えている。太陽みたいにキラキラと輝く金色の髪に、青い花弁が似合っていたことも。

　メリッサは礼状を出すよう手配したが、贈り主はわからなかった。花束には、「美しい妃へ」というカードだけが添えられていて、いつの間にか大量の見舞いの品に紛れこんでいたのだ。それでも定期的に贈られてくるカエルラ・ゼラニウムを、メリッサは大切にしていた。

　少しずつメリッサの精神が不安定になっていくのに、誰もが異変を感じていて、だけどその原因には気が付かなかった。

「担当の侍じ女じよが気に食わないわ」

　今まで使用人に文句を言ったことがなかったメリッサが、突然苦々しい顔をした。

「私は、私はとんでもないことをした」

　夜中に突然起きて、わけのわからない懺ざん悔げを始めてみせた。

「あらまあ、ごきげんよう」

　何もない中空に向かって、頭を下げることもあった。

　そんな時、彼女を諭すと、メリッサは決まって花瓶のカエルラ・ゼラニウムを抱きかかえたのだ。まるで生まれたての赤子を撫でるように優しく、高貴な宝物を触るみたいに優雅な仕草だった。

　その時のメリッサの虚ろな瞳に、気が付くべきだった。今でも後悔している。

　徐々に症状はひどくなり、メリッサは一年ほどですっかり別人のようになった。頰はこけ、目は落ちくぼんでいた。袖口から見える手首は驚くほど細かった。原因はわからないまま、誰もがメリッサを心配していた。ランスも暇さえあれば、義母の寝台に寄り添ったし、兄と姉も、アッサムも同じだった。

　あの日、ランスが見舞いに行くと、メリッサは虚ろな表情で横になっていた。数カ月間、鬱うつ状態が続いていたから、ランスは気にせずに、いや、気にしていないふりをして、メリッサに話しかけた。怒ったり、心配し過ぎたりするのは良くない。いつも通りにするように。医師からそう忠告されていた。だから、前の日にあった出来事を何気ない風に話した。いわゆる世間話という奴だ。

　次の瞬間、予想外のことが起きた。

　数カ月間、焦点が合うことのなかったメリッサの空虚な瞳が、ランスをしっかりと見据えたのだ。骨ばった指でランスの肩をしっかりと摑んで、

「ごめんなさい」

　小さいが、はっきりとした声でそう言った。

　意味のない独り言や、幻覚を見ている風ではなかった。ランスに語りかけていた。

「ランス、愛しているわ」

　正気を保っていたのはそこまでだった。

　ランスが息を飲んだ次の瞬間、メリッサは突然苦しげに胸を搔かきむしった。

　寝間着がはだけ、胸が露わになったのにもかまわず、何かを求めるように手を伸ばして、一瞬だけ満面の笑みを見せた。

　ランスは大声で医師を呼び、苦しそうに悶もだえ始はじめた義母を抱きかかえた。その数分後、集められた兄姉と夫であるアッサムに看取られて、メリッサは死んだ。

　最さい期ごはひどいものだった。顔面蒼そう白はく、瞳は充血し、口元から泡をふいていた。由緒正しい貴族の令嬢であり、ジンドラン王国の王妃の姿とは思えなかった。

　精神的なものだと思われていた病の原因が、新種の麻薬だとわかったのは、メリッサが死んだ後のことだった。メリッサが大切にしていたカエルラ・ゼラニウムに、麻薬作用があったのだ。

　負の感情を増幅させ、精神を不安定にするという。心に過度な負担がかかり、それが最高潮に達する。メリッサは元々気管支が弱かったから、今回精神的に弱った結果、大きな発作が起きたのだと診断された。

　負の感情、それが何なのか、誰も追及しなかった。もしかすると察していて、あえて口にはしなかったのかもしれない。そう、家族への愛情から。

　だけど、彼女の最期の言葉を聞いたランスは思うのだ。

　メリッサはランスに謝って、そのあと、「愛している」と言った。それは、きっと彼女の本心だけど、長い葛かつ藤とうの末に得た愛なのだと思う。何せ自分と血の繋がらない愛人の子だ。憎しみも躊躇いもあっただろう、だけど心優しいメリッサは、最後に愛することに成功したのだ。だけど、その心の葛藤、負の感情がカエルラ・ゼラニウムによって増幅した。

　そう、これは例えばの話だけれど、カエルラ・ゼラニウムがあっても、メリッサの心に負の感情がなかったら、無理して愛さなければいけない存在がなかったら、ランスがいなかったら、メリッサは死に至るまで弱っただろうか。少し体調を崩しただけですんだのではないだろうか。

　誰もランスを責めることはない。

　だけど、考えずにはいられない。

　メリッサを殺した一因は、確かにランスにある。

　だからこそ、直接の原因となったカエルラ・ゼラニウムがこれほどまでに憎い。あの花がなければ、ランスはこれほどまでの罪悪感を覚えることはなかったのだから。

　国花である気高いルーベル・ゼラニウムに似たカエルラ・ゼラニウムが薬物だなんて、誰も思わなかった。カエルラ・ゼラニウムの花粉と、人の鼻では嗅かぎ分わけられない微弱な香りにその効果があるらしい。

　メリッサは何者かに殺されたのだ。国王の失脚を望む連中に、メリッサが王妃になったことで、彼女に近しい貴族の影響力が増したことを憎んでいる対抗貴族、敵対国の政治家、国民に人気のある王妃が邪魔な奴らはごまんといる。

　だけど、カエルラ・ゼラニウムを送りつけた人物は、どんなに探しても見つからなかった。政治的な判断で、メリッサの死因は隠されて、病死ということになった。

　不思議なことに、そもそもカエルラ・ゼラニウムの情報自体が出回っていなかった。ランスは国中を徹底的に調べたが、カエルラ・ゼラニウムを売買して利益を得ている者はいなかったし、裏事情に精通する商人もその存在を知らなかった。同盟国のノンダスとアガで調べても、なかなか情報はでてこない。誰がカエルラ・ゼラニウムを作ったのか、それがわかればメリッサを殺した犯人も分かるかもしれないのに。

　それに、ランスはカエルラ・ゼラニウムを一刻も早く滅したかった。カエルラ・ゼラニウムは傍はた目めには美しいただの花だ。近くに置き続けなければ効果は薄いから、気付くことなく手にする人も多いかもしれない。ランスはこの花を送りつけた人物と同じくらい、このカエルラ・ゼラニウム自体が憎かったのだ。




「ランス？」

　トリアがランスを覗き見る。不安げに瞳が揺れていた。

「大切な人が、その花のせいで死んだんだ。栽培されているなら、潰してやる」

　言ってから、泣きたいような気持ちになる。義母を殺した毒が父を救うかもしれないなんて、皮肉にもほどがある。

「もちろん薬に使う分は取り分けるけど」

　驚いた様子のトリアを見て慌てて付け加えると、

「わかった。私も協力する」

　トリアは力強く頷いて、きっぱりと宣言する。

「トリアはこの村にいてよ。危ないから。ロサだって、そう思うだろ？」

　ランスの私情にトリアを巻き込むことはできない。

　寝台の上で未だに鼻をすすっているロサに助けを求めるが、

「自分はトリア様のご命令には逆らえません」

　ロサは困ったように笑いながら、首を振る。

「行くわ」

「だめだって、これはトリアの仕事じゃないよ」

「ぜったいに、行く」

　意固地になって言い張るトリアに違和感を覚えて、彼女がここまで何かを主張するのは初めてなのだと気が付いた。

「カエルラ・ゼラニウムは扱いが難しいの。私は助けになれるわ」

　胸を張って言うトリアに、

「難しいって、火をつけたら燃えるだろ？」

　そう言葉を返す。

　所詮は植物、ランスは火薬を持っているから、一発でけりはつく。

「カエルラ・ゼラニウムを処分したい場合、成長過程によって処理方法が違ってくるの。芽吹いてから花が咲くまでは焼いて根絶やしにしても問題はない。だけど、成長しきったカエルラ・ゼラニウムに火器を近づければ一斉に種をまき散らすわ。種は目に見えないくらい小さいし、風がなくても種は一瞬で広がるのよ。元はルーベル・ゼラニウムだけど、一旦カエルラ・ゼラニウムに変化すると次世代の種からはカエルラ・ゼラニウムしかできないから、こんな場所で広がったら大変だわ。土壌が汚染されていないとすぐ枯れちゃうけど、この村も含めてこの一帯はあまり綺麗じゃないみたいだし、根付いてしまうと思う。成長したカエルラ・ゼラニウムを枯らすには、水を与えずに干上がるのを待つか、特製の除草剤が必要なの」

　干上がるのを待っている時間はない。となると、

「除草剤ってどうすれば手に入るの？」

　したり顔のトリアに疑問を抱きつつ、聞いてみると、

「私なら作れる。土の汚染具合を確かめたらすぐにできるわ」

　トリアはそう得意げに言ってみせた。

「わかったよ」

　ランスは諦めたように苦笑して、一言添える。

「ありがとう」

　トリアは嬉しそうにはにかんだ。

「大丈夫です、ランス様。トリア様は自分がお守り致しますので」

　ロサが口を挟むと、トリアは小さく頷いた後、突然真ま面じ目めな表情になる。

「ランス」

「何？」

「一つだけ知っていてほしいのだけど」

「うん」

「カエルラ・ゼラニウム自体は悪い花じゃないのよ。本来のカエルラ・ゼラニウムは汚れた土地に数輪だけ咲いて、その土地の汚れを浄化するわ。きれいになった土地じゃカエルラ・ゼラニウムは育たないから、すぐに枯れてしまう。そうやって、自らを犠牲にして土地を掃除してる。だから、本当に悪いのは悪用する人なのよ。もちろん今回は人工的に増やされてるみたいだし、近くの住民のためにも枯らしてしまう方が良いとは思うけれど。花を悪く思わないで」

　トリアが懸命に紡いだ言葉の意味は、もちろんよくわかる。

「うん。大丈夫」

　微笑むと、トリアも応えるように笑ってくれた。




　数日の間、村に滞在し、盗賊の情報をたっぷり入手した後、地図に記された街の入口ではなく、裏道を使ってモジストに入った。外れにある古びた民家に馬を繋いで、ひっそりと忍び足で倉庫へと向かう。何しろ、あちらに自分たちの情報が漏れている可能性が高いのだ。事は慎重に進めなければならない。

　街を歩く人影はあったものの数はさほど多くない。雑然としたゴーストタウンには身を隠す場所が多かったこともあって、順調に倉庫に辿り着くことができた。罠の可能性もないことはないが、進むしか道はない。

　倉庫の入口と中に一人ずつ立っていた見張りらしき男──筋骨隆りゆう々りゆうの割には、とても弱かった──は背後から鞘さやで殴り、眠ってもらった。

「こんなにたくさん見るの、初めて」

　倉庫の中は一面の青だった。ぎっしり植えられたカエルラ・ゼラニウムは、灰色の倉庫の中で鮮やかに咲き誇っている。

　トリアは辺りを見回してから、膝を折ってしゃがみ込むと、おもむろに土を指でつまんで口に入れる。

「ちょっと、トリア！」

　汚染されていると言っていたし、そうでなくても土を食べるなんて。

「汚染具合をみてたの。除草剤は作れるけど……っあ！」

　そう言って上を見て、天井を指す。すすけた天井には、後付けされたのがわかる真新しい配管が格子状にめぐらされていた。よく見ると無数の小さな穴が開いている。

「あれで汚染水を撒いてるんですね。さすがです、トリア様」

　ロサがそう言って褒めてみせると、

「きっとそうだわ。こんなにたくさんカエルラ・ゼラニウムがあって、こんなに土が汚れてるのはおかしいもの」

　腰に手を当てて言いながら、トリアは胸を反らした。

　くるりと辺りを見回して、目を細めてぶつぶつと呟いている様子は、まるで小さな博士みたいだ。

「そういえば、屋根の上に貯水槽があったな」

　入る前に目に入った倉庫の外観を思い出す。老朽化してひび割れた小汚い壁には似合わない真新しい貯水槽は、とても目立っていた。

「除草剤は作れそう？」

　昨晩その場で作れると豪語していたのだが、どうやって作成するのだろう。

「うん」

　トリアは頷くと、鞄の中から硝子瓶とナイフを取りだした。硝子瓶を脇に挟むと、おもむろにナイフを握り、

「何してるんだ！」

　自らの腕に、突き刺したのだ。

　トリアの白い肌から、真っ赤な血液が滴り落ちる。

「ランス様」

　トリアに駆け寄ろうとするランスを、ロサが止める。

　トリアは黙ったまま、その流れ出る血液をすかさず硝子瓶に流し込む。透明だった瓶に、鮮やかな赤い液体が溜まっていく様子を、ランスは顔面蒼白で見つめていた。

「このくらいね」

　痛々しい傷跡をものともせず、ご機嫌に呟いたトリアを見て、ランスが呟く。

「……トリア」

「ルーセントの血液はあらゆるものを浄化するの。これを貯水槽に入れて、カエルラ・ゼラニウムに水をかけたら、数時間で枯れると思うわ」

　ランスは大きくため息をついてから黙ってトリアに近づくと、鞄から出した消毒液をトリアの腕に垂らす。

　トリアが不思議そうに見つめるのにも構わずに、ランスは彼女の腕に包帯を巻きつけていく。

「仕方がないとはいえ、君が傷つくのはあまり見たくないな」

　心配そうなランスを見て、トリアは何でもない風に言った。

「大丈夫。トリアはルーセントだから」

「でも、嫌だ」

　ひとしきり処置を済ませると、ランスはトリアとロサに告げる。

「僕が屋根に上って貯水槽に流すから、君たちはここにいて」

　見たところ屋根はあまり高くはなかったし、樋といを伝えば簡単に登れそうだ。

　時間はかからないだろうから、トリアはここにいてもらった方が安全だろう。

「わかった」

　トリアは素直に頷くと、隅すみに寄せられていた大きな木箱の上に腰かける。足をぶらぶらさせ、随分ご機嫌な様子だ。

　一方ロサは、慎重に出入り口を確認している。万が一襲われた時の逃げ道でも考えているのだろう。

「敵が来ても、殺すなよ」

　ロサを一瞥すると、

「ランス様。約束は守ります」

　ロサは困ったように微笑むと、小さく頷いた。

　一緒に来ることを決めた時、ロサとある約束をした。トリアを連れてくるなら、約束を守ること。人を、殺さないこと。

　──必ずお守り致します。

　ロサが殺すのは敵だけだ。トリアに危害を加える相手だけ。殺されたとしても文句は言えない相手だし、罪にも問われない。

　だけど、ランスの目の前では、どんな犯罪者も殺させない。「どうしてですか？」ロサは不満げな様子だったけど、どうしても一緒に行きたいらしいトリアが、「ロサ、お願い」と口添えすると、結局はしぶしぶ了承してくれた。

「何かあったら、大声で叫んで」

　出口から辺りを見回して誰もいないことを確認すると、一度だけ振り返って、念を押す。

　倉庫の周りをぐるりと一周してみると、樋を伝うまでもない。金属の杭を刺した足場が用意されていた。汚染水を運ぶ必要があるから、頻ひん繁ぱんに登るのだろう。梯子はしごか何かをその都度用意しているのかと思っていたのだが、何とも不用心なことだ。

（思ったよりも早く終わりそうだ）

　ランスは軽々と壁を上り屋根の上に降り立つと、巨大な貯水槽に近づいてまじまじと見つめた。貯水槽の蓋ふたには複雑な金具がついていて、開けるには鍵が必要らしい。

（壊すしかない、か）

　足を踏み出して剣を構えると、力の限り錠前に振りおろす。

　お粗末な他の設備に似合わず、錠前だけは頑丈なようで、変形はしたものの壊れた様子はない。しかし数度同じように打ち付けると、カランと間の抜けた音を立てて砕けた。

　蓋に手をかけて乱暴に持ち上げると、刺激臭のする真っ黒な液体が入っている。

（こ、これは……）

　鼻をつく異臭に一瞬くらりとふらついて、顔を背けてから、慎重に小瓶の蓋を開ける。逆さにすると、ぽつり、中の液体が落ちる。真っ赤な滴は落ちると同時に、波紋を立てて、広がっていく。

（……すごい！）

　トリアの血と混ざり合った所から、汚染水の色がみるみる変わり始める。

　波立っていた表面から濁りが激しい底のほうの液体まで、澄んだ水へと変化していく。

　気が付くと、先ほどまで全く見通せなかった貯水槽の底が見渡せるようになっていた。鉄の色やでこぼことした突起までもがはっきり。それくらい透明度が高い水で満ちていたのだ。強烈な悪臭もいつの間にか消えている。

　トリアは「浄化」という言葉を使っていた。彼女の力を疑っているわけではなかったが、実際に目にすると、凄すさまじさに身体からだが震える。

（これが、トリアの力）

　彼女の力を使えばいくらでも富が作れるし、権力を行使することもできるだろう。大げさに言えば、世界を変えてしまうこともできる。

（ルーセントが狙われるわけだ）

　したたかなサルバドールの婆が思い出された。世界を救う民であると誇らしげに言ってのける、尊大な婆の語りは、ある意味では真実なのだろう。サルバドールが唱えている《世界の救済》は、ルーセントの力を使えば、不可能じゃない。

　貯水槽の横に設置されていたレバーを引き上げると、水面がどんどん下がっていく。これでカエルラ・ゼラニウムは一掃できるはずだ。

　──カエルラ・ゼラニウムは悪い花ではないの。

　トリアは泣きそうな顔でそう言った。

（もしかすると、自分を重ね合わせていたのかもしれない）

　自らを犠牲にして土を浄化するカエルラ・ゼラニウム。人から利用され、疎うとまれるカエルラ・ゼラニウム。

　自らを犠牲にして人を救うルーセント。人から利用され、用がすぎると疎まれて殺されるルーセント。

（嫌わないでというのは、ルーセントに対してだったのかもしれないな）

　屋根の下で勢い良く水が流れる音が聞こえている。浄化された水は畑にしっかり染みわたっているはずだ。これで、カエルラ・ゼラニウムは枯れるだろう。

　屋根から飛び降りると、後ろから剣が降りかかる。よけながら半身を返して確認すると、まだ若い男が自分を睨んでいた。

「お前……もしかして！」

　鍵を壊す音を聞かれたのだろう。慌てて駆けつけたとばかりに、男は肩で息をしている。

　懐に飛び込んで、鞘に入れたままの剣先でみぞおちを衝くと、男はうめき声をあげてよろめいた。そのまま蹴り上げて男が倒れたのを見届けると、倉庫の中に駆け込む。

　振り返ったトリアが笑顔を作る。

　ロサは既に弓を引いて、警戒態勢を取っていた。

「逃げるぞ」

　早口にそう言って、トリアの腕を摑んで走る。倉庫から抜け出して、馬をつないでおいた襤ぼ褸ろ家やに向かう。

　ランスの目的は盗賊団の壊滅ではない。この盗賊団は二年前に発足した駆け出しで、メリッサの件には関わってはいない。

　今回ランスが譲れなかったのは、薬物の原料として栽培されているカエルラ・ゼラニウムの撲ぼく滅めつだけだ。畑を潰つぶしてしまえばしばらくは育てられないだろうし、目的は果たしたも同然。あとはノンダスにこの地の保護を進言すれば良い。

「待てっ！」

　後ろから矢が飛んできて、思わずトリアを抱きとめる。

　振り返ると、背後に三人の男が潜んでいた。二人は屋根に上って弓を構え、一人が走って追いかけてくる。

「ランス様、トリア様と行ってください。自分が足止めしますので」

　ロサはトリアとランスを庇かばうように立つと、

「心配しなくとも、殺しはしません」

　言いながら、ぽんとランスの背中を押す。

「すぐに追いかけますから、大丈夫です。トリア様をお願いしますね」

　確かに背後から弓で狙われたら、一たまりもないだろう。

　ロサはランスよりも強い。一連の動作を見て、彼女の実力はわかっていた。

「……頼む」

　悔くやしいが、トリアを連れて走り出す。

　入り組んだ路地を抜けると、開けた場所に出る。

　その時、前方から殺気を感じて、

「誰だ！」

　トリアを背後に隠すと、髭面の大男がランスの前に立ちふさがった。

　村人の話では、この街を根城にしているのは七人で、徒党を組んでいる盗賊だという。いずれも村の出身で、元々は村で悪さをしていたのだが、少し前にモジストに拠点を移したのだそうだ。おそらく、サルバドールの革新派に雇われたのだろう。

（こいつが最後の一人か）

　目の前の男は、今まで出会った男の中では一番腕が立ちそうだ。

　鋭い目つきで睨みながら、慎重に間合いをとっている。

　軸足を踏み込んで、狙いを定めた時、後ろにも殺気があるのに気付く。

（まだ、いるのか？）

　一歩後あと退ずさりして視線をずらすと、人影が見えた。どうやら、男とやり合うときの隙を狙うつもりらしい。トリアを壁際に押しやって、庇うように立ちふさがると、ランスは腰を引いて重心を落とす。

（相手が仕掛けてくるのを待った方が良さそうだ）

　トリアを確実に守るためには、やみくもに動くわけにはいかない。何せ、何人いるかわからない。攻撃を薙なぎ払はらい、一人ずつ倒していく必要がある。

　目の前の男が走り寄る。ランスが剣を構えると、背後のトリアを見定める男の視線に気が付いた。

（狙いはやっぱりトリアか）

　男が振りかざした剣を払うと、キィィン、と甲かん高だかい音が鳴って、金属が擦れあう。ランスが動くのと同時に、隠れていた小柄な人影が素早く動くのが見えた。

　一○にも満たないだろう子どもが十数人。技術はないのだろう。ナイフを持って、一目散にトリアに向かってくる。

　男の剣を薙ぎ払い、トリアの前に立ちふさがると、三人の少年を順に蹴り上げてナイフを飛ばす。かわいそうだが、手加減する余裕はない。

「ランス様、助太刀いたしますっ」

　わらわらと湧いてくる少年たちの中に、勢いよく飛び込んだのは、ロサだった。

　ロサにとっては子どもの動きを止めることなど、わけもないことなのだろう。手に持ったナイフを使うこともなく、手際よく手首を攻撃して、武器を奪っていく。

　子どもの方はロサに任せよう。そう思って大男に向き直った瞬間、

「ロサっ！」

　後ろのトリアが大声で叫ぶ。

　振り返ると、ロサが膝をついていた。

　彼女の前には、灰色の長い髪の毛の、まだ幼い子どもが立っていた。片方の目が、痛々しく潰れている。彼は震える手で、ナイフをぎゅっと握りしめていた。ナイフの先は赤くなっている。低い声で呻うめいた後、耐えきれないとばかりに走り去る。

「うそ、だろ……」

　あの俊敏なロサが、あんな子どもに刺されるなんて。

　その隙を見て、今度は大男が剣を振り下ろす。

　ランスも慌てて剣をかざすが、少しだけ動きが遅かった。

（肩をやられる）

　ロサの姿に心を乱されながらも、ランスの判断は冷静だった。

　この体勢なら、やられるのは左肩だ。ランスの利き手は右だから、痛みをこらえて、次の攻撃を入れれば、かろうじて男を倒せる。蹴り飛ばした少年たちは、しばらくは立ち上がれないだろうし、唯一無傷らしいロサを刺した子どもは逃げ去ってしまった。

　そうなれば、こちらの勝ちだ。受け身を取って軌道をずらせば、左肩も致命傷にはならないはずだ。

（早く決着をつけて、ロサの手当てをしなきゃ）

　右手に力を集中させて、左肩への痛みを待ち受けると、予想外のことが起こった。

　想定より数倍おそろしい目の前の光景を見て、背筋がぞっとする。

　トリアがランスの前に飛び出してきたのだ。

「トリア！」

　一瞬とは思えないほど、ゆっくりと時間が過ぎた。

　男の剣筋が、トリアの右肩を切り裂いた。右肩から胸の辺りにかけて、どくどくと赤い血が噴き出して、ドレスに滲にじんでゆく。

　顔をしかめたトリアが、そのままくらりと左に傾いた。

　倒れるトリアを片腕に抱いて、ランスは男に剣を突き付ける。躊躇うことなく脇腹を刺すと、男は蹲って悶え始めた。

　一人の男と十数人の子どもが倒れているその場に座り込み、トリアを抱きしめる。

「……大丈夫」

　覗き込むと、トリアはうっすらと瞼を開けて、笑顔のようなものを作った。












「……トリアは、ルーセントだから」

「そういう問題じゃない！」

　急所は外れているがこのままでは出血が多すぎる。

　トリアとロサを連れて、急いで村に戻って……間に合うだろうか？　間に合ったとしても小さな村だ。しっかりした医療設備があるわけではない。

「少し待ってて」

　ランスは倒した男たちを縄で縛りつけると、トリアを寝かせて、ロサの傷口を確認する。傷は浅くはないが、急所は外れている。トリアよりは軽傷だ。

　比較的崩壊が少ない民家に二人を運んで、トリアを寝台に、ロサを長椅子に寝かせる。消毒液で軽くふいて、持っていた薬を塗りつけると、包帯で丁寧に巻いていく。

　ロサの方は、とりあえずはそれで終了だ。ひどくうなされているようだが、傷自体は、時が立てば回復するだろう。

　問題はトリアだ。

　熱を持っている体を冷やすため、水で絞った布を額に載せる。傷口が広すぎるし、急所が二カ所もやられている。

　意識を失ったトリアにそっと布をかけると、静かに部屋を出た。

　戦闘した場所に戻ると、捕えた男に刀を突き付けて隠れている仲間がいないかを確認する。根城を答えさせた後、念のため男の傷も処置してやった。

（本当はこんな奴死ねばいいと思っているんだけど）

　心の中で悪態をつきながらも手当てをしてやるのは、父の言葉が身に染みついているからだ。

　──王族は、民とこれから民になる可能性のあるあらゆる者を殺してはならない。どんな理由があってもだ。

　ランスは王族だ。たとえ庶子であっても、誰からも認められなくとも。

　誇り高き父と、血の繋がらない自分を我が子として育ててくれた優しい母がいるのだから。

　だからランスは、どんなに悪人でも、殺すことはできない。殺しを見過ごすことも、もちろんできない。全ての民は、ジンドランの民になる可能性がある。

　全ては父の教えだ。

　痛々しい姿のトリアとロサを思い出すと腸はらわたが煮えくり返る思いだが、こいつを見殺しにすることはできない。

　ふと思い出して、念のためにと倉庫の前で倒した男と、ロサが倒したらしい男、それから倒れている子どもたちたちも縄できつく縛っておく。回復して襲われたら面倒だ。

　男が言った通り、根城にしている工場跡の襤褸小屋には生活用品が備蓄されていた。数枚の毛布と薬、水、食料を持ち出して二人の元に急ぐ。

（場所を移しても良いけど、清潔さには変わりはないからやめておこう）

　トリアの容よう態だいを考えると、できるだけ動かさず、安静にさせる方が良いだろう。

　少し回復すれば、大きい村の診療所に連れていける。

（頑張ってくれ）

　ひどくうなされ、苦しそうに顔を歪めているロサと、対照的に、ピクリとも動かずに眠り続けるトリア。時々死んでしまったのではないかと心配になりながら、その度に耳を寄せ、静かな寝息を確認する。

　その日は二人に付き添ったまま、眠らずに夜を過ごした。












「熱は下がったな……」

　トリアの額はひんやりと冷たい。熱はすっかり下がっていた。

　朝日が当たって、きれいな銀髪がきらきらと光っている。そのさらさらとした触り心地を指先で感じていると、トリアがゆっくりと目を見開いた。

「……おはよう、ランス」

　思ったよりも、しっかりした声だった。

　それにしても、ロサよりも先に意識が戻るなんて、重傷を負った翌日だとは思えない。

「大した処置もできなくてごめんな。痛む？　今日もゆっくり休もう」

　トリアが生きている。涙が出そうになるのを堪こらえながら、ランスは続ける。

「何か食べられる？」

　トリアは嬉しそうに頷くと、ひょいと軽やかに体を持ち上げた。

　気持ちよさそうに両腕を持ち上げて背伸びをする。

「……大丈夫？　そんなに動くと、傷に悪い」

　慌てて背中に手を添えると、トリアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「トリアはルーセントだから大丈夫」

　トリアはおもむろに包帯を取っていく。すぐに癒えるような傷ではない。それは処置したランスが一番よく知っている。

「大丈夫って、そんな……」

　はらり、血が滲にじんだ包帯が寝台の上に落ちた。

「え？」

　思わず間抜けな声が出る。

　包帯の下から出てきたのは、跡一つ残っていないきれいな肌だった。

　トリアは間の抜けた声を上げながら、もう一度両腕を伸ばして気持ちよさそうに背伸びして、

「こっちも」

　自分で刺した腕の傷をランスの前にかざす。こちらの傷も、すっかり治っている。

「なんで？　……ってこれ着て！」

　一瞬きょとんとしてから、我に返って替えの衣服を渡す。

　昨日、処置のために、服はランスが脱がせたのだ。来ていたドレスは血まみれでどうにもならないから捨ててしまった。傷がひどくて、それどころではなかったのだが、治っているなら話は別だ。

　年頃の女の子が半裸で寝台にいるなんて、そしてそれを男が眺めるなんて、よくない。絶対に良くない。

「うん、ありがとう」

　トリアは笑顔で服を受け取ると、身体からだを隠しもせずに立ち上がる。

「ちょっと、見えてるから！」

　わかってはいるけど、少しは気にしてほしい。ランスが顔を赤くしても、トリアは気にする素振りはない。

「ロサの具合はどうなの？」

　ゆっくりとドレスを着ながら、思い出したようにトリアが言う。

「傷自体は、トリアよりひどくない。でも何だかうなされてて、まだ寝てるよ」

　部屋の隅すみに寝かせたロサを指すと、

「ロサ……」

　トリアが走り寄って、頭をそっと撫でる。

　その後かけていた毛布をはぎ取って、傷口をまじまじと見つめ始めた。

「ランス、ナイフをちょうだい」

　トリアは自分の血で、ロサを治療する気なのだ。

「早く」

　急せかすように言うトリアに、ナイフを渡す。

　本当は、治療とはいえトリアに傷ついてほしくなんかない。だけど、苦しむロサを前にすると、トリアにやめてほしいなんて言えない。ランスだってロサに助かってほしいのだ。

　トリアは躊躇ためらうことなく自らの腕を切り裂くと、滴したたる血をロサの傷口に垂らした。

「傷口が深いからすぐには無理だけど、明日には治ると思うわ」

　トリアが傷口をまじまじと眺めてから、包帯を巻きつけると、ロサの寝顔が苦しげなものから、安らかな表情へ変わっていく。

「それにしても、ロサよりトリアの方が重傷だったのに、どうして……」

　言い終わらないうちに、トリアがくるりと振り向いた。

「ルーセントが死ぬことはめったにないの」

　そう言って、ぎこちなく微笑む。

「どういうこと？」

「ルーセントは人を癒いやすことができる。自分にもそれは言えるの。どんな病気も治るし、傷も回復する。殺す方法は二つだけ。目玉を抉えぐり取とるか、ルーセントを殺すための専用の毒を用意するか。他の方法では殺せないわ」

　なかなか醜しゆう怪かいな話なのだが、トリアは嬉うれしそうに言葉を紡つむぐ。

「ご機嫌だね」

　安あん堵どもあって微笑むと、トリアははにかんだ。

「ランス、心配してくれたんでしょう？」

「当たり前だろ？　死んじゃうかと思ったんだから」

　真顔で返すと、

「私が死んで悲しんでくれるのは、きっとロサとランスだけよ」

　トリアは当然のようにそう言った。

　冗談ではないのだろう。トリアの故郷は彼女の死を望んでいる。彼女に生きてほしいと望む者は、他にはいないのだ。

「嬉しい」

　それなのにトリアの瞳に浮かぶのは悲しみではない。喜びの色だ。

　故郷のむごい期待を嘆くよりも、今ここにいるランスの想いを喜んでいる。

（僕が、トリアを守る）

　彼女の味方は自分たちだけ。それなら、ランスこそが彼女を守るべきだ。

　トリアが死なない身体を持っていることなんて、関係ない。





　　　　　☆






「盗賊団の人たち、大丈夫かしら？」

　トリアは半身を捻って振り返り、離れていくモジストを眺め見た。

（今、すごい体勢だわ）

　いつの間にか馬に慣れている自分に少し驚く。初めは恐ろしく、乗っただけで身体の震えが止まらなかったのに、今では後ろを向くこともできる。

　後方に見えるモジストには、捕えた盗賊団が拘束されている。サルバドールの革新派が雇ったであろう盗賊団だ。

　縄で縛ったまま、倉庫の真ん中に放置してきたのだが、街を出る時にトリアがちらりと見た限りでは、怪け我がをしているようだった。近くの村で鳩はと便びんを使い、ノンダスの警備隊に知らせてもらったから、じきに捕まるだろうし、その時に治療もしてもらえるだろう。しかし、ルーセントの性さがなのだろうか。少しだけ気にかかる。

　たとえ悪人であっても、思わず治療をしたくなってしまうトリアは、実は、革新派の気持ちだってわかるのだ。できるだけたくさんの人を救いたいというのは、ルーセントなら誰もが持つ願いだから。だけど実際は、ルーセントは全員、正教会の管理下にある。通常は、正教会を通してやってくる客人しか、手当てをすることはできない。

　──殺されかけたんだ。トリアが治してやることはない。

　ランスが険けわしい声でそう言ったから、後ろ髪を引かれる思いでそのまま残してきたのだけど、心配なものは心配なのだ。

「そこまでひどい傷でもないから、大丈夫さ」

「そうね。それに、ランスが処置してくれてるみたいだったし」

「不本意ながらね」

　ランスはそう言いながら、顔を歪ゆがませた。

　ランスから何と言われようと、瀕死だったら迷わず処置をしただろう。そのままにしておいたのは、傷が軽かったのと、既に適切な処置がされていたからだ。

「ランス様は本当に、お優しいですね」

　ロサは言葉とは裏腹に、呆あきれたように言う。

　ロサはいつもそうなのだ。トリアを守ることを一番に考えてくれるせいか、危害を与えようとする者は、躊躇ためらわずに殺してしまう。

　そんなロサが攻撃するのを躊躇ってしまった、あの子どものことを思い出す。

　いつも軽々と敵を倒してしまうロサが致命傷を受けたのを、トリアは初めて見た。あの時のトリアは、ランス以上に衝撃を受けていた。

　六、七歳の女の子だった。灰を被ったのか、髪は灰色で、生まれつきか怪我をしたのかはわからないが、片目が潰れていた。

（もしかして……）

「それはね、父が」

　ふいに耳に入ったランスの声がトリアの思考を遮る。

「アッサム様？」

「うん。よく言ってたんだ。王族は、民とこれから民になる可能性のあるあらゆる者を殺してはならない、ってさ」

「素晴らしい方ね」

　ジンドラン国王アッサムは、賢王として名高い。噂うわさどおりの立派な王なのだろう。

「ありがとう」

　ランスは子どもみたいな無邪気な顔で笑ってから、

「僕もそう思う」

　深く頷いた。

「ランス様はアッサム様のことを尊敬されているんですね」

　ロサが柔らかい表情で口にする。

　以前聞いた話では、ランスは正妻の子ではなく、アッサムの愛人の子どもだという。血の繋がらない母に対する愛情は隠さず言葉にするランスだけど、父親への想いはなかなか口には出そうとしない。それが気になっていたのだけれど、ランスは実の父親も愛しているらしい。

　人間にとって家族を愛するのは大切なことだ。ランスが家族に恵まれて、本当に良かったと、トリアは心から思う。

「……まぁ、国王だし」

　わざとらしく眉み間けんに皺しわを寄せて、ランスは言う。

「大切な、家族だわ」

　そう返してみても、

「まぁ、そうだね」

　歯切れが悪い口調で曖あい昧まいに笑うだけだ。

　父親であり王であるアッサムへの愛情を隠したいからなのだろうか。普段は相手が誰であれ、照れることもなく、素直に好意を口にするランスには珍しい。

（ランスが一番愛するべき人のはずなのに）

　黙って見つめていると、ランスはトリアとロサの顔を順に見て、諦めたように小さく息をついた。

「父に抱く気持ちは複雑で、正直、どう言ったら良いかわからない」

　まるで独り言みたいに、ぼそぼそとこもった声のまま続ける。

「好きなのは好きだ。父は素晴らしい人だし、愛情深い。子どもが愛を求めれば、求めるだけ与えてくれる優しい人だ。父親としても、国王としても完璧だし、尊敬もしてる」

　手放しで褒ほめ称たたえた後、小さな声で呟いた。

「父は兄と姉と僕を同じように愛してくれた。だけど、それが何だか申し訳なくてさ」

「どういうこと？」

「まず、母様に申し訳ない。自分の子と愛人の子が同じくらい愛されていたら、普通嫌じゃないか？　そして兄様と姉様にも。僕なんかが王位継承権まで与えられてさ、腹は立たないんだろうか。さらに言えば父様。僕が生まれなければ、愛人のことはバレなかった。一点の曇りもない、清く正しい王でいられたんだ。僕のこと、憎くはないのかな？」

　一旦言葉を切ってから、力なく笑う。

「そう思うと、素直に愛して良いのかわからなくてさ。何せ愛したら、その分愛してくれる人だ。僕には、愛される資格がないかもしれないのに」

　何も言えなかった。

　そんなことない。ルーセントであるトリアにもはっきりとわかるくらい、簡単なことだ。アッサム様もランスのお母さんも、お兄さんも、お姉さんも、ランスを愛している。だからランスも愛して良いのだ。躊躇う必要なんてどこにもない。

　断言することができるし、したい気もする。

　でも、ランスの生い立ちも家族もよく知りもしないトリアから、その場しのぎの励ましを受けてもランスは嬉しくはないだろう。

　なぜなら、ランスはきっとわかっているから。彼は頭が良いし、何度も何度も考えたはずだ。だから、自分でも本当はわかっている。愛されていることを。憎まれてなんていないことを。

　だけどきっと、万が一の可能性が怖いのだ。怖くて黙っていたら、どうしたら良いかわからなくなって、とうとうアッサム様は動かなくなってしまった。愛されているという証拠は、永遠に手に入らなくなってしまった。

　少しの沈黙の後、ランスはわざとらしく背伸びをして、

「こんなこと、誰にも言ったことなかったのに」

　先ほどよりは少しだけすっきりした顔でそう笑ったが、いつもより深みを増した瞳は、寂さびし気げに揺れている。

　応じるように、笑顔を作ってから、せめて宣言する。

「ランス、私、絶対にアッサム様を治してみせるから」

（ルーセントとしての使命。それに私は、ただのトリアとしてランスを幸せにしたい）

　意識して大きな声を出すと、ランスは驚いたようにトリアを見て、

「ありがとう」

　と微笑んだ。今度は心の底から嬉しそうな瞳めをして。

　そのやり取りを、ロサが優しげに目を細めて、見守ってくれている。

　ロサが何を思っているか、トリアにはわかる。それでも、何も言わずにいてくれることが、トリアにはありがたかった。

「だから、アッサム様が元気になったら、大好きって抱きついて」

「は？」

「約束ね」

　アッサム様はランスを愛してる。

　きっと、ぎゅっと抱きしめて、「大好きだよ」って返してくれるはずだ。トリアが人間だった頃、父がそうしてくれた時、トリアはとても嬉しかった。

　そうすれば、ランスもこれからは、もう迷わなくてすむ。

「……いい歳した息子が父親に抱き着いて大好きって言うとか、きもち悪くない？」

「や、く、そ、く」

　強い口調で言い切ると、

　ランスは、「……うーん」と低く唸ってから、

「あそこが、国境だ」

　誤ご魔ま化かすように口にした。

「約束よ」

　念を押すように言うと、隣のロサがくすくすと笑い、ランスは苦笑いする。

「ほら、見て」

　ランスの視線を辿ると、険しい山のふもとに石造りの砦とりでが見えた。





　　　　　☆






「ランス様、両手に花ですね」

「そうそう、良いだろ？　彼女たち、ジンドランは初めてなんだ」

「そうなんですか。ジンドランへようこそ……えっと」

「トリアと、ロサだ」

「トリア様、ロサ様。僭せん越えつながら私サニーが、ジンドラン入国案内をさせていただきます。こちらをどうぞ」

　渡された書類に書き込んでいる間、サニーがトリアとロサにジンドランの案内をしてくれるらしい。手渡された案内を興味深げに覗のぞき込こむトリアと、そんなトリアを見て嬉しそうな顔をするロサを見て、ランスは思わず破は顔がんした。

（今日の担当がサニーで良かった）

　仕事柄ノンダスに渡ることの多いランスは、数人いる検問官全員と顔なじみではあるけれど、サニーは特に親しくしているうちの一人だ。軽口は叩くがしつこく詮せん索さくしてこないし、口も堅いから、内密な任務の時はありがたい。それに、柔らかい風ふう貌ぼうで人当りが抜群に良い。

　威圧感を与えがちな検問官には珍しい存在で、現にトリアたちも打ち解けているようだ。

「この地図を見てください。ここがジンドランです」

　ジンドランは大河に面した一部を除いて、国境の全てを針山──山肌が鋭えい針しん樹じゆという危険な樹木で覆われていて、山越えが難しい山のことを、ジンドランではこう呼ぶのだ──で覆われていて、ノンダスとの国境も当然針山のふもとにある。

「ジンドランは大陸一秩序の保たれた国と言われているんですよ」

　この国が近隣諸国と比べても格段に治安が良く、盗賊もほとんどいないのは、針山のような険しい山々が天然の要害として働き、不法侵入が難しいからなのだ。

　加えて、見回組と呼ばれる大所帯の治安維持組織が目を光らせていることや、国民の総数が少なく、国が一人一人を管理、保護しているため、犯罪に走る人民はほとんどいないこともある。

　素晴らしい立地と、王アッサムの徹底した治安維持の下、ジンドランはノンダスの民から「息が詰まる」と揶や揄ゆされるほどの治安の良さを誇っている。

「この山、登れるの？」

「いいえ。特別ルートをお通りいただけます」

　訝いぶかしげにトリアが尋ねて、サニーが得意げに微笑む。

「お楽しみいただけると思いますよ」

　記入を終えた書類をサニーに渡すと、巨大な扉の前に誘導された。重々しい二重扉を開くと、広々とした空洞が広がっている。

「すごいっ！」

　目を丸くして驚くトリアに、サニーもご満悦のようだ。

「敵から襲われたら逃げ場がありませんが、非常通路はあるんですか？」

　冷静に突っ込むロサには、困ったように笑いながら、非常時用の緊急通路の案内をする。

　検問所で審査を受けると、山の下に掘られた坑道を抜けてジンドランに入ることができる仕組みになっている。ここまで大掛かりな坑道は珍しく、検問所自体がちょっとした観光名所になっているほどなのだ。

「案内はいらない。ありがとう」

「かしこまりました。ではランス様、トリア様、ロサ様、お気をつけて」

　坑道は少しだけ薄暗く、頼めば案内をつけてくれるのだが、ランスはいつも断っている。何度も通って慣れているし、一本道だから迷うことはない。

　赤々と燃える松明たいまつを辿れば、二○分ほどで抜けられるはずだ。

「次の場所では何が必要なの？」

　控えめに口にしたはずの声は、反響して大きく響いてしまう。

　地図に付けられた最後の印は、ジンドランでは有名な、足を踏み入れるのに勇気がいる場所だ。悪魔の病やまいと呼ばれる難病患者の療養所なのだ。

「涙毒病患者の涙」

「そっか……それって直接行かなきゃだめなの？」

　涙毒病とはジンドランで四○年前に大流行した疫病だ。患者の体液によって感染し、致死率は九割を超える。爆発的に流行し、五年間で人口の三分の一が感染、死亡したと言われている。

　流行が収まったのは、非感染者向けの予防薬と、初期患者向けの治療薬が開発されたからだ。ちなみに予防薬は、現在も全国民が幼少期に接種するよう法で定められている。

　徹底した撲ぼく滅めつ態勢の甲か斐いがあり、この三五年間、新たに発症した人間はいない。

　現在、闘病中の患者はたった一人、療養所は彼のためだけに機能している。

　彼の名はチャック。最後の患者で、悲劇の英雄だ。

「行きたい。だめ？」

「うーん……」

　本音を言えば恐ろしい。涙毒病の恐ろしさはジンドラン国民なら幼い頃から教え込まれている。この病は体液で感染する。

　握手をするだけで危険だし、近くでくしゃみをされれば触れずとも感染する。一番感染率が高いのは涙で、一度触れば確実に伝う染つってしまうと言われている。

　予防薬を打っているからといって感染の可能性はゼロではない。予防すらしていないトリアとロサは尚更危険だろう。

　療養所は当然立ち入り禁止区画に指定されていて、申請の上、防護服を着ないと入ることができない。特別な事情でチャックと面会した人は何人かいるし、療養所の管理人数名も未だ感染はしていないから、大丈夫だとは思うのだが、怖いものは怖い。

　ましてや免疫がないトリアやロサを連れて行くのは、恐ろしすぎる。

「ルーセントは感染病にはかからないわ」

　きっぱりと言ってのけるトリアに、それでも心配なのだという理屈は通じるだろうか。

「ランスが怖いなら、私一人で行くから」

　ランスの心中を察したのか、トリアはそう付け加えた。

「自分はお供しますよ、トリア様」

　当然のように口にするロサに続けて、

「いや、僕も行くから」

　慌てて口を挟む。

　女の子に行かせて、自分は安全な場所にいるなんて、情けなさすぎる。

　きっぱりと首を振ってそう言うと、

「ランスがもし感染したらトリアが治してあげる。初期段階なら治せるから」

　トリアが励ますように口にする。

「……ありがとう」

　だらだらと会話を続けながら歩いていると、前方にようやく明かりが見えてきた。




「すごい」

「すごいですね」

　目を丸くしたトリアとロサを見て、ランスは誇らしい気持ちになる。

　ジンドランにはノンダスのような広大な景色はないが、緻密に計算された繊細で美しい風景がある。

　坑道を抜けると、山に囲まれた小さな村、サテがある。ジンドランの玄関口として旅人を歓迎し、休息を取らせるための村だ。全体をジンドランの名建築士が設計していて、村そのものが芸術品であるかのように美しい。

　日が陰り始めた今の時間は、村中に灯りがともされていて、昼間よりも幻想的な雰囲気になっている。

「きれいな村」

　中央にある広場を囲むように一列に並ぶ建物は、蜂はち蜜みつ色いろの煉れん瓦がと石造りの屋根で統一されている。店構えはどれもよく似ているが、屋根から下げられた控えめな木の看板で見分けることができる。宿屋、食堂、雑貨屋など全てが旅人のための店なのだ。

　中央広場は緑豊かで開放的だ。一番大きな花壇にはジンドランの国花であるルーベル・ゼラニウムが咲き誇っていて、脇にある大きな長椅子から眺められるようになっている。

　おとぎ話の舞台になりそうな美しい村は、他国からの旅人には歓迎の気持ちを、自国の民には誇りを与える。資源がなく他国との友好関係が大切なジンドランの心構えを表した最初の村だ。

　トリアはよほど珍しいのか、頰ほおを紅潮させてきょろきょろと辺りを見渡していて、見ているランスまでうきうきしてしまう。

（何度も来てるのに、今日はとりわけきれいだなぁ）

　仕事で他国に行く機会が多いランスにとって、この村はマキシムの次に慣れ親しんだ土地だ。旅人が行き来する広場周辺はもちろん、奥まった場所にあり、村人が住む山沿いの集落にも行ったことがある。

　美しさにもすっかり慣れているはずなのに、トリアが横にいるだけでいつもと違った新しい景色に見える。

「この村で一泊するつもりだから、宿を確保したら案内するよ」

　なかなか足の進まないトリアに笑いかけながら、ランスは宿へ向かう。

　サテにはたくさん宿があるから空いていないことはないだろうが、この村で一番の部屋に彼女たちを招きたかった。

「ほんと？」

「うん。この村のことはよく知ってるから」

　目当ての宿に着くと、手配を済ませてから、併設する厩きゆう舎しやに馬を預ける。

「ジンドランに入ったからには、色々やりやすいはずだ。治安が良いから襲われることはないだろうし、僕の顔も利きくしね」

　言ってから、自分が口にした言葉にひっかかる。

「涙毒病患者か……」

　自分たちは、盗賊の巣窟よりやっかいな場所に行くのだ。

　そう気が付くと、急に気が重くなる。賊は追い払えるが、病毒を防ぐ自信はない。

「受け入れてもらえるかな？」

　そもそも、療養所への出入りが許可されるかどうかもわからない。

　ランスは確かにジンドランで顔が利く。しかし、この場合は逆効果だ。王族をむやみに入れて感染させたとあれば、療養所管理者の失態となってしまう。

「ランスが無理なら、私一人で行くわ。興味があるの」

「いや、何と言われようと、自分は行きますので」

「それは駄目だ。僕も行く」

「でも……」

　トリアが言いい淀よどんで、ランスとロサの顔を順に見る。

「ランスが行けばがみんな心配するんでしょう？　ロサは予防薬を打っていないから、うつってしまうかもしれないし」

「トリアが行けば僕が心配だ」

「私は感染しないわ」

「何と言われようと、自分はお供します」

「私が来ないでって命じたら、控えてくれるでしょう？」

「……」

　押し問答をしているうちに、部屋に着いた。

　四階建ての宿の一番上、四階の真ん中、広場に面した部屋だ。

「大きい窓！」

　部屋に入るなりトリアは窓に駆け寄った。先ほどまでの淡々とした物言いが噓のように、声音も上がっている。

「この部屋からの景色、最高なんだ」

　嬉しそうなトリアを見ると、ランスも心が和らいだ。

　村全体が美しいサテの中で、ランスが特に好きなのは、広場の大花壇だ。ルーベル・ゼラニウムの間に色とりどりの小さな照明が設置されていて、昼間は目の覚めるような赤一色の花壇が、夜になると、色味の異なるさまざまな赤に変わる。

　この宿のこの部屋の窓からが、一番良く見える。

　喜ぶトリアをぼんやりと眺めていると、

「ランス様」

　ロサが不満げな声を上げる。

「今夜は自分も同室でしょうか？」

「昨日までもそうだったじゃないか」

　フィーロでこそ別室だったけど、それ以降は同じ部屋で過ごしてきたというのに、何を今更。

「そうですが、昨日まではそもそも小さな宿で、部屋数がなかったからそうしていたんです」

「僕と一緒の部屋は、そんなに嫌？」

　男と同室は確かに嫌かもしれない。失礼な行動を取ったつもりはないのだけど。

「とんでもございません。しかしランス様には、トリア様と二人で過ごしてほしいんです」

　ロサはきっぱりとそう言って一礼すると、

「自分は別室に移りますので、どうか仲良くなさってください」

　素早く部屋を去る。

「あれ？　ロサは？」

　トリアが振り向きざまに、不思議そうに首を傾げる。

「ああ、別の部屋取るって」

「そっか」

　トリアは驚いた様子もなく、落ち着いた様子で頷いた。

「ロサってば、昔から私を男の人と二人にしようとするの」

　ややあって、思い出したようにぽつりと呟く。

「そうなんだ」

　──トリア様に、恋をしていただきたいんです。

　ロサのまっすぐな瞳を思い出す。理由はわからないが、彼女の行動は出会った時から一貫している。トリアの話を聞くに、昔からそうだったのだろう。

　申し訳ないが、ロサが期待する「仲良く」は、できそうもない。既に何度か撃沈してるのだ。これ以上恥を重ねることは避けたい。

「ジンドランって、素敵な国ね」

　いつの間にか窓の向こうに視線を戻していたトリアが、ぽつりと呟いた。

「ありがとう。ジンドランは街によって景観が全く違うから、色々な場所を見てほしいな」

「ランスのお気に入りの街はある？」

　トリアが振り向いて、笑う。

　その笑顔を見ながら、トリアはようやく気負わずに笑えるようになったのだと、改めて気が付いて、嬉しくなる。

「たくさんあるけど、やっぱり一番はマキシムかな」

「これから行くところ？」

「そう。旅の終着点だ。僕が言うのもなんだけど、すごくおもしろい街だよ。トリアも気に入ると思う」

　トリアは頷いて、

「そこで、アッサム様を治すのね。ランスのお父上ね」

　と嬉しそうに続けた。

「そう。でもその前に、第一王子のダミアンに会ってもらう」

「ダミアン」

「そうだよ。って……ん？」

　一旦聞き流してから、違和感に気が付く。

「ダミアンって、呼び捨て？　敬称もなし？」

　ダミアンはジンドランの第一王子で、次期国王の可能性も高い。一介の少女が呼び捨てにして良い相手ではない。

「ルーセントには、人間の身分はどうでもよいの」

　トリアはランスにも初めから敬語は使わなかった。それはランスの気さくな雰囲気を見てのことだと思っていたのだが、サルバドールの方針なのだろうか。

　ランスはむしろそれをありがたいと感じたが、ダミアンはどうだろう。彼は礼儀作法にはうるさい。

「でも、じゃあ何でアッサム『様』なの？」

　アッサムはジンドラン国王で、民から敬うやまわれる存在だ。

　しかし、第一王子を呼び捨てにして、国王には敬称を付けるという線引きがわからない。

　浮かんだ疑問を投げると、トリアはきょとんとして、

「アッサム様は私が病気を治す相手だから。どんな人でも患者様には敬語を使うわ」

　不思議そうに言った。

（なるほど。「王様」は関係ないのか）

　トリアらしいと言えば、トリアらしい。身分は関係がないのだ。

　彼女にとって人は、自分の患者か、そうでないかの二択なのだろう。

「使った方が良いの？　ランスが言うならそうするわ」

　トリアは不安げにランスを見つめている。

　ランスとしては、トリアの身分に頓とん着ちやくしない姿勢が好ましい。人を人としてしか見ないトリアだから、ランスはこんなに安らぐのだ。

　だけど、これから人間として生きていくなら、無視はできない部分だ。ジンドランは秩序を重んじる。

　それに、ルーセントであるがゆえに過剰な自己犠牲の精神を持ち、それ以外のことに無関心だったトリアが、自分のために変わろうとしている。そのことが、少しだけ嬉しくもある。

「そうだな。ダミアンと、あと、王女のアデラには一応敬語を使って、敬称もつけてほしい」

　悩んだ末に呟くと、トリアは事もなげに頷うなずいて、

「ランスのお兄様と、お姉様よね」

　確かめるようにゆっくりと口にする。

「そうだけど」

「どんな人？」

　ランスの脳裏を過よぎったのは、金色の髪と瞳を持つ、美しい兄と姉の姿だ。

　外見はそっくりで、性格は真逆の兄妹。

　第一王子のダミアンは鹿しか爪つめらしい顔を崩さない真面目な王子だ。綿密な計画を立て、その通りに行動する。普段は抜け目なく冷静だが、何かのはずみで爆発すると手が付けられない。顔に似合わず情には厚いから、城に勤める者の多くが、ダミアンを慕っている。

　一方、第一王女のアデラは、いつも艶あでやかに微笑んでいる。無鉄砲で行動派、強引に周囲を巻き込んで、上う手まくやり過ごしてしまう。難しい問題も、アデラがひっかきまわしているうちに難なく解決することがあるのだ。だけど、近しいものは知っている。笑顔の裏には、情には決して流されない冷徹で冷静な決断力がある。

　共通するのは、国を思う心。自らの考えと行動で、どうにかしたいと思っているところ。

　意見を持たず、命じられたことだけを言われるがままやり遂げるランスとは、違うところ。

「外見はきれいだけど、中身はややこしいよ。どっちも」

「仲良しなのね」

「まあ、ね」

　もう一度、兄姉を思い浮かべてから、ランスは笑顔で頷いた。

　ランスは二人の兄姉のどちらとも親しく、二人はランスには気を許している。

　ランスが王位継承権を放棄していることが理由とされているが、真実はそうではない。本当の理由は多分、くすぐったい言い方ではあるが、愛情を持っているからだ。

　不思議なのはそっくりな二人の兄姉の仲は良いとはいえないことだ。半分しか血の繋がらない庶子の方が親しいだなんて、おかしな話だけど。

「ランスは家族が本当に大好きなのね」

　トリアはそう言って、にっこりと笑った。





　　　　　☆






　空は分厚い雲に覆われていて、雨がザアザアと降り注いでいた。

　木々の緑もなく岩肌がむき出しの険しい山に、そびえ立つ無機質な灰色の巨大な立方体。外観からは、何の施設かなんて見当がつかない。

　サテから療養所を見上げてそんなことを思っていた時、目の奥がズキリと痛んだ。

「大丈夫？」

　思わず目を押さえたトリアに、ランスが問う。

「平気よ。雨の日は、たまに痛むの」

　そう。雨の日になると痛むこの瞳、これがルーセントの証だ。そして、ルーセントである自分を確かめるために会いたい人が、この山の上にいる。

　数時間かけて山を登り、涙毒病患者が住むという療養所を訪れた。

　薄暗い空を背景にひっそりと佇たたずむ灰色の箱は重々しく、どこか寂し気だ。ここにたった一人で住むチャックは、どんな気持ちだろう。ぼんやりとそんなことを考える。

「だーかーら、大丈夫だって」

「駄目です。ランス様」

「僕は予防薬も打ってるし、防護服も着るつもりだ」

「万が一ということがございます」

　隣では、施設を管理しているという年配の男性とランスが揉めている。

　男はランスをチャックに会わせたくはないらしい。当然だろう。ランスはこの国にとって大切な人なのだろうから。

　涙毒病は、今は薬が存在するとはいえ、恐ろしい病で、強い感染力も持っている。防護服がどんなものかはわからないが、必要もないのにわざわざ会うのはばかげている。

「ランス、私一人でいいから」

　口を挟はさむと、ランスがきびしい目でトリアを見た。

「君一人じゃ行かせられない」

「では、自分が」

「ロサ、私は一人で行きたいの」

「トリア」

「私は、絶対に感染しないの」

「でも……」

「潜伏期間の半年間、隔離施設で過ごされますか？」

　男は険のある声でそう言って、笑った。いや、怒っている。笑顔だが、瞳に確かな怒りの火が燃えているのがわかった。

「ランス様が万が一感染されたら、接触する全ての民、そしてダミアン様とアデラ様も危険です。アッサム王があんな状態なのに、これ以上国を危険にさらしますか？」

　低い声で話す男は、やはり相当怒っているようだ。

　ランスは気けおされたようにしばらく黙ってから、大きくため息を吐くと、

「すまない。わがままを言った」

　横目でトリアを見る。

「君は行くの？」

「行く」

　トリアが躊躇いもなくそう言うと、ランスはしぶしぶといった表情で、男に説明する。

「彼女は絶対に感染しない」

　男は少し考えてから、

「ルーセントですか？」

　そう言った。ランスも目を丸くしている。

「サルバドールの、ルーセントの方がいらっしゃったことがあるんです。わかりました。彼女はお通しします。ランス様とお嬢さんは、待合室へどうぞ」

　ランスは眉を顰ひそめて、ロサは心配そうに目を細めて、つまり二人ともが不満たっぷりといった顔で、トリアを見ていた。

「無理するんじゃないぞ」

　まだルーセントの力を信じていないのだろうか？

　不思議に思いつつも、頭に置かれたランスの掌てのひらが思いのほか優しくて、嬉しい。

　やがて、扉の奥から、奇妙な格好の男が現れた。

　樽たるのような大きな箱を頭にかぶり、ごわごわとした分厚い布を纏まとっている。これが、防護服と言う奴なのだろう。

「ついてきてください」

　被かぶり物もののせいでくぐもった、何とも聞きにくい声が漏れる。話し辛いけれど、彼らの役目はチャックの身辺の世話をすることだ。話す必要はないからこれで良いのかもしれない。




　連れてこられたのは、豪華な部屋だった。驚くほど広い部屋に、装飾がたっぷりついた重厚な家具がそろっている。殺風景な外観や、他の場所の簡素な作りからは想像できない。

　トリアは人の地位は気にしない。だけどそれが、人にとってどういうものかは理解しているつもりだ。チャックは伯はく爵しやく位いの貴族で、この豪華な部屋にふさわしい人物だと考えられているのだろう。

「いらっしゃい。お嬢ちゃん」

　そう言ったチャックは文献の似顔絵で見るよりも、ずっと年を取っていた。

　考えてみれば当たり前で、あの本はジンドランで涙毒病が蔓まん延えんした四○年ほど前に書かれたものなのだ。

　トリアの頭の中の彼は精せい悍かんな顔つきの若者で、張りのある肌に患者特有のひび割れが痛々しい典型的な涙毒病患者だったが、目の前のチャックはどこにでもいるただの好こう々こう爺やに見えた。

　真っ白な髭ひげは白髪と一緒になって、床につくくらい伸びきっているし、深く刻まれている皺しわのせいで、患者の特徴である肌のひび割れも全く目立たない。表情も、療養所に閉じ込められている孤独な老人とは思えないほど穏やかだ。

「はじめまして。チャック。私はトリア」

「トリア・ルーセントじゃの」

「そう、私はルーセント」

　チャックの血液を利用して薬を作ったのはサルバドールの民だ。彼は以前、ルーセントとも面会し、会話を交えているはずだった。

「昔会ったルーセントも、お嬢じようちゃんによく似ていた。もう死んでおるだろうがの。で、お嬢ちゃんはどうしたんだ？」

　全てわかっている、そんな微笑みだった。

「私の目的は、あなたの涙をもらうこと」

「それだけじゃなかろう？」

　この薬を作るためには二○年ほど前からずっと涙毒病患者の涙を使っているのだが、実はサルバドールには既に大量に備蓄されている。

　そうでなければ、チャックが死んだ後は、薬が作れなくなってしまうから。

　彼はきっとそのことも知っているのだろう。

「何かを聞くために、直接来たのだろう？」

　村の備蓄分を使うのではなく、チャックから直接手に入れるように指示したのはサルバドールだった。村を出るルーセントのために、村の備蓄を減らしたくないのだろう。

　だけど、その判断はトリアにとって、むしろ好都合だった。

　トリアはチャックと話してみたかった。彼と出会って、長年培った価値観を変貌させたルーセントを知っているのだ。

　トリアが幼い時、村から逃げ出そうとしたモノ、一番目のルーセント。彼女は涙を手に入れるためにチャックに会いに行き、彼と話すうちに自分の生き方を変えてみたいと思ったのだという。

　モノは逃げ出す前日にトリアの元を訪れ（手引きしてくれたのはロサだった）、こっそりそう教えてくれたのだ。結局、彼女は婆ばばに捕まり、処刑されてしまったのだが、考えを変えるきっかけになったチャックのことは、誰にも告白しなかった。トリア以外には。

　モノが殺されてから、トリアはチャックの文献を読むようになった。繰り返し何度も読んだから、今や彼のことなら何でも知っている。

　ただ、一つだけ聞いてみたいことがあった。

「あなたは幸せかしら？」

　チャックはまるでルーセントのようだった。

　頭に詰め込んだ知識を、トリアは思い返してみる。

　半年の潜伏期間を経て、発症から半年もたず死んでしまう涙毒病患者の中で、なぜ彼だけが四○年もの間、生き抜いているのか。

　チャックは奇跡的に抗体を持ったのだ。彼の血を使い、四○年前、サルバドールは予防薬と治療薬を作った。その薬で多くの民は救われたけれど、肝かん心じんのチャックの中に住み着いた病毒は進化して生き延びた。抗体のおかげでチャックが死ぬことはないけれど、進化した病毒を広めないために、彼は療養所から出ることができない。永遠に。

　それゆえに、チャックはジンドラン国内で、悲劇の英雄、として称えられているらしい。王であるアッサムは彼に敬意を払っているし、多大なる感謝を寄せている。望まれるがまま爵位まで与えているから、チャックさえ望めば何でも手に入るのだろう。自由以外は。

　ジンドラン国内の教科書では、チャックについては「奇跡的に抗体を持った」という簡単な記述でまとめられているらしい。しかし、サルバドールの文献では、彼の生い立ちから趣味嗜好、それまでの健康状態、発病の経緯、療養所での過ごし方が詳しく語られていた。

　その中で、トリアの興味を引いたのは、発病の経緯だった。

　チャックはそもそも他の大多数のように、運悪く涙毒病に感染してしまったのではない。自ら感染したのだ。

　チャックが感染したのは、彼が二七歳の時だった。彼はある屋敷の使用人として働いていた。

　ある時、彼が働いていた屋敷の当主の娘、ベラが涙毒病に感染したのだ。彼女の感染の経緯は明らかではないが、当時は貴族の間でも涙毒病が大流行していたから、社交界で集団感染してしまったのだと思われる。治療法がない涙毒病の患者は、療養所で隔かく離りされることが決まっていて、ベラもすぐにそこに移されることになった。

　当主はかわいがっていたベラが一人で療養所に行くことを不ふ憫びんに思い、彼女と親しくしていた使用人数人に、付き添いを頼んだ。健康な使用人に一緒に死んでほしいという、理不尽な要請だった。莫大な金を家族に支払う約束をしたが、金より命が大切なのは当然で、了承する者はいないように思われた。

　そんな中、一人の使用人が同行を了承した。その使用人がチャックだ。チャックは健康体にもかかわらず、ベラの付き添いとして、療養所に入居したのだ。

　療養とはいっても、治療法もなく、死を待つのみの密やかな空間で、チャックはすぐに感染した。ベラに付きっきりだったのだから当然だ。涙毒病はあらゆる体液、汗や唾液から感染するが、一番の感染率を持つのは、その名前の通り、涙だった。感染者の涙に触ると必ず感染し、すぐに毒が回って死に至るという。

　療養所では、号泣するベラの涙を素手で拭うチャックの様子が目撃されている。彼は本来この時死んでもおかしくなかったのだ。しかし、死ななかった。おそらく、既に抗体ができ始めていたのだろう。

　結局、ベラは三カ月ほどで死んだ。入所していた他の患者も次々に死んでいった。死ななかったのはチャックだけだ。

　彼は、どうして自らを犠牲にしたのか？

　当時、チャックの両親は共に健在で、家族の暮らしは慎ましいながらも幸せそのもの。それほど金に困っていた様子は見られなかったという。現に両親はチャックに思いとどまらせようと再三説得を試みていて、チャックはそれを振り切る形で入所したのだ。

　ベラに付き添うことで、チャックは一生を失った。予防薬開発に役立ったとはいえ、彼自身の自由は永遠に失われたのだ。それが、「悲劇の」英雄と言われる所以ゆえんだった。

　それなのに、最後にサルバドールの調査員が尋ねた時、彼は言ったのだ。

　──ベラ様に付き添ったことを後悔していません。僕は幸せでした。

　トリアは知りたかった。チャックは本当に幸せだったのか。

　好きなものを好きと言って、楽しい時はたくさん笑って、好きな人の力になりたい。ランスと過ごすうちに、トリアはそう思うようになった。

　だけど、長い間信じてきたサルバドールの教えは、その考えを許してはくれない。チャックが本当に幸せだったなら、サルバドールの教え通り、トリアはルーセントの役割を果たすべきなのだろう。ルーセントとしての責務を全うすることが、ルーセントにとっての幸せだと自分を納得させるべきだ。

　でも、もし彼が否定してくれたなら。

　希望を込めて、チャックを見る。

「文献に何と書かれたかは知らんがね」

　チャックは目を細めた。

「ワシは幸せだよ」

　彼は呆然とするトリアをまっすぐに見つめて、続ける。

「なぜだかわかるかね？」

「……国民の役に立ったから？　それとも英雄になれたから？」

　──特別な力でたくさんの人を救うことができる。そのことを誇りに、そして幸せに思いなさい。

　婆の声が、頭の中でこだまする。

「ちがーう！」

　チャックは声を張り上げて否定すると、

「好きな人と結ばれたからじゃ」

　言い切ってから、にっこりと笑った。

　呆あつ気けにとられたトリアは、思わずおうむ返しに呟いた。

「好きな人？」

　チャックはしたり顔でうんうんと頷いて、

「ワシはね、ベラ様がずーっと好きだった。彼女も好いてくれとった。しかし、身分が違うもんで、本来なら結ばれることは叶わんやった」

　滑らかにそう続けた。

　トリアは思わず目を丸くする。

　チャックとベラの関係について、文献には「主従関係」としか記載がなかった。彼の想いも、彼女の気持ちも、全く触れられてはいなかった。

「だけど、ベラ様が涙毒病にかかり、ワシが付き添って、最後の数カ月は恋人として過ごすことができたよ。彼女が一番寂しい時に傍にいて、一番悲しい時に支えることができた。死ぬ瞬間に、好きだと言ってもらえた。それは、一生の自由と引き換えにしても、十分すぎる見返りだった」

「あなたは、国を救った英雄なのに、そのことを誇りに思っていないの？」

　彼が英雄なのは、大勢の命を救ったから、そして、国に功績を残したからなのに。

　一生分の自由を犠牲にして後悔すら残らないのは、たった一人、ベラのおかげだというのか。

　誇りではなく、どこにでもある小さな恋物語が彼にとっての幸せだったというのだろうか。

「英雄、なんてただの結果論だ。ワシは正直、自分が抗体を持ったとか、予防薬ができたとか、たくさんの命を救ったとか、そんなのはどうでもいいんじゃ。ワシはベラ様を幸せにしたかっただけで、愛する女性が最期に笑ったのが嬉しいだけでな。誰の命よりも、ベラ様の一瞬の笑顔が大切だった」

　信じられなかった。チャックの言葉をサルバドールの民が聞いたら卒倒するだろう。

　サルバドールでは、ルーセントではなくとも大勢の命を救うように力を尽くせと教えられる。

「では、なぜ伯爵位を要求したの？」

　彼が王に要求したのは、形式的な伯爵位だけだった。トリアはそれを、自らの行いを誇りに思い、後世に名を残したかったからだと思っていたのだが。

「ベラ様は伯爵位の家柄。ワシにも伯爵位があれば、死んでから同じ墓に入ることが許されるからの」

「それだけ？」

「それだけじゃ」

　唖あ然ぜんとするトリアを見て、チャックは豪快に笑った。

「サルバドールの文献には書かれていなかっただろう？　文献用にと質問されて、正直に答えたら、『そんなの書けません！』って文句言われたんじゃ」

「そんな……」

　言葉を失うトリアをしっかりと見据えて、チャックは続ける。

「ルーセントのことはよぉく知っておる。ルーセントがあれば完治するが、どうするかと聞かれたこともあるからの」

　確かにルーセントの力があれば治らない病はないだろう。

「ワシは断った。自由だとか、名声だとか、どうでも良い。ベラ様の笑顔を胸に抱いて、ここで余生を過ごすのは寂しいことじゃないからなぁ。完治したとして、外に出ても、ベラ様はおらん」

　一呼吸置いてから、ゆっくりと嚙みしめるように言葉を紡ぐ。

「顔も知らない誰かのために犠牲になるのはまっぴらじゃ。お嬢ちゃんもそう思わないか？」

「……わからない」

　チャックはやはり全てわかっているのだ。

　トリアが迷っていることを。

　人間として生きたいと望んでいること。死にたくなんてないと願っていること。

　それが許されることなのか、知りたいと思っていること。

「好きな人はおるかい？　両親でも、友達でも、家族でもいい。自分よりも大切に思い、幸せになってほしいと願う人はおるかい？」

　頭に浮かぶのは、ただのトリアだと言ってくれた初めての人。

（ランス）

「命を使うのは、その人のためにしときなさい。それなら後こう悔かいせんでしょう。好きでもない奴のために自分を犠牲にするのは、どんなに誇れることでも、幸せになれんと思うがの」

　きっと、チャックは涙を回収しに来たモノにも、同じことを言ったのだろう。そして、彼女は村から逃げ出すことを決めた。結局捕まって殺されてしまったけれど、モノはルーセントとしての誇りより、特定の誰かを選んだのだ。

「私は、これからは人間として生きる。ルーセントとしてではなく」

　自分勝手でどうしようもなくて、きっと誰からも責められる考え方だ。

　自分を犠牲にすれば、万人を救えるのに、それを選ばないなんて。

「ワシはそれで良いと思うよ」

　だけど、チャックとランスだけは許してくれる。

　それだけで十分だった。




「ランス、ロサ、お待たせ」

　不機嫌そうに眉根を寄せているランスと、小刻みにパタパタと足を鳴らしているロサに背後から声をかけると、振り向きざま、二人は途端に情けない顔になった。

「大丈夫？　トリア」

「大丈夫ですか？　トリア様」

「うん。涙もばっちりもらえたし」

　──いきなり泣けと言われてものぅ。散々しぼり尽くされたから、涙なんて残っておらんしなぁ。そうだ、お嬢ちゃん、欲しいなら感動的な話をしてみなさい。

　愚ぐ痴ちを言われ、無茶振りをされて、結局欠伸あくびと同時に出してもらった涙入りの小瓶を掲げる。

「そうじゃなくて、身体、何ともない？」

「うん。チャックに会えて良かった」

「ごめんな、同行できなくて」

「ううん。一人で行って、良かったわ」

　ランスが一緒にいたら、また悲しい顔をさせてしまったかもしれない。一人だったから素直に聞くことができたのだ。

（でも、そのおかげで決心がついた）

　なぜだか黙ってしまったランスを、ぼんやりと眺める。

（私はランスのおかげで人間になれたんだわ）

　英雄ではない、ただのチャックから教えてもらったことを、胸の中で唱えてみる。

　施設から出ると、雨はすっかり上がっていた。灰色の雲の隙すき間まから、一筋の眩まばゆい光が差して、トリアの髪の毛をキラキラと照らしている。

　ふわりと風になびいた自分の銀髪を見ても、不思議と悲しくはならなかった。





　　　　　☆






「これで全部材料は揃そろったんだよね」

　手綱を右手、左手に地図を持ち、器用にバランスを取りながらランスが確認すると、トリアが小さく頷いた。

「感慨深いな」

　猫ねこ茸きのこ、紫むらさきの蜘く蛛も糸いと、カエルラ・ゼラニウムに、涙毒病患者の涙。

　四つの品を集めるために、どれほど苦労をしたことか。トリアとロサなんて大おお怪け我がを負ったのだ。

「というか、揃えて見れば全部が毒物じゃないか？」

　はたと思いついて、ランスが呟くと、

「毒物は、使いようによっては人を助けるのよ」

　トリアが困ったように笑う。

「じゃあ、これからマキシムに向かおう」

　気を取り直して、軽快な口調で言ってみる。

　マキシムはジンドランの王都で、ジンドランの国民の五分の一が住み、数々の店が立ち並ぶ華やかで先進的な美しい街だ。

　国営の学校や研究所も数々あり、技術を学びにきた留学生や見学目的の観光客も多い。異国人が珍しくない街だから、二人もすぐに馴染めるだろう。

　二人がマキシムで暮らすなら──まだダミアンに確認はしていないが、きっと許可してくれるはずだ。アッサムを救ってもらえば、トリアは王家の大恩人になるのだから──国営の医療機関を紹介しよう。待遇は他より良いし、トリア程の知識を持っていれば十分やっていけるだろう。ロサには見回組か王族直ちよつ轄かつの警備団がいいだろうか？　あれだけの腕があれば、どこだって通用するだろう。

　ランスが考えを巡らせていると、トリアが不安げな顔つきで見つめていた。

「どれくらいで着くの？」

「二日もあったら着くよ」

「そっか……」

「まずいことでもあった？」

「ないわ」

　トリアは微笑んだ。出会ってから半月ほどの間に、笑顔が随分見られるようになった。嬉しいことだ。トリアは確実に変わった。

　人間らしく、なった。

　隣の馬に乗って、柔らかく微笑んでいるロサを見る。

　ロサは一貫して変わらない。トリアを慕い、彼女の幸せを願っている。




　療養所で、ロサと二人で話をした。

「ランス様、二人きりですね」

「そうだね」

　ロサは長椅子の上でぽつりと呟いた。

「これから二人きりになることはあまりないと思いますので、お話ししておきたいことがあるのですが……」

　艶つやめいた言葉が続きそうな台詞ではあるが、ロサの場合はありえない。

「いや、毎日二人になってるじゃないか。トリアが祈ってる間とかさ」

　ランスは冷静に突っ込む。

　毎日全裸で祈りを捧げるトリアを待つ間、ランスはいつも、ロサと二人きりだ。

「朝っぱらからできるような話じゃありませんので」

　ロサはきっぱりとそう言って、ランスの方に向き直った。

「以前、自分はトリア様のお心を動かしてくれるなら、どんな男でも構わないと言いました」

「ああ、言ってたね」

　出会ってすぐに言われたあの言葉には、正直驚かされたものだ。

「あれを、撤回させていただきたいのです」

　ロサはランスの瞳をまっすぐに見つめる。

「ランス様、トリア様を幸せにしてもらえないでしょうか？」

　お願いします。ロサは言いながら、頭を下げる。

「へ？」

　トリアと「仲良く」とは、何度も言われたけれど、今回の言い方は以前とは少し違う。

　幸せに、なんて……正直、驚いてしまう。

「もちろん一生とは言いません。アッサム様の治療まででいいのです」

　目を離さないロサに戸惑いながら、ランスはおずおずと口を開く。

「幸せって、僕とトリアは何も進展してないけど……」

　そう。ロサの言う幸せは、おそらく恋人同士での「幸せ」だろう。

　だけど、トリアとランスはそもそも、全く以て、そんな関係ではない。それどころか、既に二回ほど撃沈している。

「ランス様」

　ロサはランスの言葉を遮って、にっこりと笑う。

「長年付き添ってきた自分が確信を持って申し上げます。トリア様は自分では気づいていないだけで、ランス様のことをお慕いしております」

「……うそ」

「本当です」

　ロサは息を吐いてから、小さく言う。

「自分は……トリア様に、幸せな恋をしてもらいたいんです」

「前から思っていたけど、どうして君はそんなに恋にこだわるの？　別に恋だけが人生の幸せじゃない。恋じゃなくても、君や僕が友人として幸せにしてあげることもできるじゃないか」

　初めから疑問だった。ロサがトリアのことを大切に思っているのはわかる。

　だけど、どうして「恋」をしなければいけないのか。

「友人なんて、トリア様には無理なのです」

「え？」

　意味がわからない。

「ランス様のこと、自分は誤解しておりました。女性好きする方ですので、トリア様のことも軽い気持ちで興味を持ってくださるかと思っていたのです。だけど、あなた様は、トリア様を大切に考えてくださっています。だから、お話ししようと思います」

　ロサはそう言って、細く長い息を吐く。

「トリア様は、家族にも友人にも、既に裏切られています。あの方は、それを許しておられますが、家族や友人に、本当の意味で心を許すことはないでしょう。家族として、友人として、誰かが近づいても、心に壁を作ってしまわれます。あの方が経験したことのない愛情は、『恋』だけなのです」

　ロサはそう言って、力なく笑った。

「でも君には、トリアは心を許してる」

　ロサと話す時、トリアは嬉しそうな顔をする。それは、彼女のことを信頼しているからだ。

「そうですね。でも、心を溶かすことはできません。長く一緒にいた分、気軽に話してはくださいますが、自分ではこれが限界なんです」

　──生きていたい。

　トリアがそう言った時、ロサは涙を流して喜んでいた。ロサは今までどれだけ、トリアにそう思ってほしいと望んでいたのだろうか。

「ルーセントは全ての人に愛情を持ち、献身するよう教育されます。だから、トリア様は、基本的には人を嫌いません。ランス様が指摘されるまで、トリア様は、嫌いという感情すらも忘れかけていたはずです。そして、全てを愛することは、誰も愛さないことと同じことです。特別にはなれないのです。

　自分もトリア様から愛されている『人』の一人ですし、長く一緒にいることもあり、多少は親しみを持っていただけています。ですが、特別ではないのです。自分の代わりは、いくらでもいるでしょう。現に今まで、自分はトリア様に生きたいなんて、一度も思わせることができませんでした」

　ロサの瞳に、悲しげな色が宿る。

「それに、自分はかつてトリア様を裏切った一人ですから」

「……どういうこと？」

　ロサがトリアを裏切ったなんて、信じられなかった。

　誰よりもトリアを守ろうとし、幸せを祈っていたロサが？

「聞いて、くださいますか？」












　覚悟はありますか、そう言われた気がした。

　トリアのことを思い出す。

　初めて会った時、無表情がなぜだか泣いているように見えたこと。

　猫に触れた時、仏頂面が少しだけ柔らかく動いたこと。馬に乗る時のこわばった表情や、病気を判断する時の真剣な顔。

　そして、ランスのことが好きだと、そう言ってくれた時のぎこちない笑顔と。頰を伝った涙。生きていたいと、まっすぐな目をして話してくれたこと。目が合った瞬間、ふわりと笑ってくれるようになったこと。

（僕は、トリアのことを、幸せにしたい）

　今まで何度も人を好きになった。だけど、守りたいだなんて、思ったことはなかった気がする。女の子はかわいくて楽しくて、寂しさを紛らわせてくれる、優しい生き物だった。守られてばかりだった。

　でも、トリアのことは、自分の手で守りたいと思うのだ。

　ランスが大きく頷くのを見て、

「ルーセントの話を、させていただきます」

　ロサがそう宣言した。

「ルーセントがどのように選ばれるのか、ご存知ですか？」

「知らない」

　癒しの聖者が授けたもの、トリアは前にそう言っていたが、ロサの話から察するに、村人から作為的に選ばれるのだろう。

「トリア様は白い肌と銀髪をお持ちです。同じような外見の『白い人』が、村では不定期に生まれます。その白い人の中から、ルーセントは選ばれるのです。

　白い人はルーセントになるまでは普通の家庭で育てられますが、定期的に集められ、特別な教育を受けさせられます。そしてルーセントが一人死ぬと、儀式を経て、その中から新たなルーセントが選ばれるのです。

　選ばれる条件としては二つです。まず、七歳以下の幼児であること。これは当然ですね。一八歳で効力が無くなるのですから、なるべく若い方が良いわけです。あとは資質があること。正教会のお偉いさんが、独自の基準で選びます。まぁ、知能の高さと、洗脳のしやすさを見ているんだと思いますが」

　洗脳、そんな単語をすらりと口にしてしまえるのは、正教会を客観的に見つめているからだろう。そして、客観的に見た上で、疑問を持っている。

　それなのに、ロサはなぜサルバドールで暮らし、正教会で働いているのだろう。村は豊かだと聞いたが、それでも方針に疑問を持ちながら暮らすのは、楽しくはないだろう。

　ロサの腕前ならどこででもやっていけるのに、どうして村を出なかったのだろうか。

「基準を満たすのは、毎回三、四人ほどですね。集められた白い人は、儀式と称して、地下室に隔離されます。水も食事も与えられません。そのまま一人になるまで放っておくんです」

　ロサは淡々とそう言って、ランスを見る。

「……それって」

「そうです。一番生命力が強い者を、ルーセントに選ぶわけです。白い人には、直前にそれを知らせます。長い間一緒に教育を受けてきた仲間ですから、情もあるかと思います。だけど、毎回、順当に殺し合っていますね。みんな、自分の命が大切ですから。まぁ、とにかく、こうして生き残った一人がルーセントになるんです。でも、この時点ではただの白い人、まだルーセントではありません」

　ロサは一旦言葉を切ってから、ランスに尋ねる。

「ランス様。トリア様の瞳に関して、不思議に思ったことはありませんか？」

「瞳？」

　トリアの澄んだ青色の瞳を思い出す。

「はい。トリア様は、透けるような肌と髪をお持ちです。色素がないんです。生まれた時のトリア様は、薄い灰色の瞳をされていました。それなのに今、瞳だけは鮮やかな青色です。

　そして、代々同じ番号のルーセントは、全く同じ瞳の色を持っています。なぜだと思います？」

　ロサはそう言ってから、瞳を伏せる。

「まさか！」

　浮かんだのは、残ざん酷こくな考えだった。思わず鳥肌が立って、思い違いであってほしいと願わずにはいられない。

「そうです」

　ロサはいつもより低い声音で小さく言ってから、ゆっくりと続ける。

「生き残った白い人は家族と対面します。さぞかしほっとするでしょう。生死を争う真っ暗闇での戦いから生還して、ようやく親しい人に会えたんですから。食事を取っていないから身体はふらふらです。そのふらふらな身体で、家族に抱きつきます。そして」

　再び言葉を切ってから、ゆっくりと視線を上げて、

「家族の手で、目玉を抉られるんです」

　ゆっくりと、そう言った。

　友達にも、家族にも裏切られる、それはそういうことだったのだ。

「自分が、トリア様の目玉を抉りました。トリア様は泣きわめいていました。突然のことでしたし、今と違って痛みに慣れていなかったから……辛かったでしょうね」

　ロサは、小さく息を吐く。

　その絶望を宿した瞳を見て、ランスはモジストで、ロサが攻撃を受けた時のことを思い出す。

　あの時の相手は、灰色の髪をした幼い子どもで、片方の目が痛々しく傷ついていた。もしかして、あの時ロサが動けなかったのは、幼き日のトリアを思い出したからかもしれない。

「自分はトリア様の姉なんです。いや、姉だった、というべきですが。父は既に死に、母と自分、弟のみが、トリア様の家族でした。儀式の前に、トリア様を連れて村から逃げるという方法もありました。だけど、捕まったら殺されます。一人ならともかく、病気の母を連れては絶対に不可能です。

　自分は、村で生きるために妹を売ったんです。ルーセントを輩出した家族は、村で優遇されますから」

　目玉を奪われたトリア、奪ったロサ。

　その二人が先ほどまで親しげに会話していたという事実。

　全てが信じられなかった。

「その後、抉られた穴には、新たな目玉が入れられます。ルーセントの能力の核となるのは、あの目玉なんです。

　癒しの聖者は、顔にある二つ以外に、七つの目玉を持っていました。それを代々埋め込んだものが、ルーセントになるんです。一八になって、能力に陰りが見え始めたら、抉り取って次の者へ、その繰り返しです。すごい力ですよ。死んでしまうほどの出血をしている眼がん窩かに、目玉を入れるだけで、完治してしまうんですから」

　トリアは、驚くほどの視力を持っていた。遠くの猫まで見ることができたのも、ルーセントの力だったのかもしれない。

　先ほどトリアが目を押さえていたのを思い出す。雨の日には、目の調子が悪いのだと、そう言っていた。

「その後は徹底的に、ルーセント教育を受けさせられます。自分を道具だと思わせられ、好き嫌いを忘れさせられ、いつか自害することを当然だと思わされます」

　少しの沈黙が落ちた後、

「それが、今のトリア様です」

　ロサは、小さな声で告げた。

「一つ聞いていい？」

「どうぞ」

「どうして、君は護衛を？」

　トリアを裏切ったとロサは言ったが、ロサだって、本当ならそんなことしたくなかったはずだ。

　自分が傷つけたトリアの傍にいることは、ロサだって辛いことではないのだろうか？

「妹がルーセントになってから、一年後、母は死にました。最期に妹の名を呼びました。何度も何度も謝っていました。そして、自分はトリア様に会うことにしたんです。自分勝手な理由ですが、罵倒されたかったんです。罪悪感で死んでしまいそうでしたから。真っ赤な彼女の眼窩から、血の涙が流れていく。あの時の様子を、毎晩夢で見るんです」

　ロサは、乾いた笑顔を見せる。

「一年ぶりに会った妹は、すっかりルーセントになっていました。自分を見ても顔色一つ変えずに、謝っても、ルーセントだから、とそれだけです。妹を愛していた弟は、自分を罵ば倒とうし、革新派に入りました。理由は主義主張ではなく、正教会への反発だけです。

　そして自分は……正教会の護衛になったんです。自ら志願して、厳しい訓練に耐え抜きました。せめてこれからは、罪を償いたいと思いました。妹を不幸にした罪を、償っていかなければと、そう思ったんです。彼女の命令のまま、全てを遂行することが、今の自分のただ一つの役目です」

　ややあって、ロサは、口を開く。

「トリア様がまだ裏切られていない愛情は、恋心だけなんです。ランス様、自分が言えることじゃありませんが、トリア様を裏切らないであげてください」

　ロサは絞り出すように言ってから、唇を強く嚙みしめる。ゆっくりと膝をつくロサを起こそうとしたものの、

「お願いします」

　ランスの手を払って床に頭を付ける。

「顔を上げてよ」

　トリアはこれまで何度も、ランスを受け入れてくれた。

　ランスがトリアを受け入れない理由はない。ランスは膝をつき、ロサに視線を合わせる。

「絶対に、幸せにしてみせるから」

　若草色の瞳から、大粒の涙が溢れた。












　二日後、ようやく首都マキシムに辿たどり着ついた。

「高い建物ですね」

　トリアの心を代弁するように、ロサが言う。

「すごいっ！　すごいわ」

　トリアは上を向いたまま、両手をいっぱいに広げて、興奮気味に歓声を上げた。

　やけに子供っぽいその仕草を見て、思わず頰ほおが緩む。

　ルーセントとして感情を排除するよう命じられていたからだろう。普段のトリアの言動は少女らしい容姿に似合わず大人びた、というより老成されているというほうが近いほど淡々としているのだが、たまに見せる表情や仕草がやけに幼く、見るもの全てに好奇心を寄せる赤子のような時があるのだ。

　その一瞬を見るとランスは決まって温かな気持ちになって、その後少しだけ悲しくなり、さらに彼女を守ってやりたくなる。

「これが、ジンドランさ」

　ジンドランの国度は狭い上に、険しい山々が多く、利用できる土地が限られている。そこで、少ない土地を最大限活用するために生まれたのが、独特の建築方法だ。横に広げるのではなく縦に重ねて、高層の塔を作るのだ。高い建物を作るには、高度な技術が必要だが、ジンドランは技術大国の名に懸けて、高層都市を成功させている。

　現在、ジンドラン内の主要な街では狭い平地に高い塔が密集していて、他国にはない独特の雰囲気がある。中でも王都であるマキシムは規模もひときわ大きいため、初めて訪れる旅人は圧倒されるという。

　実際、街を歩けば、きょろきょろとせわしなく視線を動かしながらさまよう旅人に遭遇する。彼らのことを、マキシム国民は初客フアースト・ゲストと呼んで、特別に歓迎したがる。これはマキシムがその独特な景観から観光地としても人気であるために、王都の民が培った都民性といえるだろう。印象を良くしてまた来てもらいたいという心が、態度に出るのだ。

　地理的な理由から生まれた高層都市マキシムの景観は、観光都市となることで街の活気にもつながっている。また、物珍しさを目的に訪れる観光客や旅人に向けて、ジンドランの技術力を視覚的に印象付ける、大掛かりなデモンストレーションとしての役割も兼ねているのだ。

　一方、客を迎え入れるサテは圧迫感を出さず、開放的な村にするためにあえて平屋を中心に作られているし、工房が連なる工業の町は、山の斜面を利用して、作業しやすい環境を作っている。

　ジンドランの街は全てが特徴的で、それぞれに目を見張る美しさがある。資源が少ないジンドランでは、存在する全てを無駄にしない徹底した計算がされていて、その方針はランスの父、現王アッサムが考えたものだ。ランスはその点で父を尊敬している。

「色々片付いたら、国中を案内しようか」

　ランスが提案すると、トリアは興奮冷めやらぬといった調子で、大きく首を縦に振った。

　高層の建物が乱立した街を突き抜けて、民家が立ち並ぶ住宅街を抜け、さらに開けた荒野を突き進むと、美しい湖がある。その脇に、ジンドランの象徴、堂々とした白塗りの城が聳そびえ立たっている。

　湖畔に佇む城は相変わらず美しく、出しゆつ立たつ前と何ら変わりはない。当たり前だ。城から出てからまだ一カ月も経っていない。城壁の剛健さもそびえる塔の荘厳さも、門に施された装飾の華やかさ、背景を彩る季節の花々だって変わらない。

（だけど、僕自身は大きく変わった）

　首を精一杯伸ばして城全体を眺めようと必死な、隣のトリアを見る。

（守りたい人ができたんだ）

　ランスがしみじみと感慨にふけっていると、

「ランス、様？」

　見覚えのある男が駆け寄ってきた。門の両端に立っていた門番のうちの一人だった。

　治安が良いマキシムの王城では、門番はもはや挨あい拶さつ番ばんと化していて、ランスにとっても話し友達だ。

「ああ、お疲れ様。今戻ったんだ」

「ご無事で何よりであります。そちらのお嬢さん方は？」

「ああ、この子たちは……」

　そこまで言って、これが「極秘任務」であることを思い出す。

　ダミアンが内密にと指示した理由が、ここにきて不思議でならない。

　ダミアンが隠したい相手は、ほぼ確実にアデラだろう。第一王子の指示にあれこれ言える立場の者は、アデラしかいないからだ。

　しかし、二人は確かに仲が悪いが、王であるアッサムを救うための指示を、どうして隠す必要があるのかわからない。

　ダミアンもアデラも、アッサムのことをこれでもかというほど敬愛しているし、心から助けたいと思っているはずなのに。

　もしかしてサルバドールに払った報ほう酬しゆうが莫ばく大だいすぎるとか？　しかし、国民からの支持も厚いアッサムを救うためだ。民の混乱も考えれば、どれだけ出しても救うことが間違っているとは言えないだろう。

「うーん……」

「いえ……大丈夫です、ランス様。わかっております。詮せん索さくして申し訳ございません」

「えっ？」

　ランスが言いい淀よどんでいるのを見て、門番はいきなり態度を改めて、妙に穏やかな瞳で見つめてくる。

「大丈夫です」

「え、ああ。そう？」

　わけもわからず相あい槌づちを打っている途中で、ランスは気づいてしまった。

（こいつ、絶対に勘違いしてる）

「それにしても、お二人ともお美しい。さすが、ランス様のお連れ様ですね」

　ランスの考えを裏付けるかのように、もう一人の門番が豪快に笑う。

　ランスは過去にこの門番を通して、恋人を部屋に呼んだことがある。彼女は素敵な娘だったのだが、貴族でなく平民の娘だった。そのことが問題になったのだ。

　ランス自身、身分は気にしない質たちだし、そもそも当時は既に王位継承権を放棄していた。

　王位につく可能性があれば、恋人の身分が大切なことはわかる。人間としての価値は、身分に関係ないとランスは思ってはいるが、そうではない者もいる。王は国のために全てを捧げなければならない、というのはアッサムから耳にたこができるほど聞かせられた言葉だ。

　国を安定させるためには、自分の恋は二の次で、反発が生まれないどこかの令嬢と交際し、結婚するべきだというのはわかる。

　だけど、王位につく可能性が全くないランスが、恋人の身分うんぬんで口出しを受けることはありえないと思っていたのだ。実際、アッサムは彼女について何も言わなかった。

　干かん渉しようしてきたのは、ランスを王位に就かせようとしている兄と姉だった。

　ダミアンには、王妃の役割と身分の大切さについて仰々しく説明された後、全てを犠牲にできる情熱があるならば、力になると耳打ちされた。

　アデラには、「面白いことするわねぇ」なんて軽い調子で笑われる一方で、『王妃の格式』という本を手渡された。

　彼女とは、全く別の理由でしばらくして別れてしまったのだが、今となっては彼女との恋人らしい思い出よりも、面倒だったその事件が一番記憶に残っている。

「自分は単なるお側付きですので、お気遣いご無用です」

「そうなんですか。いやはや、失礼致しました」

　ロサと門番がにこにこと話しているのを聞き流して、ずかずかと城内に入る。

「じゃあ、通るから。あ、兄様、ダミアン王子は城にいる？」

　振り返って尋ねると、

「はい。執務室にいらっしゃいます。お気をつけて」

　若い門番兵はにっこりと微笑んだ。

　彼は、前回の大騒動を知っているから、新しい恋人をこっそり呼んだとでも思ったのだろう。勘違いではあるけれど、否定するのも面倒だ。

　久しぶりの庭園を連れ立って歩いてると、

「ランス！」

　聞き覚えのある声がして、後ろを振り向く。

「アーニャ？」

　しばらくぶりに会う幼おさな馴な染じみは、「無事だったのね」と小さく漏もらして表情を和やわらげた後、

「そちらは？」

　トリアとロサに視線を向ける。

　アーニャの強こわ張ばった顔を見て、気が付く。彼女もまた、門番と同じく勘違いをしているらしい。

　とは言え、トリアがルーセントだということを、告げてもいいものだろうか？

　アーニャはランスの任務については把は握あくしているようだが、その「薬」がトリアだとは知らないだろう。もちろん彼女は信頼できる人間だが、ルーセントの秘密を漏らすのは躊躇ためらわれる。

「えっと」

　言い淀んでいると、

「お初にお目にかかります。彼女は自分の主あるじで、ダミアン様から国こく賓ひんとして招かれましたトリア・ルーセント、自分は護衛のロサと申します。以後、お見知りおきを」

　ロサが愛想のいい笑顔で挨拶すると、アーニャは慌てて頭を下げる。

「私はアーニャ・モンブラン。モンブラン家の長女で……」

　そこまで言ってからちらりとランスに目配せすると、

「ランスの婚約者よ」

　意気揚よう々ようと言い切った。

「……アーニャ、その話は立ち消えになっただろ？」

　かつてランスがダミアンの対抗馬として持ち上げられていた頃、ランスが王位を継ぐとなったら、王妃に迎えられるのは彼女だと言われていた。有力貴族の中に、ランスと年齢が近い娘はアーニャしかおらず、二人の仲も良かったため、モンブラン家の当主であるアーニャの父親、ゴメス・モンブランが強引に話を押し進めたのだ。

　娘を王妃にして権力を得ようという野心家の彼は、ランスが王位継承権を放棄してからも、ランスにしつこく王位を継ぐよう勧めてくる。一貴族であるゴメス単独ならまだいいが、ダミアンやアデラと結託しているから面倒だ。

　ゴメスはアーニャにもランスを説得するように話しているらしく、彼女は事あるごとに、自分は婚約者だと主張する。

「いいえ、お父様は諦めてはいないわ」

　ランスが王位を継がずにダミアンやアデラの部下となれば、アーニャはより良い嫁ぎ先を見つけるだろう。

　アーニャは今だって、使命感ゆえにランスの許嫁いいなずけを名乗っているのであって、幼馴染以上の異性としての好意をランスに感じているわけではないだろう。彼女は自分の気持ちよりも、立場による責務を優先する、貴族の鑑かがみのような女性なのだ。

「ランス様、お取込み中、申し訳ないのですが」

　言葉を挟はさんだロサは、笑顔でランスを見つめてくる。口角はきれいに上がってはいるものの、瞳は笑っていない。

　──トリア様を幸せにしてあげてください。

　つい先日、そう頼まれたのだ。目の前でこんな話をされて、怒るのも無理はない。

「婚約者うんぬんは、僕が王位についたら、の話だ」

（誤解されても仕方ない話だ）

　歯切れの悪い口調で言いながら、隣のトリアに向き直り、

「僕は王様になる気は全くないし、王位継承権も放棄してるんだよ。だから、アーニャとの婚約の可能性は全くないし、彼女は他の人と結婚すると思う」

　慌てて弁明する。

「だから、安心して」

　そこまで言って、笑顔を作る。そして、気づいてしまう。

　ランスとトリアは、そもそも恋人関係ではない。一体これは何の弁明なのか。

「そうなの」

　トリアはあっさりとそう言って、アーニャを気にする様子もなく、庭園の花壇に視線を移した。

　──ランス様をお慕いしております。

　ロサはああ言ってたけど、もしそうなら、もう少し反応があるんではないだろうか。

　一人で勝手に悶々としていると、

「何なの？　ランス、今度は国賓に手を出してるわけ？」

　アーニャがいつもより声を低めて言ってから、じろりと睨む。

「……別に何もしてないって。彼女たちはダミアン兄様から頼まれた、大事なお客様だ」

　ランスは力なく言って、額に手を当てる。

「まぁ、いいわ」

　アーニャはそう言って二人に向き直り、

「ジンドランにようこそ、えっと……」

「トリアとロサ」

「トリア様、ロサ様。私はモンブラン家の長女、アーニャ・モンブラン。この国のことなら詳しいですし、ぜひ何でもお尋ねください」

　アーニャはにっこりと微笑む。

「ああそう、彼女は博識だし、その上武道にも長たけてるんだ。ずっと一緒に剣を学んできたんだけど、情けないことに、僕は一度も勝てたことがない。女性だから騎士団に入れないのが残念だけど、天成の剣士だって先生のお墨付きの実力だ。ロサとは、気が合う、かも……」

　言いながら、横目でロサを見るが、未だに目が笑っていない。

（仲良くはなれない、かも）

　小さく息を吐いて、

「でもアーニャ、今日はどうして城にいるの？」

　アーニャは公爵令嬢だ。

　城への出入りも簡単にできるけど、ランスの不在時に来るのは珍しい。

「アデラ様がご帰還と聞いたから、挨拶にきたの」

「えっ、姉様が！」

　ジンドラン王国第一王女アデラ。第一王子と容姿は瓜二つ、表情と中身は正反対のランスと母親違いの姉。

　隣国アガとの親善交流のために長期の予定で国を出ていて、戻りはまだだいぶ先だと聞いていたのだが。

　ダミアンは、アデラにトリアのことを知られたくないらしい。トリアとロサが見つかるのは、非常にまずい。

「そうよ。予定より早く帰ってこられたみたいね」

「それはまずい……兄様のところに、行かなきゃ」

　アデラはランスがいると知ったら、必ず会いにくるはずだ。

　その前にダミアンに会って、トリアとロサの待遇を確認しなければならない。

「ちょっと急ごうか」

　トリアとロサにそう言って、アーニャに別れを告げると、急ぎ足でダミアンの執務室に向かう。

　歩きながら、ダミアンと話す内容を整理する。

　ダミアンに面会し、トリアを紹介したら、アッサムの元にそのまま向かおう。トリアには一旦診察してもらってから、薬を作ってもらう。今まで見てきたトリアの技術なら、一日二日あれば薬ができるに違いない。

　ダミアンには、アッサムを助ける報酬として、トリアとロサがジンドラン国民になる許可をもらう。それから国営の医療機関に紹介して、住居を探して、生活の準備が整ったら、国中を案内する。

　そうこうしているうちに、ダミアンの執務室に着いた。

　息を吐いて、ドアを三回、軽く叩く。

「ランスです。トリア・ルーセント様、お連れのロサ様をお連れしました」

　本当は、トリアの前でルーセントなどと言いたくなかった。だが、ダミアンが欲しがっているのはルーセントとしてのトリアだから仕方ない。

「入れ」

　重厚な扉越しにくぐもった声を確認して、執務室に中に入る。

　膨大な書類が積み重ねてあるわりに、乱雑さがなく、こざっぱりとしているのは、書類の一枚一枚が丁てい寧ねいに揃そろえられているからだ。些さ細さいなところにまで几き帳ちよう面めんなダミアンらしい部屋だった。

「兄様、お久しぶりです」

「ああ」

　表面上、顔色を変えなかったダミアンの瞳に、戸惑いの色が浮かんでいる。

「遠路はるばるご足労をおかけしました。ルーセント様、それから、ロサ様」

　ダミアンが膝を突き、恭うやうやしく頭を下げる。

「こちらこそ、お招きいただきありがとうございます。ダミアン様」

「ありがとうございます。ダミアン様。自分は単なる従者です。勿もつ体たいない対応、感謝致します」

　トリアが慣れた様子で膝を折り、ロサは背後で頭を下げる。

　正直驚いた。一介の薬くす師しにここまで丁寧に接するダミアンにも、身分なんてどうでもよいと素知らぬ顔だったトリアの見事な受け答えにも。

　少しの沈黙の後、ダミアンがゆっくりと口を開く。

「王について、話はお聞きですか？」

「はい。容よう態だいに応じて最善の処置ができるよう、準備も致しております」

　トリアはルーセントの顔をしていた。感情がない、全くの無表情。

「そうですか。では、直接診みていただけますか？」

　ダミアンはどこか憂いを帯びた瞳で言葉を返すと、前に進み出る。アッサムの部屋まで案内するのだろう。ランスに頼めばすむことなのに、忙しいダミアン自らが足を運ぶことにランスは驚いた。

　ダミアンにとって、アッサムを治療するトリアは、大国の重鎮にも勝る国賓なのだろう。

　長い廊下を抜けて、広々とした中庭を横切り、細い抜け道を通ると、アッサムの寝室に着く。

「ここです」

　ようやくダミアンが口を開いて、執務室よりさらに大きな扉を押し開く。限られた者しか入ることのできないアッサムの寝室だ。

　天てん蓋がい付きの広い寝台に横たわるアッサムの顔は穏やかだが、出立前に見た時よりも明らかにやつれている。頰はこけ、目が落ちくぼんだアッサムに、やるせなさを感じる。

　尊敬する国王が、ただ一人の父が、確実に死に近づいているのだと、嫌でもはっきりとわかってしまう。

　トリアは何も言わずにアッサムに近づくと、正面から顔を覗のぞき込こむ。考えるように見つめてから、かけられていた布団を軽くはいで、首元を触った。

　その瞬間、瞳が揺れた。一瞬だけ、ルーセントではないトリアの顔になる。

「状況はよくありません。事前にお伝えした通りの方法で処置します」

　トリアが淡々と話すと、ロサの顔が小さく歪む。

　少しだけ引っかかったが、ダミアンとトリアの話を遮ることはできない。

「わかりました。宜よろしくお願いします」

　ダミアンはあくまで事務的な口調で言ってから、

「トリア様、ロサ嬢、お疲れでしょう。とりあえず、お部屋でゆっくりなさってください」

　表情を和らげてそう言うと、少しだけ逡巡して続ける。

「治療の件は、もう一人の王族、アデラには秘密にしておきたいですし、他にも色々と準備もありますので……五日間は、ご自由に、そうですね、ランスと一緒に観光でもなさってください」

　歯切れの悪い口調で言ってから、

「その後、治療をお願いします」

　そう付け加えた。ということは、処置を行うのは六日後ということだろう。

　アッサムの容態が良くないというのに、そんな悠長なことを言っていて良いのだろうか？

　ダミアンらしくない段取りの悪さに違和感を覚える。

「いいのですか？」

　上ずったトリアの声に、彼女も驚いているのだとわかる。

「はい」

　ぎこちなく笑うダミアンに、

「ですが……」

　トリアが食い下がる。

「大丈夫です。私はあなたに感謝しています。ルーセント様」

　有う無むを言わせぬ強い口調でダミアンがそう言うと、トリアはしばらく戸惑った様子を見せていたが、ややあって、口元に柔らかい笑みを浮かべた。

「ありがとうございます」

　言いながら、丁重に頭を下げる。

「客室を用意させておりますので、どうぞごゆっくり」

　ダミアンはランスに向き直り、

「頼んだぞ」

　肩を叩いて、部屋を出た。

　ダミアンの対応は腑ふに落ちないが、仕方ない。トリアの視線を感じて、

「えっと、行こうか？」

　ランスは二人を引き連れて部屋を後にした。

　客室を取り仕切る侍じ女じよに聞くと、二人には城で一番広い客室があてがわれているらしい。案内すると、

「今日は、もう休むわ」

「では、自分も」

　二人は早々に部屋に引きこもってしまった。夕食も部屋で取るという。

　ランスとしては城や街を案内したかったのだが、旅の疲れが出たのだろう。思い返せば、若じやつ干かん顔が強張っていた気もする。

　二人が部屋に入るのを見届けた後、ランスは帰還したらしいアデラに挨拶をすることにした。

　ダミアンの執務室とは異なる、華美な装飾が施されたアデラの部屋の扉を叩く。

「姉様、ランスです」

　ご帰還されたと知って、挨拶にきました。そう続けると、

「どうぞ」

　鈴が鳴るような軽やかな声が響いて、そのまま扉が開いた。

「ランスっ、会えて嬉しいわ」

　ふわりと温かい感触が、首元にまとわりつく。ふわりと良い香りが漂って、顔の近くで艶あでやかに微笑ほほえまれると、半分血が繋がっている姉だと分かっていても、少しだけ鼓動が早くなる。

　アデラはそれくらい美しい。トリアもアーニャもかわいいし、ロサだって中々の美人だ。だけどアデラには、同年代にはない完成された美しさと、そこから漂う圧倒的な色気がある。国内の有力貴族や隣国の王子まで、嫁とつぎ先さきは選び放題だろうに、王であるアッサムが許しているのをいいことに、アデラは未だに嫁に行く素振りも、婿むこを取る素振りも見せない。

「こちらこそ、ご帰還の日に城にいることができて、本当に良かった」

　離れていくアデラに微笑み返すと、アデラはゆっくりと目を細める。

「それはそうと、ランスはどこに行っていたのかしら？」

　部屋の中央にある大きな腰掛に座るよう、ランスに促うながすと、アデラは寝椅子の真ん中にふわりと腰を下ろす。

　その後、陶とう器き瓶びんに入っていた紅茶を、優雅に注いで、ランスに差し出してくれた。

「ありがとうございます。実は、休暇をいただいてまして」

　ランスはにっこりとほほ笑みながら、アデラから視線を逸らす。金色の瞳を見ていると、全てを見透かされそうで怖かった。

「あらまぁ、お仕事熱心なランスが、一カ月も休暇を取るなんて、珍しいこともあるものね」

　ランスが城を出ている間、アデラもずっといなかったはずで、むしろダミアンとランスはアデラがいない期間を見計らって、計画を進めたのだ。

　城の者にも口止めをしていたはずなのだが、誰から聞いたのだろうか。

「……」

　ランスが思わず黙ってしまうと、

「あら、やっぱり一カ月もいなかったのね。街の者が、しばらくランスを見ていないって噂うわさをしていたから、かまをかけたのだけど」

　アデラは蠱こ惑わく的てきな笑みを口元に湛たたえながら、

「ずっと前から、私、勘づいてるのよ。あなたとダミアンがこそこそと、やってること」

　ゆっくりと言った。

「内容は言えませんよ」

　ランスは開き直って、アデラを見る。

「言わなくてもわかるわ」

「それでも、言えません」

　ランスは嘆息し、

「僕は姉様と兄様、どちらも大好きですから。どちらの秘密も守りますし、どちらの頼みも聞きますよ。今までもそうしてきました」

　ゆっくりとそう続ける。

「私がこんなにかわいがってるのに、どうしてダミアンなんかにも懐いちゃったのかなぁ」

　くるくると髪の毛を弄もてあそびながら言うアデラに、

「かわいがられなかったとは言いませんけど、悪質ないたずらも散々受けてます」

　ランスが嘆くように返す。

　一番ひどかったのは蜘く蛛もを部屋に投げ込まれたことだけど、その他にも剣術の稽けい古こで失神させられたり、怪談話で脅おどかされたり……思い出したらキリがない。

　アデラは上品で温厚なふりをしているだけで、中身はハチャメチャなのだ。

「もぅ！　でも、予言しとくわ、ランス。あなたは、私を頼る。絶対にね」

　色っぽく片目を閉じると、アデラはランスの瞳をじっと見る。

（困ったことに、姉様の予言はよく当たるんだよなぁ）

　ランスは心の中で嘆たん息そくし、注がれた紅茶をゆっくり飲み干した。




　次の日、ランスは朝からトリアを中庭に連れ出した。中庭の花壇に咲いている花々は、朝がとりわけ美しい。昨日トリアが目にとめたのを知っていたから、一番きれいな時に見てほしかった。もちろん隣室にいたロサも誘ったのだが、いつものように「二人でどうぞ」と断られてしまったのだ。

「昨日はゆっくり眠れた？」

「うん。きれいなお部屋を用意してもらって、嬉しいわ」

　円卓越しにのんびりとお茶をすするトリアを見てほっとしながら、準備していた羊皮紙を円卓に広げてみる。

「この中で、行きたいところある？」

「これは？」

「マキシムの名所の中で、僕のおすすめ」

　五日間の休暇をくれるとダミアンは言った。

　観光はもちろんだけど、トリアはこれからマキシムに住むのだから、この街の一般的な住居のこととか、食べ物のこととか、この地の常識を教えておくのも良いかもしれない。

「──ぶ」

　瞬きもせず、ランスの用意した羊皮紙を見つめていたトリアが、ふいに小さな声を上げた。

「ん？」

「全部、見たい。駄目？」

　顔を上げたトリアは、好奇心たっぷりのやんちゃな瞳を輝かせていた。

「もちろん、いいよ」

　何だか嬉しくなって、二つ返事で首を縦に振る。

「じゃあ、初めはその上から三個目、湖がきれいに見える展望台があるんだ。城から近いから、早速行ってみよう。今の時間なら、運が良ければ朝霧が見えるかも」

　にこにこと笑っていたトリアが、突然すくと立ち上がると、ランスの腕を摑む。

「早く、行こう」

　いつもと逆の構図に、戸惑いを上回る嬉しさを感じて、ランスも立ち上がった。





　　　　　☆






　ダミアン様に買われたことは、正解だった。ランスの兄は優しい人だ。

（今までの人生で、一番幸せな五日間だったわ）

　今晩はいよいよ、アッサム様の治療をする日だ。既に心の準備はできている。

　治療の直前までは、せめて幸せだった日々を思い浮かべていたい。

　そんなことを考えながら、トリアは机に向かう。




　一日目は、ランスが勧める湖こ畔はんの展望台に上った。

　湖はぼんやりとした靄もやに包まれていて、脇に立つ城や、森が幻想的に揺れていた。湖の地底部から温泉が湧いているために起こる現象で、たまたま見ることができた自分たちは運がいいのだと、ランスが案内人さながらに説明してくれた。

　少し歩いた小さな公園でランスおすすめの「巻き菓子」というものを食べた。小麦でできた生き地じにたっぷりの蜂はち蜜みつを挟んで巻かれたお菓子は、ジンドランではよく食べられる甘味なのだそうだ。ふわふわで優しい甘さのそれはとてもおいしくて、見た目もかわいかった。

　その後は、ランスが城の中を案内してくれた。膨大な書物が並ぶ図書館に、話に聞いていた、ランスのお義母さんが大切にしていた手入れの行き届いた植物園、サルバドールの村が丸ごと入りそうな大きな庭園をゆっくりと歩いた。

　二日目は、マキシムの端にある動物園に行った。

　遠慮するロサを無理やり連れだして、三人で珍しい動物を見て回った。ひょろりと首が長い巨大な生き物に、猫に似た、だけど獰どう猛もうそうなまだらな斑点がある生き物など、見たこともない珍しい動物から、森によくいる兎や猫までたくさんの生き物がいた。檻おりに入れられているのが可哀想だったけど、ランスに聞いたところ、大半が森で怪我を負って死にかけていた野生動物を保護したものだそうだから、彼らにとっては危険がないこの檻の中は案外住みやすいのかもしれない。

　三日目は、マキシム薬物研究所という施設を訪れた。

　サルバドールの研究室より何十倍も立派で大きな施設だ。

「治療が終わったら、ここで働いたらいいと思うんだ。トリアの知識があれば、採用してくれるよ。国直ちよつ轄かつの施設で待遇も悪くないし、城からも近いし」

　ランスはぼそぼそとそう言った後、「嫌なら他の仕事を探しても良いよ。全く薬と関係がない職でも良いし」そう付け加えた。

　ランスが呼んだのだろう、白衣を着たでっぷりとした中年男性が奥から小走りでやってきて、施設の説明をしてくれた。騒がしい施設内を案内して、トリアの質問に答えてくれる。彼の話を聞く限り、医療技術に関しては、ジンドランはまだまだサルバドールにかなわない。男性が専門としている研究の話を聞いて、少しだけ意見を話すと、目を丸くして大きく頷いてくれた。

「さすがランス様のご友人、素晴らしい知識をお持ちですね。もちろん大歓迎ですよ」

　研究所を出る時には、そう言って手を差し出された。それが、対等な相手との挨拶、握手という行為だと知ってはいたが、行うのは初めてだった。

　四日目は、ランスと二人でマキシムの繁華街を歩いた。人間の女の子がするみたいに、通りの出店で花の香りがするお茶を買って、飲みながら歩いた。背の高い建物が珍しくて上を見上げて歩いていたら、すれ違う人とぶつかって杯を落としてしまった。

　隣を歩いていたランスがすっかり濡れてしまって、でも、ちっとも怒らなかった。「初客に飲み物を持たせて歩かせた僕が悪い」なんておかしそうに笑っていた。

　都民が入るレストランで食事をして、ランスはたまに「ランス様、こんな場所でどうしたんですか？」なんて声をかけられていた。豪華ではないけれど、とても美味しかった。知らない料理はランスがいちいち解説してくれた。「これがマキシム都民の定番だ」ランスはどうやらトリアが、この場所に住むことを踏まえて、マキシムでの暮らし方を教えてくれているようだった。

　鮮やかなドレスが並べられた衣装屋や、目の前で細かな装飾を入れてくれる宝飾店に入ると、次から次にランスが品を持ってきて、「これが似合う」だの「良いんじゃないか」だの言ってくる。断る度にランスが寂しそうな顔をするから、とても難儀だった。




　そして、五日目。ランスと過ごす最後の休日は、ゆっくりと部屋で過ごすことにした。

　すっかりなじみになった城の食堂で朝食を食べながら、トリアは呟いた。

「最後の日だわ」

　楽しい日々は、過ぎ去るのが早い。それはトリアがこの旅で学んだことの一つだ。

「しみじみ言うなよ。父様を助けたら、トリアはもう自由の身だ。まぁ、勤め始めたらこんなにまとまった休暇は取れないかもしれないけどね」

　ランスは軽やかに笑う。

　トリアがマキシムの街に慣れるために、ランスが考えて行動してくれていることは、この五日間で身に染みて感じた。ランスは以前言ってくれた通り、トリアをジンドラン国民にしてくれるつもりなのだ。

「ジンドランはすてきな国ね」

　トリアができることは微笑むことだけだ。

　サルバドールから出たばかりの頃は、それすらできなかった。初めは作り方がわからなかったけど、次第にコツを摑んだ。頰の上の方にぎゅっと力を入れて、口角を上げるのだ。

　今では、自然に笑える。楽しい時や嬉しい時、それから気持ちはどうであれランスに喜んでいることを伝えたい時。考えるより先に表情が緩むまでになった。

「ジンドランで、生きてくれる？」

　顔を上げると、ランスがトリアをまっすぐに見ていた。












「うん」

　その笑顔で、噓をつく。

　人間になったのだと、そう思った。





　　　　　☆






　ダミアンからもらった休暇の最終日、トリアと夕食を取った後、ランスは部屋に戻って、この五日間を振り返っていた。

　マキシムの観光名所にトリアの勤務先候補、街で暮らすなら利用するだろう繁華街。

　これからこの国で暮らすトリアが困らないよう、ランスなりに考えながら、一巡りしたつもりだった。

　行先も案内もトリアのため、そう思って行動していたのだけど、実はランスにも新たな発見があった。普段は何気なく過ごしているマキシムだったけど、トリアが横にいるだけで街の改善点が次々に見えてくるのだ。

　振り返れば、ランスが外交に興味を持ったきっかけは、メリッサの存在だった。植物が好きで、国外の花を集めては交配させて美しい花を作っていたメリッサが、

　──国と国のしがらみがなかったら、もっともっと美しい花が作れるのに。

　ため息交じりにそう言ったから、ランスはどんな国とも貿易ができる国を作りたいと思ったのだ。どうしたら、義母様が喜んでくれる国を作れるだろう？　当時はそんなことを考えて、他国の事例を研究したものだ。

　その彼女が亡くなって、ランスは考えることを放棄するようになった。どんなに外交をがんばっても、もうメリッサはいない。そして、母様の血を引くダミアンとアデラの指令に従うだけの、忠実な僕しもべになった。何も考えず、二人の手足になれればそれでいいと、そう思うようになったのだ。

　だけど、トリアと一緒にマキシムの街を歩いた時、ふと思ったのだ。

　また、考えたい、と。

　自分で考えて、どうにかトリアが住みやすい街に、国に、していきたい。

　ランスは昔から、特定の誰かを考えずには、国という大きなものを摑むことができない。良き国とはどんな国か、そんな漠然としたものはわからないし、目指そうとも思えない。だけど、隣を歩く少女が住みやすい国を作るためなら、やるべきことはたくさんあると、そう思える。

　まずは、やっぱり外交だ。薬の精製にはジンドランだけじゃなく、他国の資源も必要だ。

　それから異国人が住みやすい街づくりも必要だし、トリアが狙われないために、さらなる治安維持にも力を入れたい。

　昨日、繁華街を歩きながら、

「トリアのおかげで仕事がんばれそう」

　ランスがそう呟くと、トリアははにかんだ。

「急にどうしたの？」

「トリアが住みやすい街にするためにって考えたら、仕事をしようって気分になる」

　それはダミアンにもアデラにもできない、彼女を知るランスしか、できないことだから。

　隣にいる彼女が幸せに暮らすために、自分で考え、自ら行動したい。はっきりとそう思う。

「私も、ランスのためになることがしたい」

「……ありがとう」

　ランスが微笑むと、

「アッサム様、必ず助けるから」

　トリアは、迷いのない瞳でしっかりとランスを見据えて、きっぱりとそう宣言した。

　治療は、明日行われる手はずになっている。

　トリアの腕は知っているから、不安になどならない。トリアが治ると言ったなら、治るだろう。

（でも、少し様子が変だったよなぁ）

　そう気付いたのは、自室に戻ってしばらくしてのことだった。

　先ほど、いつものようにトリアを部屋まで送った時、

「ランス、ありがとう」

　トリアは妙にしみじみと、そう言ったのだ。

「ジンドランに来て思ったの。ここは本当に素敵な国。この国を作り、守っているアッサム様とダミアン様、それから会ってはいないけど、きっとアデラ様も、素晴らしい人だと思うわ。そして、ランスは、その素晴らしい家族の一員なのね。この五日間で、心からそう思った。こんなに素敵な国に招いてくれて、ありがとう」

　いつもは「お休み」とか「また明日ね」なんて、一言二言交わすだけだったのに。

　変だとは思いつつも、

「そんな……僕の方こそ、お礼を言わなきゃ。はるばるここまで来てくれて、ありがとう」

　改めて口にすると妙に気恥ずかしくなってしまって、

「明日の朝も迎えに来るよ」

　照れながらそう口にした。

　繊細な作業だということで、治療にはランスは立ち会わないように言われている。だけど、朝食を一緒に取るくらいはできるだろう。

　治療が終わり次第ダミアンのところに交渉に行くつもりだった。

　今後、一緒に、この国で生きていくために。

　トリアはランスの言葉に頷いて、うっすらと柔らかく微笑んだ。

「じゃあ、お休み」

　トリアの視線を感じながら、その場を去ったのだけど。

（やっぱり、伝えたら良かった）

　この五日間で、はっきりわかったことがある。

（……僕は、トリアのことが好きなんだ）

　初めて会った時、はっとするような美貌に思わず見とれてしまった。ロサから「仲良くしてください」なんて説得されて、妙に意識してしまうようになった。彼女の悲しい生い立ちを知って、守りたいと思った。好きだと言われて、心が弾んだ。好き嫌いを知って、もっと知りたいと思ったし、傷ついた姿を見て失いたくないと感じた。一緒にいると落ち着くことがわかって、ずっと傍にいたくなった。

　──ジンドランで、生きてくれる？

　今日の朝、ランスの問いに、トリアは笑顔で頷いてくれた。

　だけど、本当は、心の中で生まれた台詞せりふから、意図的に言葉を抜いたのだ。

「ジンドランで、『一緒に』生きてくれる？」

　本当は、そう聞きたかった。

　トリアがランスに対して抱いている気持ちが、どんな「好き」なのかはわからない。

　だけど、それがどんな気持ちだったとしても、ランスはトリアを大切にしたかった。彼女が笑顔でいられるように、守っていきたかった。

　そんなことを思うのは、初めてだった。

　勇気が出なくて言えなかった言葉は、別れ際に伝えようかと思っていたのだけれど、予想外の嬉しい言葉に照れくさくなって、結局は言えなかった。

（明日、伝えようか……）

　少しだけ悩んでから、決心する。

（やっぱり、今から伝えに行こう）

　のそのそと起き上がって、寝間着の上にガウンを着ると、トリアの部屋に向かった。




「トリア？」

　小声で声をかけた後、ランスは首を傾げる。

　女性の部屋を訪ねるには無作法な時間だけど、眠るには少しだけ早い。

　再びノックをしてみるが、トリアは一向に反応してくれない。

「もしかして、いないの？」

　不思議に思ってドアを押すと、ゆっくりと扉が開く。

「鍵、かかってない？」

　不用心だなと思いつつ、

「入るよ」

　念のために声をかけて部屋に入るが、トリアはいなかった。

　がらんとした広い室内は、きれいに整えられていて、人がいる気配はしない。

「あれ？」

　机の上に、二通の羊皮紙が置かれている。

　一昨日おととい、トリアと街歩きをしている途中、露店で購入したものだ。服や宝飾品、雑貨まで、色々なものをひやかしたけれど、トリアが買ったのは、この二枚の羊皮紙だけだった。

　四隅に銀色で繊細な模様が描かれていて、誰かに言葉を送るための小さめの羊皮紙だ。

　机まで歩いて、二枚の羊皮紙のうち、手前の一枚を手に取る。




　──ランスへ

　ランスのお陰で、私は人間に戻ることができました。

　あなたのことが大好きです。

　ルーセントになってから誰かを特別だと感じたのは、初めてでした。

　本当に、本当に、ありがとう。




「……何だ、これ」

　まるで永遠の別れのような、文面だ。

　そして、もう一枚の羊皮紙には、




　──姉さんへ

　私のことは忘れて幸せになってください。

　私は今も昔も、あなたが好きです。




　トリアはロサの妹なのだと、療養所でロサから聞いた。だったらこれは、ロサ宛の手紙なのだろう。こちらも、別れを思わせる文章だ。

（おかしい）

　ランスは思わず隣の部屋に走る。ロサは何かを知っているのだろうか？

「ロサ！　ちょっと出てきて。トリアが変なんだ」

　ドアを強く叩くが、ロサからの返事はない。ランスは躊躇いもせずに、ドアを押し開ける。こちらも鍵はかかっていなかった。

「いない？」

　ロサは部屋にはいなかった。

　二人で出かけている可能性もある。

　だけど、ランスは不安を拭えない。

（……嫌な予感がする）

　背筋に冷たい汗が流れた。




「姉様！」

　ランスは別棟にあるアデラの部屋に走って向かうと、力いっぱい扉を叩きつける。

　──あなたは、私を頼る。絶対ね。

　アデラはそう言って笑っていた。何かを、知っているのだ。

「あらあら、ランス。遅かったわね」

　声がして、扉が開く。絹の寝間着を着たアデラは、艶やかな笑みを浮かべていた。

「トリアとロサがいないんです。姉様、何か知りませんか？」

　早口で捲まくし立たてると、

「トリアって、ルーセントかしら？　ロサというのは、ルーセントの従者？」

　くすくすと笑いながら、そう返す。

　ダミアンへの義理を立てて、アデラには彼女たちの名前すら話していなかったのだと、今更ながらに思い出す。

「そうです。何か知ってるなら教えてください」

　だとしても、アデラは何かに勘づいている。

　アデラはランスを部屋に招き入れると、長椅子へと誘導し、自分は大きな座椅子にゆったりと腰掛ける。そのまま陶器瓶から紅茶を注ぎ、ランスに差し出した。

（ゆっくりしている場合じゃないのに）

　内心で焦りながらも、促されるまま従って、長椅子に浅く腰掛ける。ランスが急かしたところでアデラは急いではくれないし、機嫌を損ねたら面倒だ。

「ランス。あなた、ルーセントが好きなの？」

　アデラはランスをまじまじと見つめて、にっこりと笑う。

「……そう、ですが」

　アデラは鋭い。隠し事をしても無駄だから、正直に答えるのが一番良い。

「感慨深いわねぇ、あなたが女の子に本気になるなんて」

　アデラは呟いて、

「教えてほしいなら、約束して」

　アデラはにっこり笑って、続ける。

「え？」

　ランスが返すと、

「王位を継ぐって」

　笑顔のまま、強い口調でそう続けた。

「……嫌です」

　なぜ今そんな話をするのか。ランスは唇を嚙みしめる。

「大丈夫よ。私もダミアンも補佐するから」

「嫌です。僕は適任じゃない」

「あなたじゃなきゃ、駄目なの」

「どうしてですか？」

　昔から不思議でならなかった。ランスは庶子だし、次男だ。

　国を治める資質もダミアンやアデラの方が秀でている。ランスは全体を見ることが苦手なのだ。

　継げない理由はたくさんあるのに、家族はランスが国王になることを望んでいる。策にはめて貶おとしめようとか、都合の良い操り人形にしようとか、そんな邪よこしまな考えではなく、心からランスを補佐しようとしている。

　なぜなのか？　一八年間、ずっと疑問だった。

「ダミアンと私にはなくて、あなただけが持っているものがあるから」

「愛人の子どもっていう、国民の反発ですか？」

　自じ嘲ちよう気味に笑ってみる。それしか思いつかない。

「まぁ、関係なくはないわ」

　アデラは軽く息を吐いてから、にっこりと笑った。

「血よ」

「ち？」

「偉大なる王、アッサムの血」

　ますます意味がわからない。父の血なら、ダミアンもアデラも受け継いでいる。

　それならやはり、卑いやしい愛人の血を引くランスより、正妃メリッサの血が入ったダミアンかアデラが王位を継ぐべきだろう。

「わからない？　ランス」

「わかりません」

　即答すると、アデラはくつくつと喉で笑った。

「つまり、端的に言うとね。ダミアンと私は、父上の血を引いていないの」

　アデラは、いつもと同じ穏やかな表情をしていた。

「何の、冗談です？」

　それしか言えなかった。冗談にしても、たちが悪すぎる。

「あなたと私、全然似てないでしょう？」

「それは、母違いだから」

　自分が兄姉のようにメリッサには似ていないことに、幼い頃から何度落ち込んだかわからない。

「ダミアンと私は、全く父様に似てないわ」

「そういうことも、ありますよ。その代わり、二人とも母様に似てるじゃないですか」

　アデラが自らの金色の髪を一房摑み、持ち上げる。

「遺伝には法則があるらしいわ。より濃い特徴が、子どもに受け継がれていくの。金髪と金色の瞳、つむじは左巻き、知らないかもしれないけど、指紋は弓なり。これが私とダミアン。そして、黒髪黒眼、つむじは右巻き、指紋は流状紋、これが父様とランス。私たちのものより、あなたたちの特徴の方が、濃いものよ。父様の両親、私たちの祖父母もそう。ダミアンと私が二人の子であるなら、おかしなことよ」

「……じゃあ、何だっていうんです」

　もし、もしそうだとしても、ランスになぜそれを教えるのか。知らされなければ、ランスはそんな可能性、考えすらしなかった。

「姉様は何が言いたいんだ！」

　思わず大きな声が出る。

　ランスの叫びを受け流し、アデラは悠々と立ち上がる。












「偉大なる王アッサムと、その妻メリッサ、そしてジンドラン王家の真実を話しましょう」

　アデラは、ゆっくりと語り始めた。





　　　　　☆






　小国ジンドランの発展に尽くした偉大なる王アッサムとその妻メリッサは、政略結婚ではあったが、互いに愛し合っていた。それはとても幸運なことで、身を削る王宮での生活で、互いを拠り所にできる幸せを、二人は嚙かみしめながら生活していた。

　問題はたった一つだけ、だけど、とても大きなものだった。二人にはなかなか子どもができなかったのだ。

　その頃も、王位継承権は血筋によって決められていた。血を継ぐ子どもであるなら、誰しもが継承権を持つ。しかしその決まりには、世継ぎを残す能力があることが前提にある。

　当時の王にはアッサムとカビンの二人の息子がいたが、素質や本人の希望から、大した揉め事もなく、王位はアッサムに引き継がれた。

　しかし妃を得たアッサムに三年間子ができなかった場合、アッサムから王位は剝奪され、そのままカビンに移ることになる。そして、メリッサは王族とは認められない。

　アッサムは清廉潔白を絵に描いたような男で、幼い頃から王として適任だと誰もが認めていた。一方カビンは芸術的な才能はあったものの、国王としての資質は全くなかった。

　カビンには、民を豊かにしたいとか、国のために尽くしたいという発想が全くないのだ。カビンにとっては、すぐに死にゆく一人の民よりも、後世に残る、素晴らしい絵画や魅惑的な音楽の方が大切にすべき事柄だった。

　カビンは自ら悪事を働くような悪い男ではない。ただ、大切なものの基準が、王となるべき者が持つ基準からかけ離れていただけだ。実際、王位に就きたいなんて思ってもいなかったから、父王からの王位継承時には、あっさりとアッサムに王座を譲ゆずったのだ。

　結局芸術家として生きることになったカビンは生き生きとしていて、すばらしい作品を次々と生み出している。適材適所という奴だ。

　カビンが王位についた場合、国のことを顧みないのは明らかだし、愚ぐ王おうになることも目に見えていた。だから、アッサムはどうしても子を生なさなければならなかったのだ。

　継承権の仕組みを変えるという方法もあるにはあったが、ジンドラン建国時から続くその仕組みを変えるのは大変で、少なくとも隠居したアッサムの父、元国王の存命中は難しいと思われていた。

　悩んだ二人は、信頼の置ける医者に原因を調べさせた。

　その結果、アッサムに原因があることがわかった。メリッサに原因があれば、彼女は自ら王妃の座を退いただろう。

　しかし、原因は国王なのだ。次の王妃を娶めとっても、子どもはできない。

　そこで取った手段が、王妃が他の男性の子どもを産むことだ。

　アッサムの遠い親戚にあたるジンという男がいた。ジンは優秀な補佐官で、若干ではあるが、王族の血も引いており、アッサムとも懇意にしている。

　アッサムと相談した末、メリッサはジンとの間に子を作ったのだ。表向きは、アッサムの子を宿したことにして。子は胎内で順調に育ち、生まれた。メリッサにそっくりな、双子だった。

　ここから、長い長い、王族の噓が始まったのだ。

　ダミアンとアデラと名付けられた二人の子どもは、本当の父親のことは知らなかった。彼らはアッサムを慕い、アッサムもまた、彼らを我が子として愛し、王になるための教育をした。二人の子は順調に素晴らしい資質を養っていった。

　二人の実の父親であるジンが死んだ時も、二人の子どもは、実の父親が死んだとも知らず、遠縁の親戚に対する儀式的な黙禱をしただけだった。

　全ての国民を騙だます毎日に、メリッサは疲れていた。そして、最愛のアッサムの血を残せないことに、罪悪感を覚えていた。

　子を生せないのはメリッサのせいではない。しかし、それでも彼の子を残したかった。

　思い悩むまま、結婚から三年の月日が経過し、二人の子どもも無事に育っていることで、メリッサは正式に王族であると認められた。そして、代々王家が懇意にしてきたサルバドールとルーセントの秘密を知ったのだ。

　サルバドールならアッサムの血を残してくれるかもしれない。メリッサは、そこに一筋の希望を見出し、サルバドールと連絡を取った。取引は断られてしまったが、数年にわたる交渉の末、とうとう一人のルーセントに、アッサムの子を産ませることを約束させたのだ。

　そして、一人の美しい少女がやってきた。白銀の髪と白い肌、黄金色の瞳を持つ、一七歳の少女だった。アッサムに説明すると、彼は驚いて、それから頑強に反対したが、メリッサが半狂乱になって頼み、子を生さねば自害するとまで言ったら、最後にはしぶしぶ了承した。

　ただ、新たに子ができたとしても、ダミアンもアデラも自分の子だと、そう言い聞かせるのは忘れなかった。

　そして、アッサムの血を引くたった一人の子どもが生まれた。

　ランス、と名付けたのはメリッサだ。アッサムの血を引くと考えると、とても愛おしかった。自分の血を引くダミアンとアデラにも、かわいがるようよく言い聞かせた。

　不ふ憫びんなのは、ジンドランにやってきたルーセントだ。屈くつ辱じよく的てきともいえる任務を引き受けてもらった礼にと、ジンドランで自由に暮らしてもらうはずだったのに、彼女は自害してしまったのだ。一八になるという誕生日のことだった。せめて大切に弔とむらいたかったけれど、遺体は従者が村に連れて帰ってしまった。

　しかし、メリッサは安堵した。これで、アッサムの血が途切れることはない。

　あとは、ランスが王位を継いでくれれば良い。そうすれば、誰も騙さないで済む。

　しかし、ほっとしたのもつかの間、ランスはその生まれから、周囲から蔑さげすまれるようになってしまったのだ。メリッサたちの噓のせいで、愛する子どもが不遇を強しいられてしまっている。メリッサの苦悩は、死ぬまで続くことになった。





　　　　　☆






「ダミアンと私がこの話を聞いたのは、カエルラ・ゼラニウムのせいでおかしくなった母様から。あれがなければ、墓場まで持って行くつもりだったんでしょうね」

　長く話して喉が渇いたのだろうか。

　アデラはすっかり冷めてしまった紅茶を一気に飲み干す。

「わかった？　ランス、あなたが王になるべきよ。ダミアンもそう思ってるし、あなたがつがなきゃ父上を死なせることはできないわ。偉大なる父上の血が、絶えてしまう」

　アデラの表情には、いつもの薄笑いは浮かんでいない。

　ダミアンのような鹿爪らしい顔でもない。

　ランスを優しく諭すメリッサに似た顔だった。

「了承しなさい」

「嫌だと言ったら？」

　事情はわかった。

　ランスにとっては晴天の霹へき靂れきだ。呑み込めはしないまでも、アデラらの言い分はわかる。だけど、ランスには無理だ。

「あなたのかわいいルーセントが死ぬわ」

　アデラの言葉がランスの頭にこだまする。

　先ほどの事実以上に、受け入れがたい台詞だった。

「どういうこと？」

　意味がわからない。

　どうして、ジンドランの継承問題が、トリアの命に繋がるのか。

「わからないの？」

　アデラは窘たしなめるように言ってから、それでもわからないと頷くランスに説明する。

「サルバドールの情報は、代々直系の王族に受け継がれているのよ。あなたには、生まれの件があったから、黙っていたんだけど……」

　アデラは一旦言葉を切ってから、

「父様の病を治すには、ルーセントの命を懸かける必要があるの。私だって、父上を助けるために、サルバドールを使うことくらい考えたわ。もちろん、救いたい。生きていてほしい。偉大な王である彼が亡くなるのは国の損失だし、何より血も繋がらない私たちを、あそこまで愛情深く育ててくれた……大好きな、父上だもの」

　そこまで言って、眉根を寄せる。

「だけどね、民を、民になる可能性があるものを決して殺すな、私たちの王はそう言っていたわ。王のために誰かを殺すなんて、偉大なる王を貶おとしめる行為よ。私にはできない。あなたも知っている通り、ダミアンは、いざという時に理性より感情に任せる癖くせがあるわ。気持ちはわかるけど、褒ほめられた行動じゃないわね。だけど、あなたを落とすには良い機会よ」

　アデラは、口元に薄く笑みを浮かべる。

「王位を継ぐと約束すれば、ルーセントを助けるのに協力するわ」

　アデラが噓を言っているようには見えない。だけど、ランスには信じられなかった。

「でもトリアは、人間として生きるって言ったんだ。自害なんてしないって約束した」

「自害じゃないわよ。王を助けるためだもの」

「でも」

　──毒物は、使いようによっては人を助けるのよ。

　使いよう、トリアは言った。使い方については何も言わなかった。

　──殺す方法は二つだけ。目玉を抉り取るか、ルーセントを殺すための専用の毒を用意するか。他の方法では殺せないわ。

　トリアはそうも言った。

　もしかして、集めていたのは、アッサムの治療薬の材料ではない。自分を殺すための、毒薬を作るためのものだったのかもしれない。

　──五日間は、ご自由に……その後、治療をお願いします。

　あの慎重なダミアンがすぐに治療を要求しなかった時、確かにランスは違和感を感じたのだ。最後に、トリアを楽しませたかったのだとしたらどうだろう。

　そう、トリアはあと少しで一八歳になると言っていた。ギリギリまで彼女を生かしたいダミアンの思いがあったとしたら、辻褄も合う。

　──ランス、ありがとう。

　まるで、別れの挨拶のような、寂しげな声音だった。

　──絶対に、アッサム様を助けるから。

　トリアは、自らを犠牲にしてアッサムを助けるつもりなのかもしれない。

　ルーセントの義務としてではなく、ランスの友、ただのトリアとして。

「助けに行く」

　いても立ってもいられなかった。

　ランスは勢いよく立ち上がる。

「こうなることを予測して、鍵を作っておいたわ。これがないとあの部屋には入れない」

　ランスは、アデラの瞳をまっすぐに見つめる。

　人を動かす強い意思を持った、金色の瞳。逸らしたら負けだと、そう思った。

「王位を継ぐのは、アデラ姉様、あなたです」

　初めから、答えは一つだ。

　ランスは単にやりたくないと駄々をこねているのではない。兄と姉、特に、目の前のアデラに、王としての資質が劣っているのだ。

　今までは単にダミアンやアデラの僕として、言われるがまま働いてきた。

　だけど、トリアに出会って、ランスは思うようになったのだ。

（僕は、トリアが、そして彼女のような、他に居場所を見つけられない人々が、幸せに暮らせる場所を、この国に作っていきたい）

　国王には、全体を見る視野の広さ、客観的に判断する決断力が必要だ。ランスにはそれがない。少なくとも、今は。

　今のランスは、あくまでも、身近な誰かのために行動したいと思ってしまうから。

「僕は向いてない」

　小さくため息をつく。

「僕は民を統率するのには向いていないし、何より僕は、自分にとって大切な一人のために、その他多数を犠牲にしても良いと思う酷ひどい男だ。ちなみにダミアン兄様は情が厚いせいで、冷静になるべき局面で判断を誤る可能性がある。だから、アデラ姉様が適任です」

　今しがた、アデラが語ったのだ。

　アッサムはダミアンもアデラも、自分の子だと、そう言っていた、と。

「全体を冷静な目で見ることができる、姉様が国王にふさわしい」

　きっぱりと宣言してから、

「それに今の僕は、外交がやりたいんだ。国王にはなれません」

　王位につけば、仕事は全体の統括だ。

　今まで国について考えるのを放棄していたランスが、今日明日に就ける立場ではない。

「姉様、蜘蛛を放って僕を殺しかけた償いを、今こそしてもらいますよ」

　とどめの一言を口にすると、諦めたように笑った。

「頑固さは父上譲りね、ランス」





　　　　　☆






　アッサムを一目見るまで、トリアは夢を捨てなかった。

　人間としてランスと生きること。

　アッサムの病は、末期でなければ、トリアの知識と血液で治る可能性があった。

　治療を終えたら、トリアをジンドランの民にしてくれる。ランスはそう約束してくれた。サルバドールから疎うとまれても、この国なら生きていけるかもしれない。

　もしかすると、多大な迷惑をかけるかもしれない。

　だけど、生きてみたかった。

　しかし、アッサムを一目見て、トリアは諦めざるを得なかった。彼は末期だ。助けるには、トリアは死ななければならない。どう考えても、他に道はなかった。

「トリア様、本当に、いいんですね？」

　隣を歩くロサが、険しい顔をして聞いてくる。

「もちろんよ」

　しかし、トリアの心は、不思議と晴れ晴れとしていた。

（私は、人間として死ぬのだ）

　アッサムが生きれば、ランスは喜ぶだろう。

　トリアはルーセントとして、見知らぬ誰かのために死ぬのではない。

　他でもない大好きなランスの笑顔のために、命を絶つのだ。

　それは今まで考えていた自分の死に方の中で、一番素敵な最期だと思った。




「では、自分は外で見張りをしています」

　ぎこちなく笑ったロサを扉の前に置いて、アッサムの寝室に入ると、ダミアンが静かに待っていた。

「ありがとうございます。ダミアン様」

　難しい顔をしてトリアを見つめるダミアンに、頭を下げる。

「何がですか？　礼を言うのはこちらですよ、トリア様」

「ぎりぎりまで待ってくださったおかげで、楽しい時間を過ごせました」

　日付が変われば、トリアは一八歳になる。

　一八歳になれば、アッサムを救うことができなくなるかもしれない。

　それなのにダミアンは、五日間の猶ゆう予よをくれた。婆からトリアの生まれた日時を聞いていたのだろう。

「王族は過去にもルーセントに助けられたことがあります。その時はルーセントの掟を知らず、もてなさないままに亡くなられてしまったので。あなたにはせめて、と思いました」

　ダミアンは、ルーセントの掟も知っている。

　一八歳になったら、トリアは自害すると思っているのだ。否定はしない。

「申し訳ございません」

　突然ダミアンが膝をつく。そして、頭を床につけた。

「やめてください」

　無くなる命と知っていても、罪悪感があるのだろう。

　トリアを人として扱ってくれるこの人に重荷を背負ってほしくなかった。

「どちらにしても、明日までの命です。ならば、アッサム様をお救いした方がいい。お気になさらぬよう」

　噓をついてみるが、ダミアンは一向に頭を上げない。

「それでも、申し訳ない」

「いえ、私はルーセントですから」

　仕方がないからそう言って、アッサムの寝台の隣に用意された簡易寝台に横になる。

　ダミアンは力なく立ち上がり、トリアを見下ろした。

「難しいことはありません。まずは私から大量の血液を出してください。どこを切っていただいてもいいですが、首か足の付け根がいいと思います。そこを切断すれば、たくさんの血が噴き出ますから。それからこの毒を飲ませてください。私は直じきに死にますから、その瞬間の血液を取りこぼさぬようお願いします。あとは、それをアッサム様に飲ませてもらえれば、完了です」

　ルーセントが死ぬ瞬間の、最後の生き血。

　それこそが、アッサムを救う薬になる。

　ルーセントは普通にしていれば一八までは死ねないし、かといって、一八を過ぎれば効力は薄まってしまう。

　そこで、ルーセント専用の猛毒を使うのだ。旅で集めた四つの毒を混合した、特製の毒薬。これさえあれば、ルーセントは一八になる前に、命を絶つことが可能となる。

　ルーセントが死ぬ瞬間の血液を飲ませれば、どんな難病でも完治すると言われている。

「明日の朝には、お目覚めになられますよ。以後は通常の人間よりも元気に長生きされると思います。私の亡なき骸がらは事前にお知らせしたように、ロサに任せてください」

　完治した患者を診ることができないが、絶対に成功する。

（これで、おしまい）

　瞼まぶたを閉じる。

　素晴らしい最期だ。それなのに、涙が滲にじむ。

　死ぬとはどういうことだろう。今まで考えたことすらなかった。

　一つ、確かなことは、ランスに二度と会えないということだ。仕方ない。ランスは、大好きな家族と幸せに生きるのだ。

　父親をぎゅっと抱きしめて、「大好き」と囁ささやくランスを想像してみる。

　できることなら、生まれ変わったら普通の人間に生まれたい。

　剣を持ったダミアンが近づいてくるのが、気配でわかった。思わず体が震える。

（ありがとう）

　瞼まぶたの裏のランスにそう言って、せめて、笑って見せた。
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　足が遅いアデラを置いて、全速力でアッサムの寝室に向かう。

　国王の寝室は城のどこよりも頑丈に作られていて、内から鍵を閉めれば騎士団を総動員しても破れないようになっている。

　事態を予見したアデラが鍵を作っていてくれて、本当に助かった。

「……ここにいたのか」

　廊下を駆け抜けてたどり着いた扉の前には、トリアの護衛が立っていた。

「退どけ、ロサ」

　ランスが言うと、

「申し訳ございませんが、できません」

　ロサは、ぎこちなく笑う。

「君は、どうして……」

　ロサはトリアの幸せを願っていた。

　それなのに、どうしてトリアを死なせる手助けをするのか。

「ありがとうございます。ランス様。ここにいらっしゃるということは、アッサム様よりも、トリア様を選んでくださったんですね」

　ロサは懐からナイフを抜く。

　普段は弓を使うロサだけど、接近戦ではナイフを操るということは、以前の戦いで知っていた。

「トリアの命を犠牲にして父様を治すのは、トリアのためにも父様のためにもならない」

　父の信念を踏みにじり、トリアの希望を奪う、ただそれだけの行為だ。

「いずれにしても、ありがとうございます。トリア様は、ランス様のお陰で幸せに逝ゆくことができるでしょう」

　ゆっくりとナイフを持ち上げて、ランスに向ける。

「幸せに逝くだって？　どうして彼女を生かさない？」

　ロサはトリアの幸せを誰よりも祈っていた。

　彼女を生かし、幸せにしたいとは思わないのか。

　ランスは唇を嚙みしめて、剣を抜く。ロサの実力は明らかにランスより上だ。

　でも、負けるわけにはいかない。トリアの命がかかっている。

　ランスは剣を突き出した。ロサのナイフがそれを弾き、キィンと金属音が鳴る。

「トリア様の命令だからです」

「君は、それで良いのか？」

　刀を交えながら、ランスは叫ぶ。

（トリアの命令だって？　僕は彼女が死にたいと言っても、受け入れてあげることなんてしたくはない！）

　ロサの小さなナイフは、ランスの剣を易々とかわしていく。

「自分は昔、人としてのトリア様を殺しました。トリア様はそんな自分を許してくださった。せめてもの償いに自分ができることは、ルーセントであるトリア様の命に従うことだけです」

　汗だくのランスと違い、ロサは息すら乱れていない。

「ランス様に期待していました。トリア様が恋をすれば、特別に人を愛おしく思えば、生きたいと思いなおしてくれるのではないかと、考えていました。実際にそうおっしゃって、本当に嬉しかった。生きたいと、そう命じてくれるかと思いました。だけど、トリア様は本当にランス様が好きなんです」

　ロサのナイフが、ランスの頰を掠かすめる。

「トリア様は自分の命を犠牲にしてでも、ランス様の大切な方を助けたいと思ったんですよ。単なる義務感とは違います。あの子は人間として、死のうと思っているんです。それが、あの子の……妹の、幸せです！」

　大きな声で言いきって、ロサは唇を嚙みしめる。

「ランス！」

　そこにようやくアデラがやってくる。味方が増えたところで、ランスより弱いアデラでは、ロサにとっては、何の意味も持たないだろう。彼女は強すぎる。

　一歩後ろに退くが、ロサは攻撃を仕掛けなかった。当たり前だ。ロサの目的はランスを傷つけることではない。ランスを侵入させないことなのだから。

　戦っても敵かなわない。ロサをここから遠ざける方法があれば良いのだけど。

（何か手はないだろうか？）

　懐をまさぐると、カサリと乾いた音がした。そこでようやく、持っていた羊皮紙の存在を思い出す。

「ロサ、死ぬことがトリアの幸せだと言ったね」

　ランスは羊皮紙を取り出した。月の光に当たって、隅に描かれた模様が、きらきらと光る。トリアの髪の毛を思い出させる、美しい銀色だった。

「トリアの部屋にあった。君が幸せになるように、トリアはそうも願ってる」

「そう、ですか」

　ロサは、頰を緩ませた。

「自分の役目はトリア様をジンドランへ連れて行き、そして彼女の目玉をサルバドールに持ち帰ることです。だけど、村に戻りたくなければそれでも構わない。自分の好きに生きるように、とトリア様は仰おつしやってくださいました」

　トリアは家族や友達への愛情を持てないと、ロサはそう言った。だけど、トリアはロサのことを想っている。昔与えられた悲しみは残っているのかもしれないけど、それ以上の愛情、家族としての愛情を、今は持っているはずだ。

　あの手紙には、姉さんと、そう書かれていたのだから。

「それで、幸せなのか？」

　ロサは何も言わない。

「トリアが死んで、そのまま君は好きに生きて、それで君は幸せなのか？」

　誰よりもトリアを愛しているロサは、どんなに好きに生きても、幸せにはなれない。

「トリアを幸せにしたいなら、まずは自分が幸せになれる方法を選べ！　その上で、彼女を幸せにしてやるんだよ。幸せになった君の手で！」

　大きな声でランスが告げた瞬間、ロサの瞳が見開かれた。

「だけど、自分はあの子を幸せにできない！　あんなにひどいことをしてしまったんだから！　罪を償わないことには……あの子から好かれる資格すらない！」

　悲痛な叫びだった。若草色の瞳から、大粒の涙がボロボロと零れ落ちる。

「あのね」

　ランスとロサの間に割って入ったのは、今まで傍観していたアデラだった。

「自分の心に噓をついてまで従われるよりも、本心から反抗される方が、幸せに思える時だってあるのよ」

　金色の長い髪を夜風になびかせて、堂々と語る。

「特に、家族の間ではね」

　アデラはロサとランスを順に見て、艶やかに微笑んだ。

　少しの沈黙が落ちて、ややあって、カランと乾いた音がする。

　ロサの手から、ナイフが落ちたのだ。

「どう、ぞ」

　ロサは小さくそう言って、扉の前からゆっくりと退いた。





　　　　　☆






　──突如、音がした。

「トリア！」

　聞き覚えのある声が聞こえて、慌てて飛び起きる。重々しい扉の向こうにランスがいた。隣には、ダミアンによく似た女性、その後ろには、ロサもいる。

　ダミアンは呆然として、立ち竦んでいる。

「間に合ったのね」

　女性がほっとした様子で、呟いた。

「止めるな、アデラ、ランス」

　ダミアンが叫ぶと、女性はダミアンに駆け寄って、剣を振りかざす。

「父様の威厳を守るためよ！」

　ダミアンが迎え撃つと、同じ動作をする二人が、まるで合わせ鏡のように見えた。

　その間をすり抜け、ランスがこちらに走ってくる。

「トリア、大丈夫？」

（ランスは私を止めにきたんだ）

　嬉しさのあまり、堪こらえていた涙が溢れそうになる。

（だけど、私は……）

　落ちていたナイフを手に取って、トリアは首筋に当てる。

（アッサム様を、救う）

　ナイフを押し込んでいくと、血が噴き出すのがわかる。動脈を切ったのだ。

　手についた生ぬるい液体から立ち上る、鉄臭い臭いを嗅ぎながら、泣きたくなった。

　この血をアッサム様に飲ませれば……

「やめろ！」

　ランスの声が響き、手が伸びてくる。

　青ざめたランスに精一杯微笑んで、そのまま毒薬を手に取った。

　その時、後ろから手が伸びて、

（誰？）

　トリアは拘束されてしまった。





　　　　　☆






（間に合わない）

　ランスが思った瞬間、トリアの背後から手が伸びた。

「……！」

　声が出ない。

　トリアは自分を羽は交がい絞じめにした相手がわからず、もがいている。

　ダミアンとアデラも、固まっている。

「馬鹿なことをやっとるな、お前たち」

　呆れるように笑ったのは、眠っていた王、アッサムだった。

「ルーセントのお嬢ちゃん、あなたの血しぶきのおかげで、目が覚めました。ありがとう」

　もがくトリアを押さえながら、アッサムは言う。

「まぁ、数分の命だと思うが、それにしても、ありがたいことだ」

「……父上」

　泣きながら駆け寄ったのは、ダミアンだ。

「ダミアン、お前がルーセントを呼んだのか？」

「はい。父上はまだ生きるべきです」

「民になる可能性のある者は殺してはならんと、あれほど言ったはずだ」

「ですが、彼女は明日、一八になります。もうすぐ死を選ばなければならない。父上のせいで死ぬわけではありません」

「生きるさ」

　アッサムは、トリアの顔を覗き込むと、

「生きる者の、目をしている」

　そう言って、柔らかく微笑んだ。

「そうだ。兄様、トリアは自害なんてしない。人間としてこの国で生きる」

　ランスが叫ぶと、アッサムが得意げに言う。

「ほらな。昔会ったルーセントとは、目が違う」

　一旦言葉を切ってから、豪快に笑う。

「ということで、私は数分で死ぬが、十分生きたから気にするな」

「……父上」

　言いながら、アッサムに近づいたのはアデラだ。

「どうした？　アデラ」

　潤んだ瞳でアッサムを見つめながら、

「生きているうちに、継承問題を片づけてくださいな。どうかランスに説得を」

　早口でそう言った。声は震えていた。

「やりませんって」

　無理してるのが丸わかりなアデラよりも気丈に振る舞おう。笑ってみせるつもりだったのに、ぎこちなく口元が歪んだだけで、上手く笑えない。

　アッサムはそんなアデラとランスを順番に見て、

「こんな時まで、お前たちは仲がいいな」

　苦笑しながら、ぐるりと辺りを見回すと、

「だが、ランスはまだ、駄目だ。……アデラが王位に就け。お前が一番向いている」

　にっこりと微笑んだ。

「ですが、父上の血が……」

　アデラが食い下がるが、アッサムは気に留める様子もなく、

「お前たちは、三人とも私の子だ。構わない」

　よく通る声で、強くそう言い切った。

「アデラ、お前は感情に惑わされず、冷静に物事を見ることができる。上に立つものに向いている。ダミアンは情に厚い。民から愛されるのはお前のような男だ。民の声を伝えて、アデラを補佐しろ。ランスは、お前はまだ若すぎる。今はダミアンとアデラから学び、自分で考え、できることを精一杯やって、成長しろ」

　アッサムは頭を掻いて、

「お前たちならジンドランを良い国にできる。がんばりなさい」

　言ってから、「私は、ようやくメリッサに会える」と、穏やかに笑った。

　ランスは心を決めて、一歩進み出ると、そのままアッサムに抱き着いて、

「父様、あなたが大好きです。尊敬、しております」

　震える声で、そう宣言する。

　アッサムは目を丸くしてランスを見つめた後、ややあって、破顔した。

「我が子に抱きつかれて逝けるなんて、幸せな最期だ」

　言いながら、ダミアンとアデラにも目配せする。

　ゆっくりと二人も歩み寄り、そっとアッサムを抱きしめる。

「大好きだよ。素晴らしい三人の我が子よ」

　満面の笑みでそう言った後、アッサムはゆっくりと崩れ落ちる。

「父、さま……」

　ダミアンの嗚お咽えつが静かな部屋に響いた。

　アデラが、アッサムの肩に手を置いて、小さく呟く。

「……あとはお任せください」

　偉大なる王、アッサムが死んだ。

　享きよう年ねん六四歳、最後まで素晴らしい王だった。










　数日後、王の死は国民に知らされ、全ての民が彼の死を悲しんだ。

　アッサムの棺は、国民たちの手により、国花ルーベル・ゼラニウムの花で満たされた。

　花言葉は、「君ありて、幸福」。

　ジンドランを豊かにした、偉大な王にふさわしい言葉だ。




　──そして、一カ月後。

　トリアはジンドランの薬学研究所で働き始め、それなりにうまくやっているらしい。

　ランスは詳しくは知らない。新国王即位に伴い外交の仕事は山さん積せきしていて、休む暇もなく働き詰めだったから、トリアと会っていないのだ。

　一カ月が経ち、ようやく各国への対応は一段落ついたけど、まだサルバドールとの問題は残っている。ロサが帰らず、トリアも死んでいないと知るや否や、サルバドールは猛抗議をしてきた。交渉を続けてはいるが、彼らが譲歩するはずもない。だけど、関係に亀裂が入っても、トリアとロサを渡すつもりはない。刺客に備えて、護衛もつけてある。二人は必ず守ってみせる。ジンドランは民を大切にする国だ。アッサムが大切に守ってきたその伝統は、これからは自分たちが守っていく。

　そんなこんなで忙しさは相変わらずだけど、ランスは今日、やっとのことで休暇を取り、どうにかトリアと会う手はずを整えた。

　静かな湖こ畔はんで待ち合わせて、それから少し散歩して、夜には美お味いしい食事。

　本当なら、もっと早くにこうしたかったのだけれど。

（彼女がマキシムで暮らし始めたら、色々やりたいことがあったのになぁ）

　トリアは知識は深いが、普通の楽しみを知らない。ランスは彼女の人間としての暮らしに寄り添いたかった。

「仕事も一段落したし、まあ、これからだな……」

　独りごちると、後ろから懐かしい声がした。

「ランス！」

　振り向くと、浅黄色の華やかなドレスを着こなした、美しい少女が立っていた。

「トリア！　……なんか、変わった？」

　そこにいるのは間違いなくトリアなのだけれど、以前の彼女にあった浮世離れした感じがなくなっている。

「普通の女の子らしさを職場の友達から教えてもらったの。この服もね、一緒に買い物して」

　ランスがいなくとも、十分街暮らしを満喫しているようだ。

「そう……」

　喜ばしいことだが、何だか寂さびしい。

「どうしたの？」

　トリアが目を丸くする。

「ちょっと、歩かない？」

「うん」

　そよそよと流れる風が心地よい。

「仕事、どう？」

「楽しいわ。働いて、お給金がもらえて、遊んで。これが生きてるってことなのね」

「良かった」

「でも、ランスに会えなくて寂しかった」

　その言葉が嬉うれしくて、思わず頰ほおが緩む。感づかれないように、顔を引き締めてから、

「そう、なの？　充実してそうだけど」

　何でもない風に言ってみる。

「マキシムに住んだら、もっと会えるかと思ってたもの」

「これからは会える。というか、会おう」

「うん」

「あのさ」

　立ち止まり、覚悟を決めて、トリアの肩に手をかける。

　嫌がる様子がないのを確認してから……彼女の唇に自らのそれを重ねた。

　その温かさと柔らかい感触に、胸が高鳴る。












（って……ん？）

　視線が重なる。

　トリアは瞳をつぶっていなかった。

　驚いたように瞳を見開いているけれど、それだけ。照れている感じはしない。

　顔色は至って普通で、赤くなってはいない。むしろ青い。青ざめている。もしかして、嫌だったのだろうか。怒っているようには見えないけれど、喜んでいないことは確かだ。

　少し、いやかなりの衝撃を受けて、思わず顔が強張り、そのままゆるゆると距離をとる。

「どうしたの？」

　上うわ目め遣づかいでランスを見るトリアは、どことなく不安げだった。

（もしかして、ふざけてると思ってる？）

「違うんだ。僕は、本気だ」

　今までの自分は、確かに女癖がいいとは言えなかった。

　だけど、今後は違う。

　トリアとは、一緒に幸せを分かち合えるような、そんな関係を築いていきたいのだ。

「……どこか悪いの？」

「え？」

　どうやらトリアはランスを心配しているらしい。

「口の中、怪け我がしてるの？　気付かなかった。力が弱まってるせいかな？」

　ランスはようやく理解した。

　つまり、トリアはランスが口内の怪我を治療するために、口づけをしたと思っているのだ。

「口開けてみて。ちゃんと治療しなきゃ」

「……ちがう」

「じゃあ、何なの？」

　意を決した自分が恥ずかしい。

　腰を落とし、大きく息を吐いて、頭を抱えるランスを、トリアが心配そうに眺めている。

「ランス、どうしたの？」

　きょとんとして、首を傾げたままのトリアを恨めしげに眺めると、ふとある懸念が思い浮かび、ランスは顔色を変えた。

「トリア、今までこういう治療法とったことある？」

「こういう？」

「男と唇を合わせたことあるかってこと」

「ないわ」

（良かった）

「……絶対しないで。僕以外とは」

「何で？」

「何ででも」

　一息ついてからのろのろと立ち上がり、本日、二度目の覚悟を決める。

「ジンドランで、『一緒に』生きてくれる？」

　あの日言えなかった言葉を言ってから、

「これから、ずっと」

　トリアを抱きしめて、そっと耳元で囁ささやく。

　彼女の耳たぶが、少しずつ赤く染まっていくのを見て、思わず頰が緩んでしまう。

（どんな顔をしてるのかな？）

　そっと覗き込むと、美しい青色の瞳が、まっすぐにランスを見つめてくる。

　少しの沈黙の後、

「ランス……私、あなたが好きよ」

　トリアが笑った。

　照れくささが極まって真っ赤になった、人間らしい、笑顔だった。









あとがき






　皆様、こんにちは。三さん田だ千ち恵えです。この度は、『トリア・ルーセントが人にん間げんになるまで』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　本書は、私の二冊目の本です。一月末に出版させていただいた前作、『リンドウにさよならを』は、現代青春もの。リンドウ、幽霊、屋上など、大好きな要素を詰め込んで作ったお話でした。今作『トリア』はファンタジーです。ファンタジーは初めて書いたのですが、銀髪美少女、謎なぞの民族、王子様と、ファンタジーならではのモチーフを使うことができて、楽しかったです。

　それでは、謝辞を。前作を読んでくださった皆様、ありがとうございました。さまざまな形でご感想をいただき、とても嬉うれしかったです。担当してくださったＮ様、的確なアドバイスをありがとうございます。素敵なイラストを描いてくださったペイント娘むすめ様、こんなに可か愛わいく描いていただけて、トリアたちは幸せ者です。本当にありがとうございます。この本に携わってくださった全ての皆様、ありがとうございました。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　読み終えた後に、少しでも読んで良かったと思っていただけたなら、嬉しいです。
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